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　花のような雪が降るこの街では、ゆっくりと深呼吸をするたびに、冴さえ冴ざえとした空気が内側まで入り込んでくる。

　もうじき夕暮れだ。鼻の頭を薄赤く染めたその少女は、ドレスの上に纏まとった外がい套とうの前をしっかり合わせた。

　真まっ直すぐなミルクティー色の髪を風になびかせる少女、クレア・カーヴェルにとって、ここシェランド王国の王おう都とシトンは初めての土地だ。その冷えた空気は、この街に来て一ひと月つきが経たったいまでも新しん鮮せんな心地ここちがする。

　少女にして『海かい賊ぞく』であるクレアが根ね城じろにするのは、これまで比較的暖かな海ばかりだった。華きや奢しやな指がかじかむが、それでも王城のバルコニーから街並みを眺ながめていたくなるのは、夕日に染まり始めた街がきらきらとした活かつ気きに満ちているからだろう。

　こんな寒さの中なのに、行き交かう人々は消しよう沈ちんしている素そ振ぶりもなく、通りに並ぶ店の品物や飾りをあれこれ眺めては笑い声を上げている。両手に持ちきれないほどの荷物を抱かかえ、楽しそうなざわめきが王こ城こまで聞こえてくるほどだ。

　王都はいま、楽しくて仕方がない未来を前に華はなやいでいる。

　クレアはバルコニーの手て摺すりから身を離し、ほうっと息をついた。

　白い空気が空へと上のぼり、やがて透とう明めいに搔かき消える。そこで隣となりから聞こえてきたのは、好こう奇き心しんを我が慢まんしきれないといったような声だ。

「知ってるか？　クレア」

　バルコニーの手摺りに腕を掛けて悪戯いたずらめいた笑みを浮かべるのは、クレア直ちよく属ぞくの部下となったばかりの隻せき眼がんの青年ディーンだ。

　陽ひに焼けた金色の髪を編んで纏まとめ、この寒さの中でも随ずい分ぶん薄うす着ぎの彼は、自信に溢あふれた表情でクレアを間近に覗のぞき込んでくる。

「この王都で三週間後、でっけー祭りが開かれる。花か魂こん祭さいっていうんだってさ」

「ええ、このあいだ令れい嬢じようの方々のお茶会で教えてもらったわ。みんな準備で大忙しみたいね、けれど楽しそう」

「シェランド王国最大の祭りらしーぜ。街中を花で飾り付けるらしいんだよ」

「花？」

　クレアは瞬まばたきをふたつ重ねた。

　寒い地にも関わらず花など育てられるのは、戦争に勝利し続けた大国であるシェランドくらいのものだろう。幼いころ、義ち父ちに拾われて以来ずっと海賊として生きてきたクレアにとっても、生花で街を飾り立てるような祭りは初めての経験だ。

「なるほど。家やお店のあいだに張られている縄なわや籠かご、あそこに花を飾るのかしら」

「ふふん、そうらしいぜ」

　自分の情報に関心を示されて得意なのか、ディーンは誇ほこらしげに胸を張った。

「城下の道をそのまんま祭り会場にするだけじゃなく、王城の塔とうまで使うんだってよ。もちろんその塔には賓ひん客きやくしか入れねえって話だけど、飾り立てられた塔はすげえ見み応ごたえなんだってさ。花はもちろん偽にせ物ものなんかじゃなく本物を使うんだ。女の子が喜びそうな祭りじゃねえか」

「すごいわよね。畑を持っていても花より先に、食べていくための作物を作らなくちゃいけない国がたくさんあるのに」

「なあ？　じき本格的に忙しくなるって、昨日遊んだ花売りの子たちが言って……っと」

　急に手のひらで口元を覆おおったあと、ディーンはこほんと咳せき払ばらいをする。彼の女遊びくらい最初から知っていることなので、今いま更さら咎とがめるつもりはないのだけれど。

　それはさておきと、クレアは笑う。

「たくさん調べてきてくれたのね、ディーン」

「偉えらいだろ」

「ええ、とてもお利り口こうだわ」

　ディーンはにっと白い歯を見せ、心の底から満足したように笑った。

　気遣われていることをしみじみと感じ、嬉うれしい反面申し訳なくも感じる。ディーンはきっと、クレアがこのところ時とき折おり落ち込むのに気付いていたのだろう。

　いまでは従じゆう順じゆんな犬のように仕えてくれているが、以前の彼は総船長を敬けい愛あいするあまり、養やしない子であるクレアを認めようとしなかった。そのディーンとリトア号の支し配はい権けんを争あらそい、幽ゆう霊れい船せんを討とう伐ばつしたクレアが正式な船長となったのはつい先日のことだ。

　毒どく竜りゆうヒュドラの船から脱出し、クレアを庇かばって毒に侵おかされた騎き士しのアドルフ・フォードとシトンに到着してから一ヶ月。しばらくは、クレアも落ち着かない日々が続いた。

　アドルフの体調もようやく回かい復ふくし、彼はしばらく離れていた騎士としての役目に戻っている。クレアも郊こう外がいの屋敷から王城に客室を移し、父の表の顔である『王宮御ご用よう達たしの商人カーター男だん爵しやくの令嬢』として、王城で要よう人じんたちとの人脈作りに勤いそしむ日々だ。

　そんな中、クレアの心に時折影を落とすのは、毒竜ヒユドラを救えなかった事実だった。

　失うしなったものは戻らないし、成なせなかったことは受け入れて進むしかない。頭ではそう理解していても、時々思い出してはたまらなくかなしい気持ちになる。

　ディーンはそれに気付いているのだろう。

「──行ってみたいか？」

　街を見下ろすクレアを見み据すえ、ディーンは挑いどむように笑う。

「あんたが一言望めば、俺が何ど処こへだって連れてってやる。なあクレア、どうしたい？」

　ディーンの言葉は大おお袈げ裟さだが、瞳ひとみはきらきらと子供のような輝きを帯おびている。最初に拒きよ絶ぜつされていたことを思い返せば、なんと嬉しい申し出だろう。

　クレアが礼を言ったとき、低い声がひとつ響ひびいた。




「余計な世話だ」

「！」




　ディーンがたちまち面おも白しろくなさそうな顔をするのと同時、クレアは弾はじかれたように振り返る。緩ゆるやかな雪の降る中、バルコニーの扉を開けてやってくる人影を見み留とめて彼の名前を呼んだ。

「アドルフ！」

　そこにいたのは、黒髪に同じく黒色の制服を纏った騎士だった。美しい顔立ちは相変わらず不ふ機き嫌げんそうなのに、凍こおった海のように青い目は真っ直ぐにクレアを見据えている。制服の上から外套を羽は織おって白い手袋を嵌はめているところを見るに、外出帰りなのだろう。

「あなたがここに来るなんて珍しいわね。おかえりなさい」

　クレアは彼に駆かけ寄ると、わざとからかうように尋たずねた。

「ちゃんと真ま面じ目めに働いてきた？」

「当たり前だろうが」

「あら変ね、どの口が言うのかしら。不真面目騎士のくせに」

「黙れ、『エセ商人令嬢』め」

　到とう底てい誇り高き騎士に見えない振る舞いの男は言い、靴くつ先さきでクレアの踵かかとをこつんと蹴けった。じゃれるようなやり方なので、もちろん痛くもない。

「大だい体たいお前、人が見てねーあいだに城内で何やってんだ。また妙みようなことしでかしてんだろ」

「あら、『商人令嬢』としての仕事を真面目にやってたわよ。ただちょっと、空あき時間に、商売相手の娘さんたちに護ご身しん術じゆつを教えただけで」

「馬ば鹿かか、それだ。なんで伯はく爵しやくやら公こう爵しやくの令嬢共が父親に護身用の短剣をねだったうえ、互いに組み手の約束なんかしてんだ」

「このあいだのお忍しのびで絡からまれちゃったとき、自力で対たい処しよする秘ひ訣けつを教えてあげたらそんな流れに」

「あのな……」

「おい、アドルフ・フォード！」

　互いに言い合っているところへ、ディーンが無理やりあいだに割り込んできた。クレアに背中を向けるようにして立ち塞ふさがると、アドルフに向かって指を突き付ける。

「人の主人といちゃいちゃ新しん婚こん夫ふう婦ふみてーなやり取りしてんな！　そもそも余計な世話ってのはどういう意味だよ」

「あ？　なんの話だ」

「忘れてんじゃねー！　クレアを祭りに連れてくのがそうだって言っただろ」

　アドルフは「ああ」と思い出したように言い、それから心底面めん倒どう臭くさそうな目でディーンを見み遣やった。

「別に。単に、こいつを連れ出すのはお前じゃないというだけの話だ」

「だあから、それがどういう意味かって……」

「クレア」

　名前を呼ばれると同時、手袋を着けたアドルフの手で髪に触ふれられた。

　何かと思えば、ミルクティー色をしたクレアの前髪に雪が落ちているのだ。アドルフは当たり前のような仕草で梳すいたあと、クレアを間近に覗き込んだまま言った。

　低くも心地よい声は、名前を呼んだのと同じ温度でこう紡つむぐ。




「──お前、俺の花嫁になれ」

「………………え？」




　誰かの息を吞のむ気配がする。

　それはクレア自身のものか、別の誰かだろうか。そんなことを考える暇いとまもなく、雪の舞う中にディーンの叫さけびが響いたのだった。
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　アドルフ・フォードは、眉び目もく秀しゆう麗れいな見た目に反して驚くほど口が悪い騎き士しだった。

　貴き族ぞくにふさわしい佇たたずまいでも言げん動どうは粗そ野やで、扉を蹴けり開けるなどの振る舞いは日にち常じよう茶さ飯はん事じだ。クレアにもっともらしく呆あきれたまなざしを向けるくせに、誰よりとんでもない発言をしてみせることだってある。

　今回だって、そうだった。

　大おお真ま面じ目めに脈みやく絡らくもなく、意い図との読めない要求を突き付けてくれたものだ。クレアは城内の廊ろう下かを歩きながら、アドルフに問う。

「……それで。花嫁って、一体どういうことなの？」

　紡つむいだのは小さな声だ。

　ここは王城の中でも離れにある石造りの廊下で、絨じゆう毯たんは密ひそやかな声を吸すってくれる。それでも周囲に漏もれないよう気を使ったのに、隣となりのアドルフはいつもと変わらない調子で言った。

「説明するのが面めん倒どう臭くさい」

「あ、の、ね。そんなおかしな話。まさか本気で言ってるわけじゃあないでしょう？」

「そうだそうだ、説明しろ！」

　決してアドルフから視線を外はずさないディーンが、忠ちゆう犬けんよろしくクレアの後ろを歩きながら吠ほえる。

「てめー、クレアのことをやっぱりそういう目で見てたんだな。さっさと白はく状じようしやがれ、じゃねーと……」

「じゃないと？」

「嚙かむぞ」

「………………」

「おいこら、無視してんじゃねーよ！」

　アドルフは最も早はやまともにディーンの相手をする気もないらしい。振り回されて唸うなるディーンをよしよしと宥なだめ、クレアは小さく息をつく。

「もういいわ。面倒臭がってるアドルフに言うことを聞かせられるなんて、あのお方くらいなのは分かってるし」

「よくねーだろクレア、こんな野や郎ろうと結婚なんてレオンが泣くぞ！　認めねェ、レオンに代わって俺が認めねぇ！」

「わざわざカーヴェルに認めさせてやる義ぎ理りもねーだろ」

「なんだとお？」

「もうアドルフ、煽あおるようなこと言わないの！　……そうじゃなくて、大丈夫よディーン」

　長い廊下の果はてに見えてきた扉を前に、クレアは言う。

「──きっとすぐに、別の方から説明してもらえるでしょうから」

　ディーンが首をかしげるも、アドルフは涼すずしい顔でその扉を開けた。珍しく足ではなく、両手で押し開いたことに驚くが、今日は機き嫌げんが悪くないのだろうか。

　次の瞬間、溢あふれる光の眩まばゆさにクレアは思わず目を眇すがめた。

　磨みがき上げられた白い大だい理り石せきの床が、ランプの灯あかりを反射してぼんやりと輝いている。赤い絨毯の延のびる先、豪ごう奢しやだが上品な金の椅い子すに掛けるのは、純白のドレスを身に纏まとったまだあどけない少女だった。

「よく来て下さいましたね、クレアさん」

　幼い少女はクレアを見下ろし、花が綻ほころぶようにくちびるを開く。クレアはそれに応こたえてドレスの裾すそを摘つまみ、最上級の礼をした。

「ご機嫌うるわしゅう。お久し振りです、イヴ王女」

「ふふ。ご機嫌よう、お会いできて嬉うれしいですわ」

　クレアの言葉に微笑ほほえんだのは、人形のように愛らしくも幼いシェランド国王女、イヴァンジェリカだった。

　緩ゆるく波立つ金色の髪に白のドレスを纏い、たったの十歳とは思えないほど落ち着いた物もの腰ごしの少女は、アドルフの主しゆ君くんである。

「わたくしがシトンに到着してからしばらく経たちますのに、ご挨あい拶さつが遅れてごめんなさい。不義理をいたしましたね」

「いいえ。ノストリー島とうからここまでは遠いですし、お体を第一にしていただかないと」

「ありがとうございます。アドルフも、お使いご苦労さまでしたね。寒かったでしょう？」

「分かってんなら人を足の代わりに使ってんじゃねーよ」

「あらあら。あとで温かいお茶を用意させますわ」

「そんなのいいから、お前はさっさと休んでろ」

　相変わらずの不ふ遜そんな態度だ。一見すれば不ふ敬けい罪ざいになりかねないアドルフの言葉だが、その裏に隠かくされた不器用な気遣いをわかっているのか、イヴは嬉しそうにしている。

「ディーンさんも。お久し振りですわね、お会いするのは貴方あなたの船長試験以来でしょうか」

「おーう王女サマ」

　にっと悪戯いたずらっぽく笑ったディーンの表情に、クレアはディーンもかつて船長試験を受けていたのだと思い出す。どうやらイヴとは面識があったらしい。

「どうだ、あれから元気だったか？」

「ええ、元気です。寝しん台だいから出られない日も、月にたったの十日ほどになりましたのよ」

「十日って……イヴ王女、あまり無理しちゃ駄だ目めですよ」

　クレアが言うと、イヴは年ねん齢れいに不ふ相そう応おうの大人おとなびた顔付きで微笑んだ。静せい謐ひつな、まさに王族といった表情だが、この穏おだやかさに騙だまされてはいけない。彼女は、これでなかなか食えない一面も持つのだ。

「ところで、そろそろ本題に入らせていただきたいんですが」

　クレアは先ほどのアドルフの真しん意いを推すい測そくし、単たん刀とう直ちよく入にゆうにイヴに問い掛けた。

「──私がアドルフの花嫁って、一体どういう『任にん務む』なんですか？」

「……ふふ」

　イヴの微笑みがいっそう深いものに変わる。

　楽しむような表情が彼女の兄にそっくりだと思う傍かたわらで、クレアと同じことを考えたらしいアドルフが溜ため息いきをついた。

「クレアさん、アドルフ。あなたたちをお呼び立てしたのは、他でもありません。このたび行われる花か魂こん祭さいの儀ぎ式しきに、新郎新婦『役』としてご参加いただきたいのです」

　鈴を転ころがしたようなイヴの声が、なんの邪じや気きもないふりをして続ける。

「もちろん単なる余よ興きようではございませんわ。──これは、私たちからのお願いです」

　お願い。

　その不ふ可か思し議ぎな言葉選びを、クレアは内心で疑問に感じた。

　クレアの養ち父ちが率いるカーヴェル海かい賊ぞく団だんは、シェランド王家の影の騎士だ。水面下で王家と手を結び、彼らが大手を振って行えない任務を代行するのと引ひき換かえに、こちらもさまざまな恩おん恵けいを受けている。

　今回もその一いつ環かんなのだろうと、クレアはアドルフの突とつ飛ぴな発言でそう解かい釈しやくしたのだ。だがそれにしては、『お願い』など随ずい分ぶんと可か愛わいらしい。

「ご心配なさらないで。儀式といっても大おお袈げ裟さなものではございませんの」

　イヴは両手の指を組むと、表情だけは無む邪じや気きな少女のそれで言葉を続けた。

「三日続く花魂祭の催もよおしとして、二夜目に舞ぶ踏とう会かいが設もうけられているのですわ。そこでは毎年選ばれる『騎士と花嫁』が、この地に災わざわいが降りかからないよう王城の塔とうの頂いただきに火を点ともす儀式を行うのです」

「騎士と花嫁、ですか」

「何も本当の騎士や花嫁である必要はなく、儀式のあいだの役割ですけれど。騎士役に選ばれるのは、芸術家、学者、医者など、シェランド王国の発展に力を尽つくした『栄えい誉よある者』なのですよ」

「その騎士に、今年はアドルフが選ばれたということですか？」

「英雄騎士であるアドルフは、まさにふさわしい存在なのでしょうね。毎年必ずアドルフにお話が来るのですけれど、これまではわたくしとお兄さまでお断ことわりしていましたの」

　そのたびに各所から不平不満をいただきましたのよと言うイヴに、アドルフがふんと鼻を鳴らす。

　事情をおよそ知っているような顔をしているのに、一切口出しをするつもりはないらしい。アドルフが詳しよう細さいも聞かずに舞踏会に出ることを承しよう諾だくするとは思えず、クレアはイヴを見た。

「それなら尚なお更さら、どうしてわざわざ騎士と花嫁の役割をアドルフと私に？」

「それは…………」

　その瞬間、イヴがぴたりと言葉を切った。

　硬こう直ちよくしたような様子を怪け訝げんに思うと同時、クレアたちの後ろからこつんと靴くつ音おとが響ひびく。

　次ついで、心の底から楽しそうな声が聞こえてきた。

「──それはもちろん、僕たちからふたりへの粋いきな計はからいに決まってるじゃないか！」

（まさか……）

　クレアとアドルフ、それにディーンは扉の方を振り返る。

「なんていうのは建たて前まえだけど、周囲には立りつ派ぱな目くらましになるな。英雄騎士が今年になっていきなり花魂祭に出ると決めたのは、本物の花嫁をお披ひ露ろ目めするためだってね」

　視線の先には予想通りの姿があり、アドルフが露ろ骨こつな舌した打うちをする。その反応を受けてにっこりと嬉しそうに微笑んだのは、純白の髪に白い肌、白の衣服を身に着けた中性的な顔立ちの青年だった。

　唯ゆい一いつ色しき彩さいを持つ赤の瞳ひとみが、楽しそうにこちらへと向けられる。お忍しのびの彼しか知らないクレアは、ローブを脱いだ彼の肩口に、シェランド王国の紋もん章しようである竜りゆうのレリーフが縫ぬい込まれているのを初めて知った。

「……シュガー……」

　シェランド国第四王子、エルヴィスことシュガーは、人ひと懐なつっこい猫ねこのように目を細めた。

　先ほどまで大人しくしていたディーンでさえ、苦いものを食べた犬のようなしかめっ面つらをしている。それよりいっそう忌いま々いましそうなのは、彼の臣しん下かに当たるはずのアドルフだ。

「お前の余計な建前はどうでもいいんだよ。必要なことだけ喋しやべれ」

「あれ、自分はとっくに知ってるくせに横おう暴ぼうだなあ。まあいいや」

　シュガーは人差し指で宙ちゆうに円を描えがいたあと、そのままクレアを指さした。

「姫と、アディ。花魂祭の花嫁と騎士たち」

　楽しそうな声が、シュガーのくちびるによって紡がれる。




「ふたりには、花魂祭に乗じようじて、とある人物を誘ゆう拐かいしてほしいんだ」

「──え？」




　思わぬ言葉に、クレアは目を丸くした。

　ディーンも随分と不思議そうな顔をしている。既すでにイヴから聞いていることなのか、アドルフだけは表情を変えていない。

「誘拐って、どういうこと？」

「文字通りそのまま、僕らには堂どう々どうと出来ない悪いことのご相談だよ。正せい規きの手しゆ段だんじゃ接せつ触しよく出来なくてね」

「……もしかして、王子であるあなたにも手を出せない相手なのかしら」

「理解が早くて助かるな。まあ、国王を攫さらえなんて言わないから安心してよ。というよりも、父王陛へい下かは今回の花魂祭を欠席するそうだ。なんでもお体の具合が悪いそうで、祭りには影かげ武む者しやを立てて気き候こうの良い場所で休きゆう養ようするんだとか。うさんくさいよねえ」

　シュガーは少女がするように両手を後ろで組み、クレアの顔を覗のぞき込む。

「それよりも攫ってほしいのは、魔ま物もの研究学院の、筆ひつ頭とう研究者だ」

「────」

　クレアは思わず言葉を失うしなった。

　クレアがシェランドに関わり始めてからというもの、起きる事件の裏側にはいつも魔物研究学院の影がある。

　半年ほど前に起きたクイン・ローゼ号の虐ぎやく殺さつ事件は、研究学院に差し出す実験用の魔物を手に入れるために行われた。毒どくをもって多くの人を苦しめた魔物ヒュドラは、研究者の命令でその事じ態たいを引き起こしている。

　ヒュドラが命を落としたのだって、研究者の命令を忠ちゆう実じつに守った結果なのだ。

「この花魂祭が他でもない機会なんだよ。なにしろ、表に出て来なさすぎて存在すら疑われている筆頭研究者殿どのが、国中で一番人が集まる花魂祭にのこのこ出てくるっていうんだから」

「本当に？　筆頭研究者って確か、一切の素す性じようを明かされていない謎なぞの人物なのよね？」

「そうだよ。なにしろ父王陛下の大昔からにして唯一のお友達、実の子供たちよりもずっと大事な存在らしいからね」

　笑顔の裏で何かを考えているらしいシュガーは両手を上げるようにして肩を竦すくめた。

「そんな神しん秘ぴの天才さまが表舞台に出て何をするつもりなのか、想像するだにうすら寒い。嫌いやな予感がぞわぞわする、わあ怖い」

　胸きよう中ちゆうへ滲にじむ言いしれない靄もやに、クレアはぎゅっと両手を握にぎり締しめる。

「……また、魔物を使って何かを企たくらんでいるかもしれないということ？」

　声に込もった感情に気付いたのか、アドルフが僅わずかに眉まゆ根ねを寄せてクレアを見る。「平気」とくちびるを動かして、クレアは再びシュガーに向き直った。

「どうだろう？　研究一ひと筋すじの爺じいさんでも突然お祭りが見たくなっただけかもしれないし、父王陛下の単なる気まぐれかもしれない。けれど僕らにとっては、研究学院が一体何をしようとしているのか把は握あくして今後の手を打つ唯一の好こう機きだ。ねえイヴ？」

「……」

「あれ、イヴ？」

　シュガーがもう一度繰くり返したとき、クレアも気が付いた。

　振り返れば、先ほどまで椅子に座っていたはずのイヴがいない。慌あわてて周囲を見回したが、影も形も見えなかった。

「イヴ王女!?　アドルフ、イヴ王女が……」

　クレアが慌ててアドルフの腕を引こうとしたとき、思わぬところからか細い声がする。

「…………………………おにい、さま………………」

　声は、アドルフの後ろから聞こえた。

　よくよく見れば、椅子に座っていたはずのイヴはいつのまにかアドルフの背中へ隠れている。彼の上着を摑つかみ、縋すがるように震ふるえているではないか。一体何事かと問う前に、シュガーが再び妹に声を掛けた。

「ああ、いたいた！　どうしたのかな、隠れんぼ？　ねえイヴ」

「は……は、は、はひ！」

「……はひ？」

　ひっくり返ったような声を聞き、クレアは首をかしげる。いつも優ゆう雅がに笑みを浮かべ、大人顔負けの落ち着きを見せているはずの王女が、いまや兄の目から隠れるようにして震えているのが信じられなかったのだ。

　イヴはおずおずとアドルフの背中から顔を上げると、耳まで真っ赤にして口を開く。
















「お兄さま、お、お、お久し振りでございます。お兄さまにおかれましては、ご、ご、ごき、ごきげん、ご機嫌うるわしゅう……！」

「え？　あ、あの、イヴ王女？」

「あは。久し振りって、朝も会ったばかりなのに。お前は本当に面おも白しろいねえ」

「いえ！　このイヴァンジェリカ、お兄さまにお会い出来ない時間は、い、一いち日じつ千せん秋しゆうの思いなのです……！」

　ぽかんとするクレアを前に、アドルフは平へい然ぜんとした様子だ。クレアは何度か瞬まばたきをしたあと、恐おそる恐おそるアドルフに尋たずねた。

「……もしかして、イヴ王女って」

「エルヴィスの前だといつもこうだ」

「いつも!?」

「あれクレア、知んねえの？　船長試験のときに見ただろ、王女さまの兄あに貴きこじらせっぷり。好きすぎて目を見て話せないし言葉には詰まるし、最終的には倒れかねないし」

　クレアはぶんぶんと首を横に振る。それもそのはずで、クレアの船長試験に際し、シュガーは殆ほとんど姿を消していたのだ。

「そうだイヴ、お前から姫に教えてあげてよ。研究者誘拐の理由として、あの馬ば鹿か親おや父じが執しゆう心しんしてるものの話をさ」

「ひゃっ!?　は、はひ……！」

「おいイヴ、あんまり裾を引っ張んな。邪じや魔ま臭くさい」

「ちょっと、ねえアドルフ、イヴ王女は大丈夫なの!?」

「大丈夫じゃねーだろうな。こいつ後でまた熱出すぞ」

　シュガーが笑って「なにが？」と言うのに反し、アドルフの上着を握り締めたままのイヴが深呼吸をする。

　そうして、ようやくといった調子で口を開いた。

「……こ、この王おう都とには、伝説の魔物である火の鳥フエニツクスが眠っているといわれて、います……」

　そういえば、以前シュガーにも聞いたことがある話だ。

　火の鳥といえば、その名は普通の魔物とは少しだけ違う意味合いを持つ。クレアはイヴの思わぬ姿に対する動どう揺ようを別として、彼女の言葉に耳を傾けることにした。

「ひ、火の鳥は、伝説とも、神とも呼ばれる魔物。生と死の双そう方ほうを司つかさどり、不ふ老ろう不ふ死しとも呼ばれる力を持っています。そしてその魔物は千年前、聖女と呼ばれる女性によって、この地に封ふうじられました」

　シュガーの方を敢あえて見ないようにしているらしいイヴが、そこでもう一度深呼吸をする。そのあとで、幾いく分ぶん調子を取り戻してこう続けた。

「……火の鳥は、永遠の命という力を持つ反面、そ、存在しているだけで周囲のあらゆる命を奪うばい取ってしまったと言われています。とりわけこの地では多くの命が奪われ、それを憂うれいた聖女が、悪あしき火の鳥を封じたのだとか」

「火の鳥を……魔物を封じる？　そんなことが、出来たんですか？」

　クレアの問いに、イヴはこくりと頷うなずいた。

「伝でん承しようと事実が入り交じっている可か能のう性せいは否いなめません。ですが、各国で行われている『魔物を支配する研究』も、かつて聖女が火の鳥を封じた伝説を元にしているのです」

　一方で、ディーンがべっと舌を出す。

「信じらんないね。魔物を封じるなんて、一体どんな魔法だっていうんだよ」

「信じ難がたいお話なのは同感ですわ。魔物を人の力で制せいするなんて、それこそ御お伽とぎ噺ばなしのようですものね」

　ふたりの会話を聞きながら、クレアは口をつぐむ。アドルフがこちらを一いち瞥べつしたのが分かったので、クレアも同じく視線だけで見上げた。

　クレアが持つ「魔物を呼ぶ」力のことを知るのは、この場においてアドルフだけだ。

　アドルフと出会い、どんな手段を使ってでも魔物を護まもると決めたクレアにとって、その力はいまや別べつ段だん隠すべきことではない。第一に古くからの仲間にとっては周しゆう知ちの事実なのだが、アドルフからは無む闇やみに話すのを止められている。そのためなんとなくではあるが、新しく仲間となったディーンやシュガーたちにも言い出せないでいるのだ。

「──その御伽噺を真実にしたがっているのが、うちの馬鹿親父だ」

　シュガーが優雅に微笑んで言った。

「あの人は火の鳥を支し配はいし、あまつさえ不老不死の力を奪おうとしているらしい。そんなことが出来るのかは疑わしいけれどね。──解説ご苦労さまイヴ、よくできました！」

「は、はい……！」

　褒ほめられたイヴはいよいよ全身真っ赤にしており、普段の彼女からすれば想像もつかない恥はじらいようだ。とはいえ慕したっているらしい兄を前に緊きん張ちようしきっているその姿は、誰を前にしても動じない姿よりは年相応で微笑ましかった。アドルフが縋りついているイヴをさほど邪じや険けんにしないのも、同様の思いがあるからだろうか。

　そこで、シュガーがぽつりと口を開いた。

「……僕ら王族は、いつだって、最悪の事態に対する準備をするべき立場にある」

　それは、彼にしては幾分硬かたい声音だった。

「父王陛下や研究者が今後何をしでかすつもりか分からないだけに、花魂祭当日に攫うんじゃ間に合わない可能性もある。だけど、それでも、日頃厳げん重じゆうに守られた研究者に干かん渉しようする方法は他にない。だから」

　シュガーは言い、クレアやアドルフに向けて深く頭を下げた。

「……お願いだ」

　彼の声に、至し極ごく真しん摯しな響きが宿る。

「僕たちは国王を裏切ろうとしている。バレたらどんな処しよ罰ばつがあるかは想像に難くない。それでも」

　一いつ拍ぱくのあと、シュガーは絞しぼり出すように言った。

「アディと、君たちに、どうか力を貸してほしい。──……頼む」

「シュガー」

　この王子が他人にこんな真ま似ねをするなど、クレアは想像したこともなかった。

　摑みどころがなく、いつも真意が霞かすんで見えるのがこの第四王子なのだ。それが、父親に対してはこんなにも確かな感情を燻くすぶらせている。クレアがアドルフの方を見上げると、互いの視線が重なった。

　やるべきことは決まっている。

「……なんて。こんな話、いきなりけしかけられても困……」

「やるわ」

　クレアの言葉に対し、シュガーがぱっと顔を上げた。

「なんだって？」

「だから、やるって言ったの」

　魔物が関係してくる以上、クレアにとっては他の選せん択たく肢しなど有あり得えない。

　ましてや今回は、幾いく度どとなく苦い思いをさせられた魔物研究学院が関わっている。幼い日、魔物に命を救われてからクレアが望んできたのは、魔物を救うための手段なのだ。

　あの日のヒュドラのように、研究学院によって苦しめられる魔物を放ってはおけない。研究学院が動くのなら、その裏で魔物が犠ぎ牲せいになっている可能性がある。

「それに、犯罪者かいぞくとしては腕の見せどころじゃない」

　ぽかんとしているシュガーに向け、クレアは挑いどむような気持ちを込めて笑う。

「警けい備びが強きよう固こなはずのお祭りの中、王さまがとっても大事にしている人物を奪うんでしょう？　たくさんの護ご衛えいの騎士をかいくぐって、欺あざむいて騙して、きっと殆ど武器も持ち込めない。そんな大勝負、お父さんだって仕掛けたことがないわ」

　心の底からやりがいを感じる。

　もちろんこの件は、一緒に組むアドルフの協力が不可欠だ。しかしクレアが尋ねるまでもなく、騎士の答えは明めい確かくだった。

「アディ、君は」

「お前が何でもするって言うなら、悪くねーな」

「………………別に、そこまではしてないし……」

　シュガーがなんだか物言いたげに眉根を寄せる。これも、彼には珍しい表情のひとつだ。

「お兄さま」

　兄に向かって深く礼をしたイヴは、緊張にか頰ほおを赤く染めてシュガーを見上げる。

「いつもおひとりで動かれるお兄さまが、夕べわたくしにもお話し下さったこと、本当に嬉うれしく思いました。わたくしに出来ることであれば、なんでもお手伝いいたします」

「イヴ」

　シュガーは何か言い掛けたものの、そっと目を伏ふせて取り消したようだ。

「……うん」

　そして、にこりと笑う。

「いやあ、いい妹と臣下を持ったなあ。鼻が高いよ、この家族愛と忠ちゆう誠せい心しんは僕の宝物だ！」

「噓うそつけ。にやにや笑うな腹が立つ」

「決まりね」

　クレアは改めて彼らに言った。

「シェランド王国と同どう盟めいを組んだカーヴェル海賊団の一員として、リトア号船長として、両殿でん下かの命めいをお受けするわ。花魂祭の夜にアドルフの花嫁として儀式に参加し、研究者を攫う」

　胸を張り、腰に手を当ててアドルフを見上げる。

「頑がん張ばりましょ、アドルフ。早さつ速そくだけど儀式の会場とその周辺を下見したいわ、拉ら致ちや逃とう亡ぼうの手立ても色々考えないと。いつもの通り一緒に……」

「ちょーーーーーっと待った！」

　アドルフが渋じゆう面めんを作るほどの声を上げてクレアを遮さえぎったのは、先ほどまで大人しく聞いていたはずのディーンだった。

「なんだ駄だ犬けん」

「うっせー！　いいか、騙されねーぞ俺は！」

「ディーン、何を言ってるの？」

「いいかクレア、よっく考えろ。俺は知ってる、花売りたちに聞いたからな」

「だから何を」

「あのなあ！」

　ディーンはびたりとアドルフを指さし、クレアに詰め寄るように言った。

「花魂祭の『騎士と花嫁』は、儀式の最中に、公こう衆しゆうの面めん前ぜんでちゅーするんだよ！」

「………………」

　しん、という一いつ瞬しゆんの静せい寂じやくの中で、クレアは二度瞬きを重ねた。

　ディーンだけが肩で息をしながら、怒いかれる野の良ら猫ねこのようにアドルフを睨にらみ付けている。やがてシュガーが肩を竦め、大袈裟な溜め息をついた。

「あーあー、なんで言っちゃうかなあ駄犬くん。もっと本番の土ど壇たん場ばで知って、心底慌てふためく姫が見たかったのに」

「おめーら主しゆ従じゆう揃そろって人のこと駄犬駄犬って言うんじゃねーよ！　大だい体たい詐さ欺ぎだろ、なあおいクレアちゅーだぞ!?　何回拭ふいたって酒で消毒したって、この無ぶ愛あい想そで性格最悪な男とちゅーしたって事実は二度と消えねーんだからな！」

「おい。殺すぞ」

「……？」

　クレアは首をかしげ、ディーンに言う。

「ディーン、何をそんなに怒っているの？」

「あのなあ！　怒るもなにも、だからちゅーなんだって！　クレア、嫌なことは嫌だってはっきり言わねーと……」

「別に、嫌じゃないもの」

「…………」

　その瞬間、先ほどよりもいっそう深い沈ちん黙もくが部屋を覆おおった。

「だって仕事よ？　それならお父さんも別に怒らないと思うし。そもそも相手はアドルフだし……」




　第一に、既に一度したことがあるし。




　この場で言うと面めん倒どうなことになりそうなので言わないが、クレアは以前、解げ毒どく剤ざいを飲まされる際にアドルフとくちびるを重ねたことがある。恋人としたわけでもないためクレアの中では初めてのキスには数えないことにしているのだが、今回もそれと同じだろう。

「だから、全然嫌じゃないわ」

「……あのな」

「え？」

　アドルフが深く溜め息をついた。

　ふと見れば、周りはみんな意味ありげな視線を向けているではないか。わなわなと震えているディーンといい何な故ぜかにこにこ微笑む兄妹きようだいといい、どちらも妙みような迫はく力りよくがあってクレアはたじろぐ。アドルフの方を見ようとしたが、ディーンに詰め寄られてしまいそれは叶かなわなかった。

「おい、噓だろクレア!?　噓だよな。噓だって言え！」

「ちょっと、ディーン」

「あらあらまあまあ。クレアさん、やっぱりそうでしたのね。わたくしずっとそうではないかと考えていましたの、あらあら……」

「やー、どうかなあ。逆に全然意識されてなくて面白いけど、ではここでアディから一言心しん境きようをどうぞ！」

「死ね」

「あはっ、はいはい近々そのうちきっと！」

　舌打ちをするアドルフを見て、クレアははっと気が付いた。

「……もしかして、私が平気でもアドルフが嫌？」

「ちょ……あっはは!!　ちょっと待って、許して、『平気』って……！　駄目だもう、本当に心底面白すぎて……いたたたたた、ちょっと引っ張んないでよ」

「お前はさっきからうるせーんだよ」

　仕えるべき王族の耳から忌々しそうに手を離し、アドルフはクレアを見み遣やる。

「別に、本当にする必要ねーだろ」

「そうなの？」

「えーなんで、いいじゃんしようよ。大丈夫、君たちなら美男美女で絵になるって」

「黙れエルヴィス」

　アドルフは舌打ちのあと、形のいい指をクレアに伸ばす。そうして、親指で柔やわらかくクレアの口元に触ふれた。

「……っ」

「演技でいい」

　案外温かいアドルフの指にくちびるをなぞられ、くすぐったくて目を細める。ディーンがなんだか声にならない悲鳴を上げるが、弱くそこを押されたクレアはアドルフを目だけで見上げた。

「指一本分くらいの間かん隔かく空あけて、このくらいのところで止めときゃいいだろ」

「でも、見ている人たちに気付かれないかしら」

「さあ」

「さあって！」

「……それから」

　アドルフが、クレアの目を真まっ直すぐに見下ろして言う。

「下見とやらに、俺は行かない」

「──え」

　クレアが瞬きをするのと同時、アドルフの指が離れていった。

「でも、花魂祭には出るって」

『行かない』というアドルフの言葉に少しだけ動揺し、そんな自分に驚いてしまう。クレアはいつのまにか、シェランド王国からの任務を受けるときはアドルフと行動するのが当たり前だと思っていたのだ。

「当日は参加するが、下見はお前ひとりだ。そうだろう、イヴ」

「ええ」

　イヴはこくんと頷いた。

「クレアさんには申し訳ないのですが、アドルフは本業である近この衛え隊たいの隊たい長ちようとして花魂祭の警備を取り仕切るうちのひとりです。計画のためとはいえ……いいえ。計画があるからこそ、そちらに携たずさわるべきですわ」

　言われてみれば、まったくその通りだ。

　シェランド王国がカーヴェル海賊団と組んでいるのはあくまで裏の話であり、表の顔は別にある。むしろ、これまでアドルフがこちら側へ掛かりきりでいられた状況の方が希け有うなのだ。

「でもアドルフ、私をひとりにさせても大丈夫なの？」

　アドルフは他人を信じない。

　原則として単独で行動するし、自分の目で見たもので判はん断だんする人間だ。クレアがこれから調べようとしているのは誘拐計画に大きく影響することで、少なくとも、出会った当初のアドルフなら絶対に自分自身で確かめていたであろう任こ務とである。

　だが、アドルフはこんな風に言った。

「お前なら、ひとりで出来んだろ」

「！」

　クレアはエメラルドと翡ひ翠すいのあわいにある色の瞳を丸くする。

　その言葉には、一種の信頼が垣かい間ま見えた。嬉しいという気持ちが素直に溢れ、それがクレアの双そう眸ぼうをきらきらと輝かせる。

「任まかせて」

　そう答えれば、返答はないものの幾分柔にゆう和わなまなざしを向けられた。

「ひとりじゃねーぜ、クレア」

　そこにディーンが割って入り、アドルフを見て口の端はしを上げた。

「当然な、が、ら、リトア号副船長のこの俺さまがクレアの右腕となって動く。あんたは安心して本業に励はげめよ騎士殿、ここは『俺たち』海賊に任せてさ」

「……あ？」

「ちょっとディーン、やめなさい」

　クレアが不ふ穏おんな空気に呆れる傍ら、シュガーがことんと首をかしげた。考えるような仕草をしてから、表情をにこりといつもの笑みに変える。

「……じゃあ、僕も姫と一緒に行こっかな！」

「え？」

「げ!?」

　はーい、と挙きよ手しゆの仕草を取りつつ、シュガーは軽かろやかに続けた。

「だって、城内や周辺を下見するんでしょ？　アディがいるならともかく、姫と駄犬くんのふたりだけで動ける場所がそんなにあるとも思えないし」

「でも、シュガーが動いたらそれこそ怪あやしまれるんじゃないの？」

「そーだそーだ、俺たちの邪魔になんじゃねーの」

「大丈夫、僕が意味の分からない行動をとってるのはいつものことだから。これくらいじゃあいちいち父王陛下に報告もいかないよ」

　それはどうなのだという気持ちにもなるが、なるほどという納なつ得とくの方が強い。ディーンだけは不満そうだが、シュガーはそれを意いにも介かいさなかった。

「イヴ。アディと一緒に、警備の方を任せてもいいかな？」

　声を掛けられ、王女はぴしりと背せ筋すじを伸ばす。

「は、はい！　お任せくださいお兄さま、お兄さまのご下か命めいとあらば、わたくし、わたくし、死し力りよくを尽くします……！」

「うんうん、体を壊こわさない程度にやるんだよ。いい子だね」

「はいぃ……」

　シュガーが頭を撫なでたことで、イヴの意識は殆ど消え入りそうだ。アドルフはそのイヴの肩をさりげなく支えてやりつつ、眉根を寄せてシュガーを見遣る。

「エルヴィス。お前、本当は何を考えてる？」

「何って、明めい白はくじゃないか」

　シュガーはそっと笑った。

「僕は至いたっていつも通り、自分が生きる手段としての役割を果はたしているだけだよ。王族として、あの馬鹿親父の息子として」

　彼の微笑みの一いつ片ぺんに、自じ嘲ちようめいた色が混じる。

「一応これでも、君との『契約』を守る気はあるんだ」

「……？」

　契約とはなんだろう。

　シュガーにしては重たい物言いだ。イヴも知らないことらしく、彼女は不思議そうにアドルフを見上げる。

「……知ってるよ」

　応えたアドルフの声も、彼がシュガーに向ける中では柔らかい響きの音だった。
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　祭りの支し度たくが進む王都シトンの大通りは、道行く人々でごった返している。

　クレアは毛皮を縁ふち取どった暖かな外套に身を包つつみ、薄く雪が積もる街を歩いていた。城の令れい嬢じようたちから聞いた話によれば、年中気温の低い王都でも、この時期は一段と寒くなる季節らしい。

　今年はこれでも随分暖かいのだと聞いて、不思議な気持ちになったものだ。だが、同行者たちには寒さなどなんの問題にもならない様子だった。

「おいクレア、あっちに酒場の看板が出てるぜ！　な、行ってみねえ？」

　クレアたちの前を歩いていたディーンが、橋の上から振り返ってそわそわと言う。

　クレアたちに比べて薄うす着ぎだが、どうやら寒くないようだ。三つ編みにした金の髪を尻尾しつぽのように跳はねさせるディーンが立つのは、シトンの都に巡めぐらされた水すい路ろの橋である。

　赤い煉れん瓦がの街並みを縫うように流れる水が凍こおっていないのは、海が近くて潮しおが混じっているためだろう。相変わらず全身白を着込んでいるシュガーが、立ち止まって笑った。

「それよりも姫、あっちの裏うら路ろ地じに入ってみようよ。賑にぎやかな街の裏道といえばうさんくさいことの宝ほう庫こだよね、嫌な予感しかしなくて楽しそうだ！」

「ちょーっと待て待て腹はら黒ぐろ王子。俺たちはそんなもの見み飽あきてんだよ、たまには陸おかで好きに遊ばせろって」

「なあに、それなら僕が遊んであげようか？　ほら駄犬くん、おもちゃだよ。君の大好きな骨だよ、投げてあげようね」

「何が大好きな骨だ！　第一あんた、なんで当たり前のようにローブの下から骨が出てくんだよ。なんの骨だっての」

「これ？　父王陛下による戦争で死んだ敵国騎士の腕の骨」

「は!?　うわっ、よりにもよって人じん骨こつかよ！　気持ち悪！」

「……もう……」

　ふたりの自由なやり取りを前に、クレアは思わず肩を落とした。

　わあわあとディーンが声を上げ、シュガーが面白がってからかうもので、先ほどから道行く人々がこちらを見ている。いくら盛せい況きような往おう来らいといえど、このままでは本格的に悪目立ちしそうだ。

「ねえ姫。姫は裏路地と酒場とどっちに行くのがいい？」

「もちろん酒場だよな。なあクレア！」

「残念ながら、どっちも行きません」

　途と端たん「えーっ」とふたりが声を揃える。クレアはもう一度溜め息を重ね、ふたりを交互に見遣った。

「まずディーン。ひとりで勝手に進まないの、迷まい子ごになるでしょう？」

「安心しろよ。あんたの道行きは総船長のレオンに代わって俺が護る、盾たてになるんだ」

「冗じよう談だんやめて。部下を盾にしてまで無事でいたくないわ」

　護られるだけなど望んでいない。ましてやディーンは部下なのだから、クレアの方が彼を護るべきだ。

「それにシュガー。あなた、城内を案内してくれるんじゃなかったの？」

「んー。それはそうなんだけど、時じ機きってものがあるじゃない？　いまの時間はきっと、儀式塔にも留る守すを任された父王陛下の騎士がいる。どうせ近付けないならそのあいだは逃とう走そう経けい路ろのひとつでもある城下を見ておいた方がいいかと思ってさ」

　確かにその言い分は一いち理りある。クレアは渋しぶ々しぶ納得しつつ、改めて周囲を見回した。

　花魂祭の支度に沸わく街は、あちこちが赤の色彩に彩いろどられている。家々の扉、窓の下、店先の飾りがすべて赤い花で飾り付けられているのだ。

「……花魂祭の最後には、あの花たちをすべて水路に流すんだよ」

　クレアの興味を汲くみ取ってか、シュガーがそう言って笑った。

「街中に巡らされた水路が赤く染まってさ、模も様ようを描いたみたいで見事なものなんだ」

「へー、流しちゃうのかよ。女の子に贈ってやれば喜ぶだろーに、勿もつ体たいね」

　ディーンがつまらなさそうに言い、頭の後ろで両手を組む。だが、クレアはなんとなくそれが表すものが分かった気がした。

「もしかして、赤い花は炎ほのおを表しているの？」

「正しくは火の鳥を表している、かな。その花を水路に投げ込むことで炎を消すってわけ。花魂祭は、千年前に聖女が悪あしき火の鳥を封じた功こう績せきを讃たたえる祭りだからね。……たったひとつの強い力のために、無数の犠牲を強しいられて、当時の人々はたまったものじゃなかっただろうな」

　どこかさびしい声だ。クレアが首をかしげると、シュガーはやさしく笑った。

「……うちの馬鹿親父は、昔から火の鳥にご執心でさ」

　こつりと靴音を鳴らし、白を纏った彼は歩き始める。

「不老不死の何が羨うらやましいんだか。そんなものにこだわる余よ力りよくのひと欠片かけらでも、自分の家族に回してくれればよかったんだけどねえ」

　水路の上流から、ゆっくりと手て漕こぎの船がやってくる。シュガーは橋の手て摺すりに頰ほお杖づえをつくと、上からそれを見下ろした。

「あの人が戦争を仕掛けたのは、火の鳥を封じた聖女に関わる国か、魔物を操あやつる研究をしている国ばかりだ。この先に戦争を起こすつもりなら、同じく魔物を支配する研究をしている他国を狙ねらうんだろう」

「シェランド王が方々に戦争を仕掛けてきた目的は、火の鳥に関係している？」

　シュガーはクレアを振り返り、橋の手摺りに背を預ける。次いで、殆どくちびるの動きだけのようなごくごく小さな声で言った。

「あの人は、火の鳥さえ手しゆ中ちゆうに収めれば、他がどうなっても構わないんだ」

「……」

　シュガーが赤い双眸に灯ともらせるのは、炎のような感情の片へん鱗りんだった。

「とはいえ、幸いにしてこの国は戦争に勝ってきた。火の鳥を手に入れるための知識や力だけじゃなく、戦勝国としてさまざまなものを得えたよ。国民や騎士たちにとって、あの人はそれなりに良い王として映るんじゃないかな？」

「……だけど」

　クレアはぎゅっとドレスの裾を握り締める。

「魔物を支配して、操って、思う力を手に入れて。魔物を縛しばる目的が、不老不死という馬鹿げた望みのためだなんて」

「そういえば、姫は魔物びいきなんだっけ？　お怒りかな」

「なにも魔物のことだけじゃないわ」

　クレアは顔を上げて、シュガーを見据えた。

「火の鳥のための戦争がなければ、アドルフは妹を失うことなんてなかったもの」

　シュガーがぱちりと瞬きをする。

「魔物だけじゃない。他の誰だって、自分以外の他人が決めたことに縛られて生きるなんて嫌に決まってる。他人の作り出した戦こ争とで、自由な意思や大事なものをなくすなんてあってはいけないわ」

　クレアの脳のう裏りに浮かぶのは、人の言葉に縛られて死んでいったヒュドラの姿だ。

　ヒュドラにとって、その死は人と交かわした約束の果てにあるものだった。ヒュドラがそれを悔くいてはいないと分かっていても、『約束』とは決して一方的な支配の中で生まれるものであってはならないと感じる。

「……生あい憎にく僕は、そうは思わないけれど」

　シュガーのやさしい声に、クレアは眉根を寄せた。

「不老不死を得るなんて馬鹿馬鹿しいし、労力の割さき方が間違っているとは思う。でも、火の鳥を思うままにする方法が目の前にあったら、僕だって手を伸ばして利用するかな」

「利用して、どうするの？」

　むっとしたクレアに向け、ひとつの言葉が落とされた。

「──その力で、より多くの国民を護る方法を探すよ」

「！」

「…………なー、ん、て！」

　取り消すようににこりと笑い、明るくてよく通る声こわ音ねで彼は言う。

「まあ僕だって案外難むずかしい立場だからね！　国民のために生きられない王族なんて存在する価か値ちもないし、だったらやることをやっておこうかなーってお話。それだけだよ」

「ちょ……シュガー、あなた一応お忍びでしょう!?　声が大きい！」

「大丈夫大丈夫、誰もこんなところにいる不ふ審しん人物がやんごとなき身の上だとは思わないだろうから」

「それはそうだけど……ってだから、あなたそれでいいの……？」

　それでいいらしい。シュガーはクレアに背を向け、歩き出す。

「さあて、遊ぶのはやめてきびきび働こうか駄犬くん。研究者は父王陛下が若かりしころから一緒にいるご老ろう体たいのはずだから、逃走経路にはやさしい道を選んであげてね」

「うげー、じいさん相手なんて気乗りしねえなあ。せめて美人ちゃんが標ひよう的てきならよかったのに」

「身の回りの世話をしている侍じ女じよが、かなり美人らしいけど」

「まじで!?　花魂祭のとき一緒に来るかな!?」

　人混みの中ではしゃぐディーンとシュガーの背中を眺ながめ、クレアは小さく溜め息をつく。

　魔物を支配し、命を奪った研究。

　その知識を得るために、他の国々へ仕掛けられた戦争。

　クレアが厭いとうものと、アドルフが嫌きらう過去。そのどちらも、シェランド王の火の鳥に対する固こ執しつによって生まれたものだ。

　アドルフとの皮ひ肉にくな接点に気付いて俯うつむきかけたそのとき、クレアの視界の端で星のように何かが瞬またたいた。

「……あ！」

　それは美しいブローチだった。

　たったいま、すぐ傍そばを擦すれ違った人影が落としたものだろう。クレアは慌てて拾い上げ、外套を羽は織おった後ろ姿を呼ぶ。

「あの、落ちましたよ！」

　しかし、その人物は止まる気配がない。急いでいるのか足早に歩を進め、みるみるうちに人波に飲み込まれていく。焦あせりの中、ブローチの装そう飾しよくに気が付いたクレアは息を吞のんだ。

　宝石にも勝る青い輝きは、海の魔物リヴァイアサンの卵らん殻かくによって出来ていたのだ。

　魔物の卵殻は莫ばく大だいな価値をもたらす。いま手の中にある輝きも、これひとつで二頭立ての馬車が手に入るであろう高価な代しろ物ものだった。クレアはひとまずシュガーとディーンに「ごめんなさい、先に行ってて！」と声を投げ、返事が来る前に雑ざつ踏とうの中に潜もぐり込む。

（見み失うしなう前に、渡さなきゃ……）

　幸いにも目は良い方だ。クレアはすぐに先ほどの人影を見付け出し、ほっとしながら相手の肩に触れようとした。

「あの、これ」

　そのときだ。

「──っ？」

　たちまち相手に手首を摑まれて、まるで親しい人の手を引くような軽やかさで引き寄せられる。くるんと体が回り、後ろから抱き抱かかえられる形になった。

「痛……っ」

「動かないで」

　低いのか高いのか分からない声が、クレアの耳の傍で紡がれる。

　喉のど元もとに冷たい感触があり、これは危険なものだと経験で分かった。背はい後ごの人影はまったく動じず、淡たん々たんとした様子で言葉を続ける。

「いま、あなたの首に短剣を当てている。分かる？」

「……」

　皮ひ膚ふに当たるものの鋭するどさを、クレアは改めて確かめる。

「……ええ。分かるわ」

　落ち着いた声で、それだけ答えた。

　道ばたで密みつ着ちやくするふたりに対し、中には不思議そうな顔でこちらを一瞥していく者もいる。しかし、大半は何事もないかのように橋の上を行き交うばかりだ。その人物が短剣を外套の袖そでへ隠しているため、よもやクレアが脅おどされているようには見えないのだろう。

「ここまで追ってきたのは、あなたがはじめて」

　クレアの手首を拘こう束そくする指に、一いち段だんと力が込もる。

「気配に気付かなかったのは、不覚」

「あらそう。光栄ね」

　クレアは大人しく首に刃は先さきを当てられたまま、分かる限りでその人影のことを探った。

　背丈はクレアよりほんの少し高いくらいだろう。視線を足元に落としてみると、葡ぶ萄どう酒しゆ色のドレスの裾が見える。黒いレースの縁取りが施ほどこされた、品のいいドレスだった。

（……女の子……？）

　先の丸い革靴もつやつやとした輝きを帯おびており、決して貧しい身の上でないことは明白だ。そんな中、自分の体を押さえた腕の感覚に、クレアははっきりとしない違い和わ感かんを覚える。

「……随分と、余よ裕ゆうに見える」

「そうね。でも、人違いじゃないかしら」

　訝いぶかるように尋ねられ、平然と答えた。

　指し摘てきの通り、クレアの中に恐れる気持ちはさほど浮かんでこない。十年以上海賊稼か業ぎようを続けているため、命の危機にはこれまで何度も陥おちいってきたのだ。刃物を突き付けられるのだって今回が初めてでもないが、そのときに比べて殺さつ気きが伝わってこない。

　この刃物はあくまでも『警けい告こく』なのだ。

　クレアがそう理解していることに、相手も恐らくは気付いただろう。

「あなたを追いかけていたのは事実だけれど、生あい憎にく落とし物を届けにきただけなの。離してくれる？」

「うそ」

「本当よ。だってこれ、あなたのじゃないの？」

　穏やかな声こわ音ねを選び、クレアはゆっくりと口にする。

「……リヴァイアサンの、綺き麗れいなブローチ」

「！」

　その瞬間、背後の人物から少しだけ力が抜けた。

　それと同時、クレアも下を見て目を丸くする。自分に向けられていた短剣の刃やいばが、不思議な色合いに透すき通っているのに気付いたからだ。

「──まさかこれ、竜の剣!?」
















　クレアは思わず声を上げてしまう。次いで拘束の手からするりと逃のがれ、反対に相手の手首を摑んだ。驚いて強こわ張ばる細い指に握られていたのは、手のひらに収まるほどの小さな短剣だった。

　その刃は、濡ぬれた氷のように透き通っている。

　装飾が施された柄つかも美しい細さい工くの品だが、それすら霞むほど美しく品のある輝きの刃だった。クレアは幼いころ一度だけ、これと同じ剣を父の戦せん利り品ひんとして見たことがある。

「すごい……！」

　非常に希き少しような竜の卵殻だ。

　それを用もちいて作られた、折れることのない強きよう靱じんな剣なのだった。

「本物だわ！　しかも刃物に加工できるなんて、もしかして飛ひ竜りゆうの卵殻なの？　こんな珍しいもの、まさかこの目で見られるなんて！」

　ほうっと溜め息をついて見み惚とれたあとで、視線に気が付いた。クレアが顔を上げると、外套の人物はぽかんとした様子でこちらを見詰めている。

　クレアはそこで、ようやくこの人物の姿をはっきりと見み留とめた。

　葡萄酒色のドレスに身を包み、花魂祭を彩る赤の外套を羽織ったその人物は、さらさらとした銀色の髪を肩の長さで切り揃えてそれを隠すようにフードを被かぶっている。

『美人』という表現が当てはまる、作り込まれた顔立ちだ。切れ長で涼すずやかな目元を縁取る睫まつ毛げは長く、瞬きのたびにばさばさと音でも立てそうだった。

　目付きは冷たく、殆ど感情が窺うかがえないものの、通りすがる男性がときどき振り返るほどに美しい。クレアとさほど変わらないように見える年齢の割に落ち着いた色のドレスだが、銀の髪にはよく似合っていた。

　だというのに、可か憐れんなはずのその姿に小さな引っ掛かりを覚え、クレアは首をかしげる。

「……本当に、追っ手ではない？」

　子供のように無む垢くな尋ね方だ。違和感を振り払はらい、ひとまずは頷いた。

「ええ、本当よ。これを返すわ」

　クレアは不ぶ躾しつけに手首を摑んでしまったことを詫わび、そのままブローチを差し出した。すると、目の前の人物は両手で護るようにブローチを握り締めて細く息を吐はく。

「よかった……」

　無表情なのに、深い安あん堵どが伝わってくる声だ。

「落としていたなんて。なくしていたら、とてもかなしい気持ちになるところだった」

　拾ってくれてありがとうと素直に言われ、クレアは笑う。

「こちらこそよかったわ。大切なもの？」

「形かた見み」

　なるほど、と得とく心しんがいった。その人物はフードを押さえつつ、ドレスの裾を摘んで上品な礼をする。

「不躾な振る舞い、心から謝りたい。何かお詫びと、お礼が出来るといいのだけれど」

「そんなの、竜の剣を見せてもらっただけで十分すぎるくらいだわ！　飛竜の卵殻をまたこの目で見られるなんて思わなかったもの」

　クレアが目をきらきら輝かせて言うと、その人物は淡たん泊ぱくな仕草で首をかしげた。

「君、名前は？」

「私？　クレアよ」

　その人物は瞬きをし、ゆっくりと口を開いた。

「──クレア、か」

　その瞬間、ずきりと鈍にぶい痛みが走る。

「……っ？」

　それは本当に些さ細さいな痛みに過ぎないものだ。クレアが眉根を寄せたことに気付かなかったのか、興味がないのか、構わない素そ振ぶりで言葉が続いた。

「私はリリイだ。生憎今日は急いでいるけれど、出来るお礼はしようと思う。よかったら三日後、この時間にまたここで」

「え？」

「難しければ、来なくても構わない。……では、さようなら」

　葡萄酒色のドレスを翻ひるがえし、リリイは微笑む。

「ブローチを拾ってくれてありがとう」

「！」

　先ほどより少し低いその声音を聞いて、クレアはぴたりと口をつぐんだ。

　違和感の正体に気付くと同時、後ろから大きな声に呼ばれる。振り返れば、長らく待たせていたディーンが呆れたような顔をしていた。

「おいおい、何やってんだよクレア！　さっさと行こうぜ、俺ひとりであの王子の相手できねーって」

「ディーン。ごめんなさい、落とし物を届けていたの」

　クレアは額ひたいを押さえていた手を離し、ディーンに苦笑を向けた。

「そんなの命令してくれりゃあ俺が行ってやんのに。じゃあいまの美人ちゃん、クレアの知り合いってわけじゃねーの？」

「ええ。いまそこで初めて会ったわ」

「なーんだ、つまんねえの。あんな上じよう玉だまそうそういねえのに……って、いや待てクレア、俺そんなつもりじゃねえから！」

「一体何がよ。それに、あの人は」

　言い掛けて、クレアはくちびるをそっと押さえた。

　ディーンが不思議そうに目を眇めるが、この先はわざわざ気付いていない人間へ教えることではないと思い直したのだ。

（あの人、たぶん、本当は……）

　追われていたらしいことといい、何か事情がありそうだ。

　その上に魔物の卵殻を、国によっては王家の国宝とされることもあるほど希少である竜の卵殻を持ち、身を隠して騎士の目から逃れたがっている人物。これほど厄やつ介かいそうな条件の重なる身の上が、一体どれほど存在しているというのだろう。

「おーい。何してるの、ふたりともー」

　ディーンの後ろから、白の王子が間ま延のびした声で言う。

「早くおいで。急がないと、この街の日暮れは早いんだよ」

「──ええ。いま行くわ」

　クレアは不思議な出会いを思考の傍らに置き、目の前にある仕事へと戻った。
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「僕の兄弟きようだいに……うちの王族に、銀ぎん髪ぱつはいないよ。それがどうかしたの？」

　城内を先せん導どうして歩くシュガーは、クレアの問いに軽かろやかな口調で返した。

　自身の予よ測そくが外はずれたことに、クレアは「そうなの」と少しだけ落らく胆たんする。

　リリイという不ふ可か思し議ぎな人物に出会ったあの日、仕事の一いつ環かんとして王おう都と内ないを見て回ったあとも、一番に下見を行いたかった城内の塔とうにクレアたちが踏ふみ入ることは出来なかった。

　王都の散さん策さくに思いのほか時間を要ようしたこともあるが、当日の警けい備びを任まかされた騎き士したちが終しゆう日じつ塔を貸し切っていたからだ。中にはアドルフもおり、主しゆ導どう権けんを握にぎっていたのだろうが、商人の娘にすぎないクレアがその中に入っていくにはいささか理由に乏とぼしかった。

　あれから三日が経たった今日になって初めて、ようやく儀ぎ式しき塔の頂いただきを確かめることが出来たのである。

　研究者はそこに姿を現す。直前か直後か、どんな方法で警備の目をくぐりぬければいいだろうか。逃げ道がない塔の頂だけは難しいだろうが、それを可か能のうにする方法があればあるいは……。クレアはその方法を思し案あんする傍かたわらで、シュガーに気になっていた人物のことを尋たずねたのだ。

　しかし、「リリイがシェランド王族のひとりではないか」というクレアの考えは見当違いだったらしい。

「絶対間違いないと思ったのに……。誰かのときの前例もあるし、身なりがよくて人ひと目めを忍しのんでいて、秘ひ密みつが多そうだから間違いなくシェランド王族のお忍びだろうって」

「あ、心しん外がいだな。僕みたいな王族がシェランドの基本だと思っちゃ駄だ目めだよ」

「もはや突っ込む気にもなれねーな……」

　ディーンに内心で共きよう感かんしつつ、クレアは首をかしげる。

「それじゃ、本当に後ろ暗い事情があって追われていたのかもしれないわね。王族でもない限り、一般人が竜りゆうの剣を持っているなんてこと考えにくいと思ったのだけれど」

「竜の剣？　クレア、それってあの美人が持ってたってことか？」

「ええ。国宝級の代しろ物ものよ、もちろんまったく流通していないわけじゃないけれど……」

　クレアが見たことのある父の戦せん利り品ひんも、すぐに上じよう客きやくに売られたと聞いている。例えばリリイが同業者で竜の剣が盗とう品ひんだと想そう定ていすれば、追われていたことも納なつ得とくできるかもしれない。ただし、それにしてはあまりにも毒どく気けのない人物だった。

「まっさか、あの美人が噂うわさの研究者だったりしてなー」

「あは、ないない」

　ディーンの想像にシュガーが笑う。

「いかに正体不明の研究者といえど、父王陛へい下かの若かりしころからこの国で魔ま物ものの研究をしてるんだ。ある程度はお年を召めしているはずだよ」

「分かんねーぜ。不ふ老ろう不ふ死しの研究をしてるくらいだし、年を取らないとか？」

「なるほど、その発はつ想そうは面おも白しろいな」

　シュガーはくるりと振り返り、後ろ向きに歩きながら人差し指を立てた。

「可能性はあるかもよ。竜の剣は火の鳥の封印に密みつ接せつな関わりがあるんだ」

「火の鳥に、竜が？」

「そ。伝説によれば、かつてこの地に火の鳥を封ふうじた聖女さまは竜の剣を用もちいたらしい。竜の剣と聖女が持つ力は、不死の魔物である火の鳥を封じる唯ゆい一いつの術すべなんだとか」

　火の鳥を封じた聖女の力。

　それは、クレアが持つ魔物を呼ぶ力と似た、いいや、もっと強大な力なのだろうか。あるいは竜の剣によるものかと、クレアは歩きつつ考える。

「謎なぞの少女、実は研究のために竜の剣を授さずかった不老不死の研究者……はたまた火の鳥を封じた聖女の末まつ裔えいでした、っていう展開かな。ま、自分以外に不老不死を手にした人間がいるなんて父王陛下が知ったら正気を保てるとも思えないし、あくまで楽しい想像の範はん疇ちゆうだね」

　廊ろう下かの突き当たり、両開きの扉の前で立ち止まったシュガーは、その扉を押し開いた。

　途と端たんに冷たい風が吹き込んできて、薄うす着ぎのディーンが「うおっ」と声を上げる。どうにも不意打ちだったので、クレアも少し身を竦すくめた。

　そこは、シェランド王城にいくつか点てん在ざいする中庭のひとつであるようだ。

　他の庭より簡かん素そな造りの庭だが、中心は鮮あざやかな色に溢あふれている。真しん紅くの制服に身を包つつんだ騎士たちが三十人ほど整列し、誰かの指示を受けていた。

　彼らの視線の先にいる人物を見み留とめ、クレアは胸きよう中ちゆうでその名を呼ぶ。




（アドルフ）




　彼は、淡たん々たんとした様子で騎士たちに指示を出していた。

　花か魂こん祭さいの警備についての話だろうか。アドルフより年長の騎士も年若い騎士もいるようだが、彼らはその瞳ひとみへ一いち様ように憧どう憬けいや尊そん敬けいの色を湛たたえてアドルフを見み据すえている。

　英雄騎士と呼ばれるアドルフは、彼らにとっての憧あこがれなのだとクレアは実感した。

　やがて話が終わったのか、列がまばらに散ちってゆく。騎士たちはおよそ数人ごとに集まって、めいめいの仕事に掛かるらしい。個々に動き始める者の中で、ひとりが羊よう皮ひ紙しの書面を手にアドルフへと駆かけ寄った。

　アドルフは決して愛あい想そなどよくないものの、困った顔の騎士に顔色ひとつ変えずに回答を下す。淡々と、迷いなく。

（……真ま面じ目めに仕事をしてるんだわ）

　普段の素そ行こうを鑑かんがみれば、考えられない様子だ。

　格かつ好こう良いなと、素直にそう思う。クレアがアドルフに見入っていると、何人かの視線がこちらに集まった。

「エルヴィス殿でん下か！」

　騎士のひとりがシュガーを呼んだ。

　その瞬間アドルフがこちらを一いち瞥べつするも、すぐさま書面に視線を戻す。邪じや魔ましてしまっただろうかと危あやぶんだが、騎士の方に歩き出したシュガーが手招いたので、クレアは悩みつつもそちらに向かった。年長の騎士が数人ほど、慌あわてた様子で年若い騎士たちに指示を出す。

「どうなさったのですか、エルヴィス殿下直じき々じきにこのようなところへいらっしゃるなど。ご用件でしたらお呼び立ていただければ、すぐにでもお伺いいたします」

「あーうん、気にしないでいいよ。ただの見学だから」

　本当はたまたま通り掛かっただけなのだが、そう言わないのは『気に掛けている』という様子を見せて皆の士し気きを上げるためだろう。案外真面目に王子をやっているシュガーに、騎士が恐きよう縮しゆくして声を掛ける。

「こちらで少々お待ちください、殿下。ただいまフォード隊たい長ちようをお呼びいたします」

「平気。せっかくだ、彼女もアディの仕事してるところが見たいだろうしね」

「それではこちらのご令れい嬢じようが、もしや……」

「アディの花嫁だよ」

　その瞬間、中庭に小さなざわめきが走った。

「おお！　ではこの方がカーター男だん爵しやくのお嬢さまですか」

「はい。はじめまして、クレア・カーターと申します。花魂祭では、皆さまに『ご迷めい惑わく』をおかけするかもしれませんが……未み熟じゆくなりに精せい一いつ杯ぱい務つとめさせていただきますので、どうかお許しください」

　警備を請うけ負おう彼らには、本当に多大な迷惑をかける予定なのだ。さすがに申し訳ない気持ちになり、クレアは心から頭を下げた。数人の騎士たちは紳しん士し的てきに微笑ほほえみ、騎士にふさわしく優ゆう雅がな礼を返してくれる。

「お噂には聞いていましたが、なんとお美しい」

「噂って？」

「もちろん、フォード隊長の花嫁となるお方についてです。隊長がようやく花魂祭へ出られるのも、今年はあなたがいらっしゃるからだと持ちきりですよ」

　そんなことを言いながら、騎士のひとりがクレアの手を取ろうとした。直後、大きな手がクレアの肩に置かれる。

　振り返れば、明らかに口を曲まげたディーンが後ろに立っていた。嫌いやな予感がすると同時にそのままぐっと引き寄せられ、クレアは顔をしかめる。

「こら、ディーン！」

「な……っ」

「すんません、そうそう迂う闊かつにお嬢さまに寄らねえでもらえマスか」

　ディーンはその顎あごをクレアの頭に乗せ、ぶすっと拗すねた口調で言う。

「旦だん那なさまからくれぐれも男は近付けないよう言われてますんで。俺も護ご衛えいである以上その命令は全力で守るんで、ご注意いただかねーと」

「もう何言ってるの、失礼でしょ！」

　首の前へ腕を回すようにして抱き寄せられていることに、クレアも慌てる。ディーンに他た意いはないのかもしれないが、男性にこうまで抱き寄せられると当たり前に居い心地ごこちが悪い。

　だが、それ以上に慌てたのは騎士たちだった。

「よ、よしなさい君。その方は隊長の花嫁だろう、いかに護衛といえど不ぶ躾しつけだ」

「いや、それはあくまで祭りの場でだけなんで。本物の花嫁じゃないんで、関係ないっすね」

「知らないのかい!?　アドルフ隊長とカーター男爵令嬢は実際の婚こん約やくも秒読みだと噂になっているぞ、イヴ王女殿下のお墨すみ付つきで！」

「え!?　あの、それは私も聞いてないです！」

　どういうことだと慌ててアドルフの方を見てみれば、偶然にも彼と目が合った。だが、すぐさま視線を外はずされてしまう。

（……怒ってる？）

　先ほどまで穏おだやかそうに見えたのに、どうしてだろう。クレアはどうにかディーンの腕から抜け出すと、小さな声でシュガーに尋ねた。

「アドルフ、もしかして機き嫌げんが悪いのかしら」

「さー。単純に姫と仲が良い駄だ犬けんくんに嫉しつ妬としてるんじゃないの？」

「もう……エルヴィス殿下まで、からかうのはおやめください」

　仕事をしている傍らで騒さわぐなど、よくよく考えればアドルフの嫌きらいそうなことだ。気を取り直し、赤を纏まとう騎士たちに尋ねる。

「皆さまは、アドルフの隊の方なんですか？」

「いいえ。我々はフォード隊長の隊とは異なる王都護衛隊となります」

「隊長の第七隊はノストリー島とうに残してこられたとお聞きしていますよ。英雄騎士アドルフ・フォード隊長の隊に身を置けるなど、羨うらやましい限りだ」

「僕もイヴもアディもいないんだ。島を護まもる人間は、それなりに精せい鋭えいじゃないとね」

　シュガーは言い、行ぎよう儀ぎが悪くも花か壇だんのふちに腰を下ろした。クレアはアドルフの方を再び見み遣やり、彼の様子に異い和わ感かんを持つ。

（アドルフ、疲れてる？）

　もちろんそれは、単純な仕事への疲ひ弊へいを心配しているわけではない。

　気掛かりなのは、騎士たちがアドルフに向ける注ちゆう視しのまなざしだ。もちろん彼らに悪あく意いがあるわけではないのは分かるのだが、だからこそもどかしい。

　アドルフは英雄と呼ばれることを疎うとんでいる。

　かつての戦争で失うしなったものがある彼にとって、英雄の名は忘れられない後こう悔かいをいまも揺り起こすものだから。

「……姫はやっぱり、アディが好きなの？」

　アドルフをじっと見詰めていたクレアの思考を何ど処こまで汲くみ取ったのか、シュガーがそう言って微笑んだ。ディーンが慌てたように顔を上げ、ぐるぐると唸うなる。

「おい王子、なにいきなりとんでもねーこと聞いてんだ！」

「アドルフが好きか、って……」

　不可思議な問いに、クレアは首をかしげた。

「決まってるじゃない」

　周囲の騎士たちが驚いた様子でこちらを見る。アドルフでさえ渋じゆう面めんで振り返ったので、彼を見上げてはっきりと言った。

「もちろん、好きよ」

「がーん!!」

　ディーンが頭に手をやって叫さけび、若い騎士たちがわっとはしゃぐように声を上げた。年長の騎士が窘たしなめる傍らでアドルフが舌した打うちをし、すぐさま仕事に戻る。シュガーはぴたりと笑みを浮かべたまま沈ちん黙もくしているが、それが一体なんだというのだろう。

　とはいえ、最初はもちろんそうではなかった。

　正反対の考えを持つアドルフとは何度も衝しよう突とつし、喧けん嘩かをした。けれどもいまは、彼の持つ意見のすべてに自分とは違う考えがあるのだと理解している。

　第一に、アドルフはあれで案外やさしい。

　人を護ることそのものを恐おそれているのに、何度もクレアのことを護ろうとしてくれた。あんな振る舞いでも、亡くした妹やイヴのことを本当に大切にしている。

　嫌いなままでいられるわけがない。

「納っっっ得いかねー!!」

　わっと叫んだのはディーンだった。クレアは慌てて騎士たちに謝り、ディーンを窘める。

「ディーン、口を慎つつしみなさい。あまり騒ぐと迷惑でしょう？」

「だってようクレア！」

　そこに、不ふ機き嫌げんそうな声がする。

「──おい」

　ディーンが舌打ちをした理由は明めい白はくで、眉まゆ根ねを寄せたアドルフが立っていた。

「さっきから黙ってりゃ、いつまで騒いでやがる。うっとうしい」

　本格的に機嫌が悪くなっているらしく、アドルフは地を這はうような低音で言い捨てる。

「人の仕事中にぎゃんぎゃん吼ほえてんじゃねー、邪魔だ」

「なんだ、やっと混ざりに来たのアディ。遊んでほしかったならさっさと来ればよかったのに、素直じゃないな」

「冗じよう談だんだろ」

　アドルフの不機嫌さとシュガーの煽あおる言葉に、危機を察さつしたらしい騎士たちが少し遠巻きになった。アドルフはこちらを振り返り、改めてクレアを見下ろす。

　青の瞳は、雪国の淡あわい陽よう光こうを受けても、凍こおった宝石のように深い色合いのままだ。

「──準備は進んでんのか」

　淡たん泊ぱくな問いだったが、決してどうでもいいと思っているわけではないのが伝わってくる。だからこそ、クレアは素直に口を開いた。

「今日は少しだけ時間があったけれど、なかなか下見が進まないの。……花魂祭で着る、ドレスの」

　もちろんこれだって噓うそではない。しかし、会話には他にも含んでいる意味がある。

　塔の下見は今日まで思うように進まなかった。周囲にいる騎士たちには何のことだか分からないだろうが、アドルフにはきちんと通じているはずだ。

「『選せん択たく肢し』があまりなくて。でも、悩む時間も少ないし……」

　誘ゆう拐かいの方法についても考えの途中であることを、それとなく告つげる。

「ディーンもエルヴィス殿下も助じよ言げんをくれるけれど、これって私たちがどうしたいか、ふたりの問題でしょう？」

「別に。そんなもの、お前が気に入るようにすりゃいいだろ」

「もう、体ていのいい丸投げじゃない。まあ、あなたには『お仕事』があるし仕方がないけれど……」

　アドルフに警備の側を掌しよう握あくしてもらえれば、ある程度は楽になる。ただしそれも、あくまで王や研究者の目が届かない範囲でだ。クレアとアドルフは『騎士と花嫁』という立場でありながら、誰の目からも隠かくれて誘拐を成なし遂とげる必要があった。

「……で、殿下。お二ふた方かたは一体なんの話をしていらっしゃるので？」

「あは、なんだろね？　部下と王子の前でいちゃいちゃと式の段取りを決めてるんじゃないかなあ、多分」

「やはりそうですか！」

「せめて、万全の準備で当日を迎えたいわ」

　俯うつむいたクレアが小さく呟つぶやいたのを受けてか、アドルフが目を細める。

　次ついで、拗ねた子供をあやすようなやり方で頭を撫なでられた。騎士たちのどよめきが中庭に伝でん播ぱするが、アドルフは気にせずこんな風に言う。

「当日は、ちゃんとお前の傍そばにいる」

「！」

　クレアは瞬まばたきをした。

「お前が何を選んでも、問題ねーから安心してろ」

「……」

　それは、不思議な言葉だ。

　根こん拠きよもなければ保ほ証しようもない、下へ手たをすれば無む責せき任にんな発言だった。しかし、クレアの胸中は不思議と軽くなる。

　アドルフはそのまま振り返ると、花壇のふちに座ったままのシュガーへ苦にが々にがしく告げた。

「それからエルヴィス。お前、頼むからろくでもないことだけはしでかすなよ」

「えー、ろくでもないかどうかは個人の主しゆ観かんだからな。約束できない」

　アドルフは舌打ちをし、ディーンを睨にらんだあと、最後にこう言った。

「クレア」

「なに？」

「白のドレスにしろ」

「……え」

　クレアは瞬きをした。

　よもや、アドルフからドレスの注文が来ると思わなかったのだ。通じていると決め付けていたのだが、まさか本当にドレスの話だと思われたのだろうか。

　慌ててアドルフを見上げるが、彼はさっさと背を向けて仕事に戻ってしまう。それを合図に、騎士たちも丁てい寧ねいな礼をして各おの々おのの仕事へ戻って行った。

（白……）

　花魂祭のドレスは何色でもいいのだと聞いている。特に何も考えず、いつも好このんで着ている青を選ぶつもりだったのだが、思わぬ選択肢もあったものだ。

　ディーンはぐるぐる唸ったあと、やがてふいっとそっぽを向いてしまった。

「あーもーつまんなくなった！　部屋で寝てくる！」

「そう？　いいけど、遊びに行くときは事前に教えておいてねディーン」

「ふん、当たり前だろ！　あんたに黙って何処かに行ったりしねーよ！」

　ディーンはそう言ったあと、足音荒あらく客室のある塔の方へと歩いて行った。中庭の隅すみにはクレアとシュガーだけになり、クレアはぽつりと言葉を落とす。

「……アドルフにとって、やっぱり、騎士でいることは苦く痛つうなのかしら」

　その言葉を拾ってか、膝ひざの上に頰ほお杖づえをついたシュガーがこちらを見上げる。

「どうしてそう思うの？」

「だって、なんだか疲れているみたいだったわ」

　アドルフは以前、クレアに向け、「騎士であることを誇ほこりには思わない」と言った。

　事実、彼は騎士らしい振る舞いをしない。いまのように場や役目をわきまえ、求められるように動くことはあるものの、そんなときのアドルフは静かに消しよう耗もうしているように見えるのだ。

「あいつの、一見すれば柄がらが悪いだけの態度が、姫にはそう見えるんだ」

「あなたにだってそうでしょう？」

　シュガーはゆっくりと目を伏ふせて笑う。

「……アディには、僕との契約があるからな」

「契約？」

「そ、僕がアディにあげたんだ。なにせ、戦争が終わったあとのアディにはなんにもなかったからね」

　軽い口調でそう言ったシュガーの声こそ、どこか虚うつろな響ひびきがあるようにクレアは感じた。気付いているのかいないのか、構わない様子でシュガーは続ける。

「当とう主しゆを亡くし、男の跡あと取とりがいないはずのフォード家が連れ帰った妾しよう腹ふくの子は、騎士学校に入ってからも手て負おいの野の良ら犬いぬみたいだったよ。僕は寮りようの部屋がおんなじだったから、常に色んなものを嫌ってきたアディのことはよく知っていた。周りの連中もみんなアディを怖がってた。でも、戦争が終わった直後のあいつからは、そんなぎらぎらした殺さつ気きみたいなものすらなくなっていたんだ」

　シュガーは頰杖をやめ、柔やわらかな表情でクレアを見上げて言葉を続ける。

「あいつの護りたい妹ものは死んじゃって、なくなって、消え失せた。……だから多分、なんにも意味がなくなったんだろうな」

　意味がなくなる。

　それはきっと、あらゆることに言えるものだったのだろう。英雄であること、騎士であること、もしかしたら生きていることにすら。

「だから、僕が契約と引ひき換かえに生きる理由……主イ君ヴをあげたんだ。英雄アドルフ・フォードを利用するためにね」

「その契約が、もしかして、ずっと騎士でいること？」

「正しくは、英雄という名の汚お名めいをかぶったままで居続けることだ」

　はっきり汚名と言い切ったシュガーの声は、何処か冷たさを帯おびていた。

「いつか僕が、アディの持つ英雄の名を利用して、アディの望みを叶かなえてやるまでの契約だ。……約束という言い方の方が、近しいのかな……」

　以前、アドルフに聞いたことがあった。

　アドルフがイヴを護るのは、シュガーとの契約が理由だと。妹を亡くしたアドルフに妹のような存在を与えたことは、確かにシュガーの言う『生きる理由』のひとつになるのかもしれない。

「アドルフは、その契約であなたに何を望んだの？」

「もちろん」

　シュガーはふわりと微笑んだ。

「……戦争のない国だよ」

「！」

　クレアはこくりと息を吞のんだ。

「夢見がちだよね」とシュガーが苦笑する。いつもの、感情が見えない微笑みよりはずっと人間らしい表情で。

　けれど、クレアは知っている。

　アドルフの望みは、確かに、『人が人を護る必要のない国』にすることなのだと。

「主君のためなんて柄じゃないけど、アディは約束は守るから」

「ええ。知ってるわ」

　クレアはシュガーの瞳を見据えた。

「あなたも、同じものを望んでいる？」

「あれ、心外だなあ。僕だって一応王子だよ？」

「そうかしら。生あい憎にくだけど、あなたが立場上の理由だけで動くような人には見えないわ」

「んー……」

　シュガーは立ち上がると、白いマントの裾すそを簡単に払はらった。

「だって、国民のために生きられない王族に存在している価か値ちなんてないじゃないか」

「なんですって？」

「誰にも必要とされないのに、のうのうと生きてる人間なんて、生きている意味がない。死んだ方がましだ」

「……そんなはずないわ」

　クレアはむっとして言った。

「価値があるのも価値がないのも、結局は誰かの主観でしかないでしょう？　だとしたら、そんなものは他人じゃなく自分が決めるべきよ」

「そう？　犯はん罪ざい者しやを処しよ刑けいするのは、人に危き害がいを加える人間に生きている価値がないからじゃないの？」

「！」

　海かい賊ぞくであるクレアに向け、シュガーはけろりと言う。そして、退たい屈くつそうに白の髪を指で摘つまんだ。

「少なくとも、不要な戦争を止めようとした僕らの生せい母ぼが殺されたのは、父王陛下にとって不要な存在だったからだと思うんだ。毒を盛もられて醜みにくい死にざまを晒さらして、誰がやったかなんて分からないようになっていたけれど、あの人は犯人を調べるふりをしただけだ。……そういうことだよね？」

「……っ」

「ふふ。人って本当に醜くて愚おろかだよね、たまんないよ」

　シュガーはにこりといつもの笑みを浮かべた。

「──行こうか。僕ら王家にとって必要だから生かされている、同どう盟めい海賊のクレア・カーヴェル嬢？」

　クレアはきゅっとくちびるを結ぶ。

　不ふ快かいさはなく、それどころかさびしささえ覚えるシュガーの言葉を嚙かみ締しめて、小さくドレスの裾を握り締めた。
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　午後からは、細こまやかな雪が降り始めた。

　ほんのりと白く染まった街の大通りを、クレアは足早に歩いている。花魂祭の飾り付けは順調のようで、数日前に訪れたときよりもたくさんの赤い花が軒のき先さきを埋うめていた。気温が低いお陰かげか花はいつまでも瑞みず々みずしく、萎しおれているものなど殆ほとんど見当たらない。

　通常この人波を通り抜けるのはそれなりに苦労するのだろうが、人間が密みつ集しゆうする船内で生活しているクレアにとっては造ぞう作さもないことだった。約束の時間より早く着いてしまったが、橋の袂たもとでは探すつもりだった人影が既すでに待っている。

「リリイ」

　名前を呼ぶと、振り返ったリリイは、その無表情の中に僅わずかな喜き色しよくを浮かべた。

「早かったのね。待たせてしまってごめんなさい」

「ううん。お礼をするのに、待ちきれなかったから」

　素直な言葉にクレアは微笑む。リリイは先日と同じく葡ぶ萄どう酒しゆ色いろのドレスを纏い、その上に赤の外がい套とうを羽は織おっていた。

　喉のど元もとが隠れるような位置に結ばれたフードのリボンと、瘦やせているのに華きや奢しやすぎる印象を与えない綺き麗れいな指。改めてリリイの姿を眺ながめてみれば、ところどころに感じていた違和感の答えがあった。

「よかった。来てくれなかったらとてもさびしいと、本当は心配だった」

「ふふ。実はどうしようか悩んだのだけれど」

「え……」

　クレアはリリイを見上げ、口にする。

「だってあなた、隠しごとをしているでしょう？」

「！」

　途端、リリイの目が丸く開かれた。

「事情があるようだし、それ自体は別に驚かないわ。その代わり私だって懸け念ねんは捨てきれない。あなたが本当は危険な人物かもしれない、厄やつ介かいごとに巻き込まれるかもしれないという警けい戒かいはあるから、それだけ先に伝えておこうと思って」

「待って。こちらに隠しごとがあると分かっているなら普通、本当のことを話せと言うものではないの？」

「私にそんな資格はないわ。けれど疑っている以上は、時々失礼な態度を取ってしまうかもしれない。それだけ許してほしいの」

　クレアだって、いまこの場で装よそおっている貴き族ぞく令嬢の振る舞いすべてが噓なのだ。

　それを明かすことは出来ないし、他人に求める権利もない。告げるとリリイはほとんど無表情のまま、目だけ僅かに細めた。




「……『僕』、が」




　低いようにも高いようにも聞こえる声が、言葉を紡つむいだ。

「男だってことに、君は気付いていた？」

「そうね」

　クレアはすぐに頷うなずく。

　男性にしては高いものの、女性にしては低く感じる声だ。細いけれど丸みがあるのとは違う指に、喉のど仏ぼとけを隠すフードの結び目。

　何よりも、クレアにナイフを突き付けたとき、背中越しに感じた骨格の違いや腕の細さ。いくら振る舞いに気を付けていても、そういったものは誤ご魔ま化かせない。

（少なくとも同業かいぞくではないと思うけれど、間違いなく何かしらの事情があるんだわ）

　だからといってそれを無理やり暴あばくつもりはない。もちろん、こちらに実じつ害がいが及およぶ場合を除のぞいての話ではあるけれど。

　リリイはなんだか難むずかしそうな顔をしていたが、やがてことんと俯いた。

「事情は、どうしても、話せない」

　中性的で透すき通った印象の声が、ぽつりと紡ぐ。

「だから、君の好こう意いに甘あまえたい」

「もちろんよ」

　クレアは小さく微笑んだ。

「言ったでしょう？　あなたを警戒することだけ許してくれればいいの」

「お礼と、お詫わびをしたいという気持ちだけは、本当なんだ」

「分かってる」

　だからここに来たのだ。

　クレアが言うと、リリイはその言葉を嚙み締めるようにぐっと黙り込んだ。そのあとで、ゆっくりと肩の力を抜くように言う。

「……ありがとう……」

　クレアは小さく笑った。

　リリイの乏しい表情の中に、同じく柔らかい笑みのようなものが滲にじんだ気がする。しかし、その柔にゆう和わさはすぐに消えてしまった。

　不思議に思ってリリイの視線の先を見れば、見回り中らしき数人の騎士が歩いている。リリイが騎士を警戒していることに気が付いて、クレアははっとした。

「場所を移動しましょうか。ここは人目につくものね」

「！　すまない」

「さっきみたいに、ありがとうって言ってもらえた方が嬉うれしいわ」

　悪戯いたずらっぽく見上げると、リリイはきゅうっとくちびるを結んだ。

　嬉しくて仕方がないという彼の様子が、無表情でも不思議と分かる。目の輝きがこんなに感情を豊かに表現するものなのかと、クレアは初めて知った。

　そしてリリイは、クレアを先導するようにして歩き始める。

「こっち。隠れられる場所がある」

　示されたのは、橋の袂たもとから少し歩いたところにある下り階段だった。

　その階段は、シトンの都を流れる水すい路ろに続いている。橋の上から見ていたときは気付かなかったが、水路の脇わきには人ひとりがやっと通れる幅はばの通路があるのだ。階段を下りきったリリイが振り返り、クレアに手を伸べる。

「危ないから。どうぞ？」

「ありがとう。でも、手は引いてもらわなくても平気よ」

　そう言うとリリイは驚いたような表情を作ったが、普段から数十メートルの高さがあるマストの上で自由に歩き回っているクレアにとっては造ぞう作さもないことだ。

「でも、女の子が歩くには狭せまい。ドレスが汚よごれてもいけない」

「大丈夫」

　心配そうなリリイを促うながして、王都の知らない道を歩いた。

　足元を流れる水のお陰で冷え込むものの、人でごった返している地上の道よりはずっと歩きやすい。時とき折おり荷を乗せた船が通って船乗りにぎょっとされるほかにはなかなか快かい適てきな道のりだった。ここの水路が案外深いことも、覗のぞき込んでみて初めて知る。

「たくさん歩かせてる」

　リリイが時々振り返り、クレアを気遣うように言った。

「気を付けて。そこ、滑すべるから」

「平気よ。これくらいなら飛び越えちゃうわ」

「でも、いま、鼠ねずみが」

「あら本当ね。可愛い！」

　足元を駆けていく鼠がちゅうと短く鳴くのに微笑むと、リリイはますます眉を下げた。ほんの少しの変化だが、表情の乏しい中なのでとても分かりやすい。

「……どうやら、僕の変へん装そうは、普通の女の子らしくなかったようだ」

「あら、この世界に普通の人なんていないわ。つまり普通じゃない人もいないのよ」

　海賊が商人令嬢になるのも、少年が少女の格好をしているのも、クレアの日常にとってはさほどおかしなことではない。酒場で隣となりに座った人が自分の思いも寄らない生き方をしていたとしても、それが当たり前のことだ。だが、リリイはぱちぱちと瞬きをする。

「君は不思議」

「言ったでしょ。不思議じゃない人なんて、そうそういないの」

　答えると、リリイはゆっくり歩を止めた。

　真まっ直すぐにクレアを見据え、真しん摯しな光を双そう眸ぼうにきらきらと宿らせている。クレアが首をかしげると、彼はその手に握り込んだ何かをクレアに差し出した。クレアがそれを受け取れば、リリイは少しはにかんだように言う。

「お礼」

　自身の手しゆ中ちゆうに落とされた輝きを見下ろして、クレアは思わず悲鳴を上げそうになった。

「これ……」

　それは、細い銀の鎖くさりが付いた首飾りだった。

　クレアがドレスの中に隠しているカーヴェルの鎖より細やかで、女性が装そう飾しよく品ひんとして身に着けるための華奢な作りだ。その鎖に繫つながれるのは、氷の破は片へんを思わせるほどに透き通った、貝かい殻がらほどの大きさをした結けつ晶しようだった。

「竜の卵らん殻かく!?」

「君が喜ぶと思って」

「よろ……っ」

　なんと言ったらいいか分からずに、クレアは思わず硬こう直ちよくしてしまう。

　このひと欠片かけらで、街ひとつの財ざい政せいを左右するほどの価値があるものだ。シェランド国の紋もん章しようにさえ使われる竜の卵殻を、ブローチを拾った礼として貰もらい受けるなど有あり得えない。

「受け取れないわ！」

「どうして？」

「どうしてって、こんな高価なもの……」

「僕にとっては何の価値もない」

　リリイの言葉に、クレアはぐっと反はん論ろんの余よ地ちをなくす。

「君が拾ってくれたブローチは、家族の形かた見み。あれの方がよほど大切だ。僕が君にあげられるもので、一番喜ぶのが竜の卵殻の首飾りだと思った。違う？」

「それは」

「その首飾り。僕にとって、価値が生まれるとしたら君だ」

　リリイは起き伏ふくの乏しい声で、それでも真っ直ぐに言う。

「君に受け取ってもらえて、喜んでくれるなら、僕にとっては初めて価値あるものになる」

　クレアは困り果はててしまった。

　そうしているあいだに、リリイがクレアの手から竜の首飾りを取った。次いでその鎖をクレアの首に掛ける。竜の卵殻は、結晶のような輝きのままクレアの首元におさまった。

　満足そうなリリイの顔を見れば、無理に突き返すのは確かに心苦しく思う。

「……ありがとう」

「困った顔だ」

「ご、ごめんなさい」

　竜の卵殻が嬉しいという気持ちは本当だ。複ふく雑ざつな心しん境きようで俯くと、リリイは「大丈夫」と言葉を続ける。

「魔物の卵殻なんて、いくらでも手に入る。だから気兼ねをしないで」

「──え？」

　クレアは思わず瞬きをした。

　だが、リリイはなんでもない様子で再び口を開く。

「あの方の目的が叶ったら、君にもっとたくさんあげる。そのときはきっと僕らの復ふく讐しゆうも終わって、自由になっている」

「復讐……？」

「英雄騎士、アドルフ・フォード」

　クレアは目を見開いた。




「僕の国を滅ほろぼしたあの騎士に、復讐するんだ」




「──っ」

　クレアは反はん射しや的てきに、リリイの腕を摑つかもうと手を伸ばした。

　だが、思わぬ力によってそれが阻はばまれる。リリイは何をしたわけでもなく、ただ、微笑みを思わせる表情でくちびるを開いただけだ。

「さよなら、クレア。お礼が出来てよかった、もう行かないと門限だ」

「……う……」

　強い頭の痛みが、クレアの感覚を支し配はいした。

　呼吸が止まるほどの痛みに、一歩後ろへとふらついてしまう。思わず水路の石いし壁かべに腕をついて、額ひたいを押さえた。

　どうして急に、こんな痛みが生まれたのだろう。

　疑ぎ念ねんが湧わくが、いまはクレア自身よりもずっと大事なことがある。

（待って、リリイ）

　しかしその声は届かない。

　振り返らないリリイの靴くつ音おとが遠ざかる。耳をそばだて、彼の行く先を確かめなければと思うのに、クレアはどうしても顔が上げられなかった。

　リリイは魔物の卵殻を自由に手に入れられる立場にある。

　女性に変装してまで騎士の目から逃のがれたがっている。そして。

（『自分の国』を滅ぼした、アドルフを、憎にくんでる……？）

　さまざまな思考が搔かき消されないように、途と方ほうもない痛みの中、クレアは懸けん命めいに色んなことを考えた。脈みやく絡らくのないことも、くだらないこともすべて一緒くたに。

　その中で、何度もアドルフの名前を心の中で唱となえた。
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　強い頭ず痛つうが治まり、なんとか動けるようになったあと、王城に戻ったクレアはぼんやりとバルコニーのベンチに座り込んでいた。

　相変わらず雪は降り止やまない。いくら外套を着込んでいるといえど、時間が経たてば体は芯しんまで冷える。しかし、なんとなく城内へ戻る気にはなれなかった。

　ふとした瞬間に、リリイの言葉が甦よみがえる。

『僕の国を滅ぼしたあの騎士に、復讐するんだ』

　毒気の殆どない口調と、感情が乏しい表情でリリイは言った。しかし、双眸の中には静かで燃えるような憎にくしみが確かにあった。

　シェランド国にとって戦争の英雄であるアドルフが、敵国にとっては脅きよう威いをもたらす存在となる。そして、シェランド国にとっての敵国は、火の鳥の研究を重ねてきた国になるという。他国にある魔物研究の知識を得えるために、戦いを仕掛けて奪うばい続けてきた。

（つまり、敵国から持ち帰った研も究のがたくさんあるということになる）

　その中に、人間も含まれているとしたら。

（リリイは、もしかして……）

　年ねん齢れいを考えれば、筆ひつ頭とう研究者でないことは明白だ。

　しかし、筆頭研究者の傍には侍じ女じよがいたはずだった。

　だからなんだと言われれば、さしたる価値もない推すい測そくだろう。

　けれど、考え込むうちに、上から小さな衝しよう撃げきが降ってくる。

「……おい」

「きゃ!?」

　誰かに頭を小こ突づかれたのだ。

　驚いて顔を上げると、クレアの前に立っていたのは、黒の外套を纏った騎士だった。

「──アドルフ」

「凍とう死しするつもりがあるんなら、せめて俺の迷惑にならねーところでやれ」

「そんな、大おお袈げ裟さな……」

　反論しようとしたところでアドルフの手に頰ほおをくるまれ、その暖かさに思わず溜ため息いきが漏もれた。今年は多少暖かいと聞いているが、やはり外気は冷え切っているのだ。アドルフはクレアを間近に覗き込み、呆あきれたという表情をする。

「お前の耳、こんな冷たくて感覚あるのかよ」

「そもそも耳って普段から、そんなに感覚があったかしら」

「寒すぎると痛くなんだろ」

「あなたでも？」

「当たり前だ馬ば鹿か」

　なんだか意外だった。アドルフの手を上から押さえ込むようにして頰に押し当て、クレアは目を瞑つむる。

「ここの風、確かに冷たいけれど、他のところよりも少しだけ寒くないみたい」

「そっちに森があるからな。海風よりはマシなはずだ」

「森？」

　アドルフの手が離れる。そうかと思えば、クレアが背を向けていた方に歩き始めた。立ち上がって後を追うと、バルコニーの端はしまで物言わぬ案内をされる。

　手て摺すりの一部が少しだけ低くなっているのは、恐らく砲ほう台だい用ようのくぼみだ。いまは影もないが、かつては設置されていたのだろう。クレアは落ちないよう注意しつつ、そこから遙はるか地上を見下ろす。

　下は確かに森だった。鬱うつ蒼そうと茂しげっており、十年や二十年の樹じゆ齢れいではないことがこの距きよ離りからでも分かる。

「お城の中にこんな森があるなんてすごい。散歩でもするの？」

「王族が狩りをするための裏庭だ。いまは殆ど使ってねーし、誰も立ち入らねえよ」

　普段海ばかり見ているから、森を眺めるのは新しん鮮せんな気持ちだった。隣に並んだアドルフはそっけないが、冷たいとは感じない態度だ。午前中に見たときは疲れているようだったが、いまはいつもの彼だった。

「そういえば今日、あなたが普段の仕事をしているところを初めて見たわ」

　クレアは横目でアドルフを見上げる。

「また見に行ってもいい？」

「なんでだよ。そんな暇ひまあったら花魂祭の支し度たくでもしてろ」

「だって、仕事してるアドルフがすごく格かつ好こ良よかったし」

「…………はあ？」

「あ。顔の話じゃなくて、ちゃんと中身の話よ」

　心底怪け訝げんそうに見下ろされ、クレアは慌てて付け足した。

「あなたって騎士らしくないけれど、仕事をするときはちゃんとするのね」

　そう言うと、アドルフはふんと鼻を鳴らす。

「やりたくてそうしてるわけじゃない」

「シュガーとの契約だから？」

「あの馬鹿……」

　忌いま々いましそうに呟つぶやいた声を聞き、クレアは「アドルフ」と彼の名を呼んだ。

「いまもまだ、騎士でいることは嫌？」

　森からの風が、クレアの髪を撫なぜてゆく。

「どうしても、人を護ることが怖い？」

「……何が言いたい」

「改めて聞くまでのことでもないって、本当は分かってるの」

　クレアはドレスの裾を握り締める。

　アドルフという騎士に向けられるまなざしが二通りあることを、クレアは今日、初めて思い知らされた。

　ひとつは英雄に注そそがれる憧れのまなざしと、賞しよう賛さんの言葉。シェランドの国民は、アドルフ・フォードという正義を愛している。

　その一方で、国を滅ぼしたとされるアドルフに向けられた、復讐という狂きよう気きの感情。クレアにとって、アドルフに向けられたリリイの憎しみは胸中がざわめくものだった。

　けれど。

（どっちの名前も、アドルフにとっては同じ価も値のなんだわ）

　英雄と呼ぶ声も、敵に注がれるまなざしも。どちらも戦争で、敵国の人間を多く殺して付ふ加かされたものである。

　騎士とは誰かを護る者のはずだ。本当は人を護りたいと願い、護れないことを恐れるアドルフが、騎士であるがゆえに得るものは、彼にとって厭いとうものでしかない。

「私の勝手な考えよ。あなたが望んでもいないって分かってる、でも」

　アドルフが目を細めた。クレアは真っ直ぐに彼を見上げたまま、言葉を紡ぐ。

「騎士という生き方が、いつかあなた自身にとっての誉ほまれになればいいって、そう思ってしまうの」

　騎士たちの憧れは、本当に英雄という名だけに注がれているものなのだろうか。

　アドルフ自身の生き方や、本当はちゃんとやさしいところや主しゆ君くんを護ろうとするところ。戦争で亡くした人をいまも悼いたみ、大事にしているところ。

　本当は、そういったものに捧ささげられる確かな憧憬も存在しているのではないか──。

　けれど、アドルフにとって、いまも騎士であるのは目的のための手しゆ段だんでしかないのだ。身勝手にも、クレアはそれがとてもかなしい。

「…………やめろ」

　アドルフが眉根を寄せ、渋面を作る。

「やめろって、なにを？」

「自覚ねーのか。いい加か減げんにしろ、なんだその表か情お」

　アドルフの指がクレアのおとがいを摑み、顔を上げさせられる。彼は忌々しそうな目で、間近からクレアを見下ろした。

「最初は、俺に対してそんな表情見せなかっただろ」

「……！」

　クレアはいま、自分が一体どんな顔をしているのかなど分からなかった。

　双眸が真摯に潤うるみ、その翡ひ翠すい色いろが切なく揺らいでいることだって自分自身では気付けなかった。けれど、アドルフの言葉には多少の心外さを覚える。

「そんなの、当たり前じゃない」

　ぐっと彼の手首を摑み、静かに青の瞳を睨み返した。

「そりゃあ確かに、最初はあなたのことが嫌いだったわ。あなたは私と正反対で、口が悪すぎるし、人の言うことを否定ばかりする。だけど」

　そんなものとうに振り払っている。それどころか、いまもあのときと変わらないと思われていることに憤いきどおるばかりだ。

「……いまはもう、あなたに見せる顔だって増えるに決まっているでしょう？」

「……」

　アドルフの手が、ゆっくりと離れようとする。

　クレアはその手を離さない。それどころか、反対に摑んで引き寄せた。下から睨み付け、深い海のような双眸の奥へ注ぐようにして継つぐ。

「私はあなたのことを信じてる。あなたが信頼を嫌うのは知ってるけれど、どうしても信じてしまうの。他の人にされると戸と惑まどうことだって、嫌だと感じることだって」

　一度を言葉切ったのち、クレアは少しだけ迷った。

　けれど、それでも口にする。

「アドルフにされることなら、嫌じゃない」

「──……」

　その瞬間、アドルフが小さく舌打ちをした。

　怒らせたのかと思ったが、見上げたその表情は寧むしろ冷れい静せいだった。それどころか、感情が見えないほどですらある。

「──何な故ぜ」

　アドルフは、やがてゆっくりとクレアに尋ねた。

「どうして、そう思う」

「それは」

　すぐには答えられないクレアに向け、アドルフはゆっくりと溜め息をついた。

　呆れたような、諦あきらめたような嘆たん息そくだ。そしてそれは、いままでのどんな暴ぼう言げんや怒いかりよりもクレアの背せ筋すじを硬直させた。

「────クレア」

　やがて、その声に名前を呼ばれる。

「それならお前、エルヴィスのやつになんて答えた？」

「何、って……」

　一体何のことだろう。

　困こん惑わくはすぐに掬すくい取られたらしく、再びアドルフの手に顔を上げさせられる。
















「なら」

　知らない人間のようなアドルフの雰ふん囲い気きに、クレアは少したじろいだ。

「俺からも、あいつと同じことを聞いてやるよ」

「アドルフ？」

　覗き込んできたアドルフは、一段低い声でこう続ける。







「……俺が好きか」

「──っ!?」







　想像もしていなかった問いに、クレアは何も答えられなくなった。

　心臓が壊こわれたかと思うほど強く早はや鐘がねを打ち、頰が熱くなる。思考が混こん迷めいして、正常に働かなかった。

　シュガーにされたのと同じ質問で、あの時は即そく答とうできたはずなのに、そのたった一言がいまのクレアには紡げないのだ。

「……そんな、の」

　だから、どうにかして近しい言葉を探す。

「嫌いなわけ、ないじゃない」

　青の双眸が、忌々しそうに細められた。

「嫌いにはならない。だって、あなたは」

　そう口にした瞬間だった。




『──おいで』

「！」




　頭の中に、声が響いた。

　何事かと思考する前に、すべてを踏ふみ躙にじるような痛みが生まれる。呼吸が出来なくなるほどの痛つう覚かくに、クレアは咄とつ嗟さに耳を塞ふさいだ。

「……っ」

　脳の奥を揺さぶられるような痛みだった。昼間に感じたものよりも強く、クレアは咄嗟に一歩後ずさる。

　アドルフは、その異変にすぐさま気が付いたらしい。

「おい、クレア」

「……や……！」

　伸ばされた手を取ることも出来ず、クレアは大きくかぶりを振った。

『──おいで』

　呼んでいる。

　知っている声だ。クレアを呼び、手招こうとする声だった。

『こっちだ、ほら。おいで』

「……っ」

「クレア！」

　アドルフに名前を呼ばれたのと、歪ゆがむ世界にくずおれたのは同時だった。

　バルコニーの石壁へ手を伸ばそうとするものの、クレアの手は空くうを摑む。倒れこんだ先は、一段低くなった砲台の跡あとだ。

　──落らつ下かする。

　反転する世界の中で、アドルフが手を伸べたのが分かる。人を護ることなんか御ご免めんだと、もうイヴ以外の誰も護る気はないと言っていたくせに、迷わずにクレアの手首を摑んだ。

（だめ……！）

　護らなくてもいい。

　そう口にしたかったのに、強い力に引き寄せられる。抱き込まれ、庇かばわれて。

　落下する感覚は、クレアひとりきりのものではなかった。
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『おいで』

『おいで』

『こちらへおいで？』

　そんな言葉を聞いたことがあるのは、一体何ど処こでだっただろう。

　かつての記き憶おくの裏側で、クレアは考える。

　あれは、いつか出会い、剣を交かわした海かい賊ぞくだろうか。

　それとも、酒場でたまたま隣となり合わせた異国の旅人。戦いに敗やぶれて水すい葬そうされた仲間たち、幼いころの父の声。もう二度と会うことのない人。そのどれでもなくて、けれども確かに知っている。

（もしかして……）

　あれは、魔ま物ものを呼ぶときのクレア自身の言葉ではなかっただろうか。







「──クレア」







　頰ほおに触ふれる手の温かさに気が付いたのは、浅あさ瀬せのようなまどろみの中だった。

　遠くに鳥の鳴き声が聞こえ、耳の横を冷たい風が通り抜ける。刺すような痛みにも近いその冷たさに、クレアは少し眉まゆ根ねを寄せた。

「……おい、クレア」

　近くで名前を呼んでくれるのも、クレアがよく知る人の声だった。

　けれど、先ほど聞こえた声とはまるで違う。低めでも、そこに込められた温度はとてもやさしい。

　好このましい声だ。

「ん……」

　急激に意識が掬すくい上げられ、クレアはゆっくりと目を開けた。

　頭の中に霞かすみでも掛かったように眠く、状況がすぐには思い出せない。映し出された視界で最初に認にん識しきできたのは、たったいま自分が横たわっている落ち葉の海だ。

　まだぼんやりとする思考を巡めぐらせ、体の下に感じていた寝しん台だいのような柔やわらかさはこれだったのだと考える。

　一体どうしてこんなところにいるのだったか。

　疑問を持った直後、大きな手によって無理やりに上を向かされた。

「おい、っつってんだろ」

「！」

　上から睨にらみ付けてくる双そう眸ぼうを見上げ、クレアはぱちぱちとふたつ瞬まばたきをする。その冷えた碧へき眼がんを間近にし、ようやく本当に覚かく醒せいした。

「……アドルフ？」

「いい加か減げんに起きろ、馬ば鹿か……って」

　クレアはすぐさま跳はね起き、アドルフの顔に両手を伸ばす。彼は盛せい大だいに眉根を寄せ、顔を覗のぞき込むクレアに不ふ機き嫌げんそうな言葉を吐はいた。

「……何しやがる」

「怪け我がは!?」

　尋たずねつつも、心臓が砕くだけそうな想いだった。

　手足が緊きん張ちようで痺しびれるようだ。落らつ下かしているときの記憶は一切ないが、とんでもない高さから落ちたのは間違いない。真上を見れば、空を覆おおうように生おい茂しげる木々の一角に見事な穴が開き、薄暗い森に夕暮れの光を注そそいでいる。

　常じよう緑りよく樹じゆの大きな枝が周囲に散らばり、自分たちがこれを折りながら落下してきたことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。枝が衝しよう撃げきを和やわらげてくれたのか、クレアの体に強く痛むような箇か所しよはない。頭ず痛つうももう消えていた。

　けれどクレアは覚えている。

　落ちる寸前、アドルフはクレアを抱き寄せてその腕へと庇かばったのだ。怪我をしていてもおかしくないのだが、彼はなんでもなさそうに言う。

「……してねえ」

「本当に？」

「ああ」

　じっと双眸を見詰めてみるが、彼の我が慢まんには目を見たところで気付けないのだと思い出した。アドルフの顔から手を離し、代わりに腕や腹をぺたぺた触さわって検分するクレアに向け、呆あきれきった声がする。

「お前、俺のことを信じるんじゃなかったのか」

「信じているから疑ってるの。言っておくけど矛む盾じゆんしないから」

　なにしろアドルフには前例がある。

　以前にも竜りゆうの毒どくからクレアを庇い、怪我などないふりをして平へい然ぜんと振る舞ったのだ。もしも負ふ傷しようしていたとして、同じようになんともないと答えるのは想像に難かたくない。

「こことか、強くぶつけたりしていない？」

「別に」

「木に擦こすれた跡あとが服についてるのよ。叩たたいてみてもいいかしら」

「なんでだよ。馬鹿か」

　額ひたいをばちんと指で弾はじかれつつ、不意打ちでそこを押してみるが、アドルフが痛がる素そ振ぶりはなかった。どうやら骨なども折れていないようだ。

「……じゃあ、本当に私たち、ふたりとも無事だったってこと？」

　あの高さから落ちたというのに、到とう底てい信じ難いことだ。

　ようやく状況を飲み込んで、緊張が解とけたように気が緩ゆるんだ。クレアはアドルフの手を取り、その甲こうを自身の額に押し当てる。

「ごめんなさい、アドルフ……」

　また護まもらせてしまった。

　危ない目に遭あわせた。クレアを庇うために、アドルフの命も失うしなわれるかもしれなかったのだ。彼は人を護ることが恐おそろしいと言ったが、人に護られるのだってこんなにも怖い。

「どうでもいい」

　アドルフはふいと横を向き、興味をなくした猫ねこのように言った。

「でも、間違えばあなたも死ぬところだったわ」

「お前を死なせてカーヴェルと全面戦争する羽は目めになるのを避さけた、それだけだ。そんなことより何があった？」

　クレアはアドルフの手を取ったまま、少しだけ俯うつむく。

　彼が言げん及きゆうしたのは、バルコニーから落ちる直前のクレアの様子についてだろう。クレア自身も的てき確かくに説明できるわけではなく、推すい測そくとなる。

　けれど。

「……呼ばれたの」

「呼ばれた？」

「ええ。頭の中から声が聞こえて、こっちにおいでって呼ばれたわ。信じられないかもしれないけれど……」

　思考のすべて、その言葉に奪うばわれたかのような心地ここちがした。

　他の何をも考えられなくなり、ただただ応こたえなくてはと思ったのだ。自分でも不ふ可か思し議ぎな話なのだが、アドルフは仏ぶつ頂ちよう面づらのままふいと横を向く。

「お前に限っては、それも不思議じゃねーだろ」

「私に限って？」

「ただでさえ、魔物に対するあんな力があるんだ」

　クレアは目を丸くした。

「こうなる可か能のう性せいについて、もともと危き険けん視しはしていた。お前が魔物を呼べる以上、逆だって有あり得えないとは言い切れない」

「待って。逆ってつまり」

「単たん純じゆんなことだろ」

　立ち上がったアドルフは、服についていた落ち葉を面めん倒どう臭くさそうに払はらいながら言う。

「魔物がお前を呼んだとしたらどうなる？」

「──！」

　息を吞のんだ。

　想像もしたことがなかった言葉へ驚くのと同時、アドルフがそんな推測を立てていたこと自体も意外に思う。しかしアドルフはクレアを見下ろし、平然と言葉を続けた。

「何驚いてんだ。言っとくが、お前が魔物を呼べるのだって同じくらいに有り得ねーことだからな」

「待って。あなた、いつからそんなこと考えてたの？」

「さあな。そんなことより、さっさと城に戻るぞ」

　アドルフの右手が差し出される。

　魔物を呼べるクレアの力に対し、アドルフはさしたる関心もないのだと思っていた。しかし、『もともと危険視をしていた』と言われる程度には、知らないところで案じてくれていたらしい。

　クレアはアドルフの手を取る傍かたわら、彼の密ひそかな面めん倒どう見みの良さをしみじみ実感していた。

「おい、どうかしたか」

「なんでもない。それよりちょっと待って、日が暮れる前に」

　アドルフの手を離してドレスの裾すそを直し、続いて隠かくしポケットの中に手を入れる。しばらく探るうち、目的の物を見付けて取り出した。

「……なんだこれは」

「え？　何って、ランタン」

「名称じゃねー、なんでこんなものがドレスの中に入ってんだって聞いてんだよ」

「もちろん、暗くら闇やみで動くことが多い海賊としての嗜たしなみよ。ちょっとヒビが入っているけれど、割れてはいないわね。さすが魔物ポセイドンの卵らん殻かくで作っただけはあるわ」

　呆れたような目を向けられるが気にしない。続いてもうひとつ取り出したのは、火山口に棲すむ魔物の卵殻だった。

　ぱきんと指先で割ってランタンの中に放り込むと、いくらか時間を置いて淡あわい橙だいだい色いろに光り始める。時とき折おり瞬またたいては輝きの強さを変えるさまは、夜や光こう虫ちゆうのようでもあった。

「これでよしと。それで、どっちに行けばいいのかしら？　こんなに寒い土地じゃなきゃ、夜が明けるまで動かずにいたいところだけれど……」

「俺もこの森に入るのは初めてだが、あの壁に沿って歩けばすぐ知った場所に出れんだろ」

　アドルフが示した先には、クレアたちが落ちた塔とうの外がい壁へきと思われる石いし壁かべが薄うす闇やみの中で辛かろうじて見えた。

「確かにだだっ広ぴろいが、所しよ詮せんは城内の敷うら地にわだ。遭そう難なんしたわけじゃねえ、行くぞ」

「うん」

　アドルフに再び手を取られる。クレアも握にぎり返し、ふたりで森の中を歩き始めた。

　さくさくと落ち葉を踏ふみながら、だんだん夜に染まり始めた薄闇を進む。風が木この葉はをざわめかせ、それが何かの足音や獣けものの吐と息いきのようにも響ひびいた。

　普通の少女なら、魔物や野犬などを恐おそれて立ち竦すくんでいたかもしれない。だが、クレアの胸きよう中ちゆうにあるのは別の感情だった。

「……そろそろお腹なかが空すいたわね」

　心の底からしょんぼりと言えば、一歩前を歩くアドルフはげんなりとした目を向けてきた。

「お前、この状況で腹が減ってんのか」

「なによ。それじゃああなたは平気なの？」

「肉が食いたい」

「空いてるんじゃない！」

　夕食時になっても戻らずにいれば、ディーンが心配して騒さわぎ出すかもしれない。城に残してきた飼い犬がいい子に留る守す番ばんできているとも思えず、クレアはそれを案じる。

　だが、アドルフの考えはそういうものではなかったらしい。

「頭の痛みは治まったのか」

　白い息を吐きながら、彼の素そっ気けない声が言う。

「……口に出しては言わなかったのに、よく頭痛だって分かったわね」

「あのときと同じだっただろうが」

「あのときって？」

「毒竜ヒユドラの船だ」

　クレアは目を丸くし、アドルフの横顔を斜ななめ後ろから見上げる。

「同じだっただろ。あのときは竜の毒に影響された不ふ調ちようだと思っていたが、恐らくは違う」

　繫つないだ指に込められた力が、少しだけ強くなる。

「魔物の毒じゃなく、声にあてられたんじゃねーのか」

「……」

　クレアは小さく俯いた。

「それだけじゃ、ないかもしれない」

　アドルフには、まだ話していないことがある。クレアがあの強い頭痛を覚えたのは、塔の上や幽ゆう霊れい船せんだけではないのだ。

「私、あなたのいないあいだに、この王おう都とで新しく知り合いが出来たの」

　ランタンに照らされた闇やみの中で、危なくないよう足元を見下ろしながら口を開いた。

「その人ね。私と同じくらいの年ねん齢れいで女の子の格かつ好こうをしているけれど、本当は男なのよ」

「……あ？」

　途と端たんに苦い声がする。クレアは顔を上げず、自分の考えを整理しながら少しずつ言葉を紡つむいだ。

「国宝にも等しい飛ひ竜りゆうの短剣を持っていたわ。盗とう賊ぞくや海賊には見えなかったけれど、単なるお金持ちにしては不自然すぎる。だから最初は、王族なのかって疑ったけれど」

「まさか、筆ひつ頭とう研究者だとかほざくんじゃねーだろうな」

　クレアが黙り込んだのを受けて、アドルフが深く溜ため息いきをついた。

「エルヴィスの話を聞いてなかったのか。筆頭研究者は何十年も前から王都で研究を続けている、少なくともジジイ同然の年齢だ」

「違うの。そうじゃなくて」

　クレアはゆっくりとアドルフを見上げる。

「私だって、その人が筆頭研究者だとは思っていない。でも、謎なぞが多い研究者の周囲にだって、シェランド王以外の影があったはずよ」

　シュガーとディーンのやり取りを思い出しながら、クレアは言った。

「研究者の傍そばには、世話をしている侍じ女じよがいる」

　ランタンの灯あかりの中、アドルフがこちらを一いち瞥べつしたあと、すぐに視線を前へと戻す。

「……何かと思えば、そいつが女装して侍女になりすましてるって？　お前の推測通りだとしてなんの意味がある、世間話でもしてるつもりか」

「違うの。だってその人に名前を呼ばれたとき、さっきみたいにひどく頭が痛んだわ。彼はただの『侍女』じゃない」

　かじかむ指に力を込め、クレアは言う。

「それに……あなたのことを憎にくんでいる」

「──……」

　本当は、こんなことを口にしたくないのだ。

　けれど、必要な言葉だった。アドルフの敵がいること、リリイがクレアの脅きよう威いになるかもしれないこと、その断だん片ぺんを見ている以上は共有する義ぎ務むがある。

「戦争で、あなたに国を滅ぼされたんですって。その人……リリイは、だからあなたに復ふく讐しゆうすると言っていた。火の鳥フエニツクスを封ふうじられる竜の剣と不思議な力を持っている彼が、復讐のためにこの国に……研究学院にいるのだとしたら」

　彼らは花か魂こん祭さいで何かを起こすつもりでいる。

「面倒だな……」

　そう零こぼしたアドルフの目に、思し案あんの色が混じる。

　あくまで厄やつ介かいごとを抱かかえた騎き士しとしての言葉だった。そのほかには特とく段だんの感情もなく、自分を恨うらむ人間がいることにすら興味はないようだ。下へ手たをすれば、英雄と呼ばれてそやされるときの方がずっと彼を消しよう耗もうさせているかもしれない。

　そんなことを考えていると、アドルフがぴたりと歩を止めた。

　尋ねるまでもなく、クレアもすぐさま理解する。アドルフが見み据すえた森の向こう側、ほのかに差し込んだ淡い月光に照らされて突とつ如じよ現れたのは、古びた印象を受ける石壁だった。

　雨風に晒さらされた期間は数年程度ではないらしく、触れるとぱらぱらと崩れそうな。

　互いに顔を見合わせ、その建物に近付いた。

　見上げてみれば高さはさほどなく、森に隠れるようなひっそりとした佇たたずまいだ。

「城内の棟とうか？　それにしては古過ぎるが」

「……見てこれ、足あし跡あとよ。こっちはまだ新しい」

　薄く雪の積もった落ち葉の上に、それほど大きくはない靴くつの跡がついている。爪つま先さきの丸い形だ。

　クレアは繫いだままでいるアドルフの手を引き、一緒に辿たどってみた。辛うじて分かる程度の跡はすぐに薄れて見えなくなったが、クレアの耳は確かな音をすぐさま捉とらえる。

　そのまま石壁の一部に耳を押し当てた。すると目を閉じるまでもなく、石の向こうからは低い震ふるえのような音が聞こえてくる。

（もしかして、この先に……）

　クレアは石壁から身を離した。

　次ついでアドルフの手をほどく。すると、クレアがすることを黙って見ていたアドルフはそこで初めて口を開いた。

「おい、どうするつもりだ」

「もちろん」

　ドレスの中から取り出したのは、ここ最近新調した小振りのダガーだ。クレアは手のひらでくるんとそれを回すと、鞘さやを抜いて柄つかを強く握り込む。

「こじ開けるの」

「は？」

　言い切って、一気に石壁に突き立てた。

「──っ！」

　アドルフが眉根を寄せたようだが、手に走る痺れが思いのほか強くてそれどころではない。クレアはぎゅっと目を瞑つむりつつも、薄い刃やいばを再度石壁に突き立てる。

　正しくは、石壁の中にある、ごく細い隙すき間まにダガーの切っ先をねじ込んだのだ。

「……なに、やってんだ！」

　アドルフは舌した打うちをしつつ、クレアがやろうとしていることをおおよそは察さつしたらしい。後ろから抱き込むようにして手を伸ばし、クレアが持つダガーを一緒に摑つかんでくれる。

　そのまま、ふたり分の力でダガーを横に引き倒した。

「んーーー……っ！」

　ぎゅっと目を瞑り、渾こん身しんの力を込める。グリフォンの卵殻を用もちいたダガーが大きく軋きしむ音を立てるが、なにも石壁を壊こわそうとしているわけではない。

　クレアの予よ測そくした通り、刃を突き立てられた隙間は着実に幅はばを広げ始めている。

（やっぱり、隠し扉……！）

　一いつ拍ぱくを置き、ごとんと鈍にぶい音がした。

　先ほど風が吹き込む音を確かめた箇所がくぼみ、地鳴りのような揺らぎと共に右へと動き始める。アドルフはしかめっ面つらでそれを見ていたが、ゆっくりと時間を掛けたあと、そこにはやがて人ひとりが通れるほどの四角い穴が開いた。

　中は暗く、灯りのひとつもないようで、吹き込む風が人の声と似た音を響き渡らせている。しばらくは通路が続くらしいが、手元にあるランタンの光だけでは奥まで様子が窺うかがえない。

「きっと、中からならもっと簡単に開く扉なのよ」

　クレアはダガーの刃をドレスで簡単に拭ぬぐったあと、鞘に収めて両手を払った。

「古い仕掛けとしては珍しくないわ。古い遺い跡せきだとか捨てられた塔とか、そういう場所にはよくあるの」

「分かった。後日即そつ行こう塞ふさがせる」

「どうして！　先人たちが残してくれた貴重な財産なのに！」

「うっせーな海賊。こんな簡単に城に侵しん入にゆうされてたまるか」

「この機会にもうちょっと城内の見回りもした方が良いようね、近この衛え騎士さま」

　とはいえ、この扉が『城内』と呼べる場所に繫がっているのかは甚はなはだ怪あやしい。森の中に隠された棟は、落下してきたバルコニーの棟とは繫がっていないようだ。

　しかし、アドルフは迷わず言った。

「行くぞ」

　そう言って、再びクレアと手を繫ぐ。クレアは笑い、アドルフを見上げた。

「もしかしたら、危険な場所に通じているかもしれないけれど」

「うっせーな、いい加減寒さみィんだよ。少なくとも王家の敷地には変わりねーし、森をうろつくよりは早く戻れんだろ」

　触れている手がこんなにも温かいのに、そこまで寒いのだろうか。しかしアドルフが不機嫌そうなのでそれ以上は何も言わず、手を引かれるままに歩き始めた。

　直後、背はい後ごで重く鈍い音がする。

「……扉が閉まったんだわ」

「好こう都つ合ごうだ。お陰かげで風かぜ鳴なりが止やんだ」

　アドルフの言う通り、先ほどまでに比べれば随ずい分ぶん静かになった。とはいえ石壁の廊ろう下かは狭せまく、ふたり分の靴音がひどく反はん響きようしている。

「足跡があった以上、この通路は誰かが使っているのよ」

　その『誰か』に聞かれる可能性を考こう慮りよしつつ、クレアは小さな声で言う。

「今いま更さらだけど、警けい戒かいした方がいいかしら。あなた、足音消せる？」

「扉をこじ開けておいて、本当に今更だな」

「いいから！」

　ひそひそと言えば、アドルフはなんでもない様子で少しだけ歩く速度を落とした。

　その瞬間、足音が消える。クレアもすぐさま同調し、廊下からはぴたりと反響が止んだ。

「──消せるなら、最初からやっておけばよかったわ」

「だから、扉を馬鹿でかい音でこじ開けといて今更だって言ってんだろ」

「それでも派は手でに響くよりはマシじゃない」

　第一疑問に思うのが、騎士であるアドルフがどうしてこんな犯はん罪ざい者しや向けの技術を習しゆう得とくしているのかという点だ。フォード家の跡あと取とりとなるまでも色々あったとは聞いているが、どれほど多た様ようだったのだろう。

「あ。ねえそこ、瓦が礫れきが」

「あ？」

「……なんでもない」

　クレアが忠ちゆう告こくするまでもなく、アドルフは崩ほう落らくした壁の一部らしい固まりをなんなく踏み越えている。足を止めることさえせず先に進む背中を眺ながめつつ、クレアはふと疑問に突き当たった。

（そういえば、どうして私たち、さっきから手を繫いでいるの？）

　ふたりとも夜よ目めは利きくはずだ。アドルフがクレアにそんな気を遣うはずもないのだが、森の中から彼が一歩前を歩き続けているのは何な故ぜだろう。ランタンも彼の手しゆ中ちゆうにあり、これでは完全にアドルフの先せん導どうで歩くような形だった。

　もちろん、この状況ではぐれるのは得とく策さくでない。

　しかし、森ではともかく、こんなところでまで繫いでいなくともいいのではないだろうか。クレアはなんとなく、落ち着かない気持ちになる。

「アドルフ、手」

「……手がなんだよ」

「繫いでてもらわなくても、大丈夫だから」

　そう言ったのだが、アドルフはクレアを見もせず何も言わない。決して弱くはない力で手を繫がれているのだが、無理にほどきたいというほどでもないので逆に困った。

「不ふ都つ合ごうがあんのか」

「べ、別にないけど。それでもなんとなく、落ち着かない、ような」

　クレアが眉を下げると、アドルフがこちらを一瞥する。

「じゃあ離さねえ」

「え、ちょっと!?」

　まさか機き嫌げんを損そこねたのだろうか。それで手を離さないというのもおかしな話だが、アドルフはこう見えて子供じみたところもあるのだ。クレアの脳のう裏りには、先ほど彼から受けた言葉が過よぎる。

（……さっきの、『俺が好きか』って、どういう意味だったのかしら）

　あのときのアドルフは、明らかに怒っていた。

　普段から不機嫌を振りまいていても、意味なく他人に当たるような人間ではない。ならばきちんと理由を聞くべきだろうか。

　そう思って口を開きかけるも、クレアはすぐさまそれをつぐんだ。

「──おい」

「分かってるわ」

　歩みを止めないままでアドルフの声に答える。こういうことは初めてではなく、以前にも似たような経験をしていた。

　こちらを狙ねらう気配があるのだ。

　無数の息いき遣づかいに殺さつ気きが滲にじみ、狭い通路に渦うずを巻く。特とく徴ちよう的てきな反響で、気配の主ぬしがどの位置にいるのかが特定しにくかった。しかし、クレアとアドルフに迷いはない。

　元より危険は承しよう知ちの上だ。

　この狭い通路の中では敵の動きも限られており、さほど予測も難むずかしくない。闇に滲む灯りの先には、一回り広くなった踊り場が見える。

　交こう戦せんするならそこだろう。

　アドルフが繫いでいた手をほどき、代わりにランタンを渡してくるのにむっとしたが、役割分担は重要だ。灯りの番が必要な暗闇でふたりとも動くわけにはいかないと自分を納なつ得とくさせ、クレアはランタンを受け取った。

　つまるところ、戦うのはアドルフひとりだ。

　アドルフが一歩前に出た瞬間、弾だん丸がんのような勢いきおいで塊かたまりが飛び込んできた。

　この狭い空間でも、彼はなんなく鞘ごと剣を引き抜いてそれを受け止める。単純に斬きり捨てるだけではなく、殺さないようにする余よ裕ゆうすらあるのだからすごい。だが、そんなことに驚いている場合ではなかった。

　襲おそい掛かってきたものの姿を照らし、クレアとアドルフは息を吞む。

「……犬？」

「違うわ」

　踊り場には、複数の赤い瞳ひとみが燻くすぶっている。

　アドルフの言う通り大型の犬に似ているが、異なるのはその頭部の異い形ぎようだ。彼らの首は三つに分かれ、それぞれの頭がこちらに狙いを定めている。




「ケルベロス……」




　地じ獄ごくの番ばん犬けんとも呼ばれる、三つ首の魔物だった。

　頭を低く下げ、地響きのような唸うなり声を上げる獣たちは、クレアの見渡す限りおよそ五、六頭ほどはいるだろう。一度捕まれば鋭するどい牙きばや爪つめからは逃のがれられず、鎧よろいを着た人間でさえその装そう備びごと砕かれてしまう獰どう猛もうな魔物なのだ。

「こんなところに魔物がいるなんて、随分きな臭くさくなってきたわ」

「最初からだろ。……で、どうする」

　アドルフに言われ、クレアはそうねと検分する。

　牙を剝むく口からは唾だ液えきが垂たれ、爪の食い込んだ石床が時折みしりと削けずれたような音を立てる。ケルベロスたちはいま、獲え物ものの喉のど笛ぶえを食い破やぶるべく間合いを読んでいた。

　それでも彼は、向かってくる魔物に対してクレアの意思を尊そん重ちようしようとしてくれている。その気遣いに応えるべく、口を開いた。

「少しだけ鎮しずめて」

「面倒臭くせェ」

　アドルフは舌打ちをしたあと、鞘に収めたままの剣を構える。嫌いやそうなのを隠しもしないが、「魔物を傷きず付つけないで」とクレアが頼む前から剣を抜かずにいてくれることが、内心ではとても嬉うれしかった。

　一拍の後で、アドルフが踏み出す。

　それと同時、ケルベロスの群れが床を蹴けった。狭い空間をものともせずに跳び掛かってきた獣の巨きよ体たいを、身を屈かがめたアドルフが悠ゆう々ゆうとかわす。軍ぐん靴かの踵かかとがケルベロスの鼻先を掠かすめ、獣たちは本能的に後ずさった。

（……どんな風に呼べばいい？）

　クレアは静かに思案する。

（いまはまだ、こちらを軽かろんじているのがなんとなく分かる。この子たちの場合、ただ寄より添そうだけでは駄だ目め）

　魔物を『呼ぶ』のに必要なのは、魔物に向ける信頼だ。

　アドルフと出会ってすぐの経験で、クレアはそれを思い知った。それからディーンとの出会いやアドルフの助じよ言げんにより、信頼にはさまざまな形と結び方があることを覚えた。

　彼らは突然の闖ちん入にゆう者しやに警戒を見せてはいるが、反面毛も逆立てておらず、飢うえた獣特有の目のぎらつきもない。この様子を見るに、どうやら原動力は恐きよう怖ふ心しんや空くう腹ふくではないようだ。

（きっと、自分を護るために牙を剝いているんじゃない。もっと別の、例えば……）

　誰かの命令だ。

　魔物は決して人の命令を聞くことも、従したがうこともない。世間一般の通つう説せつではあるが、クレアは例外があるのを知っている。

　クレア自身がその例外だからだ。

（それから、もうひとつ）

　毒どく竜りゆうに死を命めいじた存在のことを思い出す。

　翻ひるがえる騎士のマントの向こうで、魔物が大きく吠ほえた。アドルフの腕に食らいつこうとしたケルベロスの牙が、強きよう固こな剣の鞘を嚙かんでがちんと鳴る。アドルフはそれを振り払い、獣たちの体を転ころがした。

（……命令には、より強い命令を）

　アドルフに翻ほん弄ろうされ始めたケルベロスの唸り声がいっそう低くなった瞬間、クレアはゆっくりと口を開く。




「──いい子にしなさい」




　ケルベロスたちが、弾かれたようにクレアの方を見た。

　尖とがった耳が立てられ、三つの首が一いつ斉せいに向けられる。クレアはその視線を引きつけながら、彼らに向けてこつりと靴音を鳴らした。

「あなたたちにこの人は殺せない」

　犬たちが一歩後ずさり、得え体たいの知れないものに向けるようなまなざしを向けてくる。それを受け、想いを固めた。

（支し配はいする。私はあなたたちの敵じゃない。……だから導みちびく。護る。不用意な怪我をさせたくない）

　クレアはそんな意思を胸のうちに宿し、努つとめて消さないようにしてアドルフの隣となりに並ぶ。そして小さく息を吸すったあと、短い言葉を落とした。




「おすわり！」

「！」



















　命令は空気を震わせて、ケルベロスたちを一匹残らず地に座らせた。

　彼らはぐっと息を詰め、躾しつけられた飼い犬のような姿勢でクレアを見つめている。彼ら自身にも何がなんだか分かっていないような混乱が見えるが、先ほどまで歯を見せて唸っていたとは思えないほどに大人おとなしくなった。クレアが目を細めて彼らを見渡すと、緊張したようにぴんと背せ筋すじを伸ばす。

「お前、力が強くなってるんじゃねーのか」

　隣で忌いま々いましそうに言うアドルフへ、小さく微笑ほほえんで返す。

「いいえ。魔物も人と同じで、接し方がそれぞれ違うんだって気付いただけなの」

　アドルフが薄っぺらな信頼を嫌きらったように、重んじる結びつきは人によってさまざまだ。クレアが他の魔物に向ける「おいで」「護ってあげる」という柔らかな言葉は、きっと服ふく従じゆう本ほん能のうを持つこの魔物たちには届かなかっただろう。

「だってこの子たち、ディーンにそっくり」

「はあ？」

　アドルフが眉根を寄せた。

「ディーンもよく命令しろって駄だ々だをこねるのよ。私やお父さんの役に立ちたいんですって。ちょっと我わが儘ままだけど、そういうところは可か愛わいいわよね」

　群れの中でも一番体が大きなケルベロスの額を撫なでてみると、すんと鼻先を擦り付けてくる。それどころか残るふたつの頭もクレアに甘あまえようとしてきて、ドレスの裾にじゃれついた。アドルフがそのあいだに靴で割り込み、不機嫌そうに言う。

「気き色しよく悪い」

「それ、ディーンが聞いたら怒るわよ」

　クレアは嘆たん息そくしつつ、ケルベロスたちを見下ろした。

「ところで。まさかとは思うけれど、シェランド王家は番犬として魔物を囲っているわけではないわよね？」

「当たり前だろ。──魔物を支配したがる国王と、その配はい下かにある研究学院なら分かんねーけどな」

　クレアはこくりと息を吞んだ。

　城の裏手に森があり、その見捨てられた木々の奥には隠し扉の埋うめ込まれた建物がそびえる。

　そこには人の命令を受けたのであろう魔物がいて、侵入者を阻はばもうとしていたのだ。それらはすべて、一本の糸で簡単に結ばれる。

「この通路は、文字通り筆頭研究者に繫がっているかもしれないわね」

　だとすれば、進むべきだ。

　アドルフもきっと賛成するだろう。そう信じたクレアに向け、彼は迷わずに言った。




「引き返す」

「……え」




　クレアはきょとんと瞬きをした。だが、アドルフはさっさとクレアからランタンを奪う。

「無む駄だ足あしは癪しやくだが、それほど歩いたわけじゃねえ。戻るぞ」

「待って、アドルフ」

「うっせーな。所詮は城の敷地内だ、本格的に迷うような森でもねえ。寒いのは我慢しろ、行くぞ」

「待ってよ！」

　クレアがアドルフの腕を摑むと、短い舌打ちの音がした。

「なんだ、ぐだぐだと」

「そっちこそ随分ね。あなたが回かい避ひするならよほどの理由があるんでしょうけれど、教えてもらえないのに賛さん同どうは出来ない」

　クレアは青の瞳を睨み付ける。

「研究者を止めるために、この先に進むことは悪あく手しゆには見えないけれど」

　アドルフは小さく嘆息する。

「悪手に決まってんだろ」

　次いで、面倒臭そうな仕草のままランタンを掲かかげた。進もうとしていた踊り場の奥は、下り階段に続いているようだ。

「階段の下は、恐らく城下街の水すい路ろだ」

　クレアは少し驚いたものの、すぐさまなるほどと納得する。

　先ほどから妙みような反響の仕方だと感じてはいたのだが、こういった響きには覚えがあった。父が宝を隠している島のひとつには海からしか入れない断だん崖がいのくぼみがあり、その穴ぐらの音と同じなのだ。

「お前、城下を少しは歩いてみたのか」

「ええ。確かにいくつもの水路が張り巡めぐらされていたわ、お城の地下にも通じているかもしれないけれど」

「火の鳥を封じた聖女が、その封印に用いた物をすべて知っているか」

　思わぬ問いだった。

「火の鳥が近付いて触れただけで、大おお方かたの生き物が死に絶えた。そうやって他の命を奪う魔物を封じるのに、どんな手しゆ段だんを使ったと思う？」

　何処か意地の悪さが見える、挑いどむような問いだった。シュガーの言葉を振り返りながら、クレアは静かに答える。

「……竜の剣の他に、なら」

　足元のケルベロスが、何も知らない様子でぱたぱたと尾を振った。

「きっと、聖女自身の力だわ」

　聖女には、魔物に働きかける何かしらの力があったのだ。

　クレアと同じ。いいや、悪あしき火の鳥を『無理やり封じる』ことが出来るのなら、魔物の意思に沿わない限り力を使えないクレアよりもずっと強い力だ。

「他にもある。城下の水路は、火の鳥を封じるための巨大な仕掛けだったらしい」

「！」

　クレアは僅わずかに目を瞠みはった。

「罠わなを掛け、火の鳥を誘い込んだんだ。力が及およぶ範囲を覆うように水路で術じゆつ式しきを描えがき、その中心に封じている。だから花魂祭の晩、『火の鳥に苦しめられた人々の末まつ裔えい』となるシェランドの国民は、水路に花を落として色を付ける。封印をいっそう強固にするために」

「……シェランド王の望みに背そむいて？」

「国民の前で、いままで散さん々ざん戦争をしてきた本当の目的が火の鳥を手に入れるためだと明かすわけがねーだろ。この国の紋もん章しようは、火の鳥を封じた道具にちなんだ竜の翼つばさだぞ」

　それはクレアも知っている。

　カーヴェル海賊団の海かい賊ぞく旗きだって、同じく竜の翼を象かたどったものだ。そしてそれは、同どう盟めい相手となるシェランドの国こつ旗きに基づいている。

「火の鳥を封じる水路の先を、研究学院の手先らしい魔物が護っている。厄介ごとの気配しかしねーだろ。これ以上は近付くほど俺たちの手に余あまる、さっさと戻ってエルヴィスに放るぞ」

「何言ってるの！　この先にも魔物がいるかもしれないのよ、だとしたら私とあなた以上の適てき任にんがいるはずもないわ」

「領りよう分ぶんがある。面倒なことをする気はない、下手をして大おお勢ぜい護らされる羽目になるのは御ご免めんだ」

　クレアはむっとした。

「……うそつき」

「あ？」

　ドレスの裾を握り締しめ、ゆっくりと口を開く。

「いつまで、人を護りたくないふりをしているの」

　アドルフの整った顔立ちに険しさが滲む。しかし、クレアにそんなものが怖いはずもない。

「本当はちゃんと護りたいくせに。やさしいくせに、あなたはいつも遠ざけようとする」

「馬鹿か。他人を護るなんざ二度と御免だ、知ってんだろ」

「知ってる。でも、私のことは護ってくれたわ」

　案じられなかったことなど一度もない。

　出会った当初からは考えられない思考だが、いまでははっきり言い切れる。アドルフは常に、クレアを護ろうとしてくれた。

「本当は誰のことだって護りたいんでしょう。傷付けたくないんでしょう？　いまだって、もっともらしいことを言いながら……頭の痛みで倒れた私のことを気遣ってる。これ以上魔物に関わったら、またあの頭痛がくるって心配してくれてるんだわ」

「妄もう言げんだな。それに、足あし手でまといになる自覚があるなら尚なお更さら黙ってろ。お前の頭痛が魔物のせいでも魔物研究学院によるものでも、水路を進めばどっちにしろろくなことにならないのは目に見えてる」

「それでも、筆頭研究者の誘ゆう拐かいは私の領分しごとよ。エルヴィス殿でん下かとイヴァンジェリカ王女、ふたりに正式に命じられたわ。あなたに邪じや魔まはさせない」

「……」

　互いのあいだにある空気が張り詰める。

　睨み合いの中、耳が痛むほどの静せい寂じやくが通路を支配した。やがてアドルフは、心底からの溜め息をついたあと、くたびれたように額を押さえる。

「……自うぬ惚ぼれるなよ、海賊」

　指のあいだから覗く瞳に射い抜ぬかれ、反はん射しや的てきに身み構がまえた。

　出会って一番最初の日を思い出す、本当に暗い光を宿した目だった。アドルフからのまなざしに怯ひるむことなんて、これまではなかったのに。

「イヴとエルヴィスから花魂祭に出るよう命めいを受けたのは、俺だけだ」

　奇き妙みような言葉にクレアは眉根を寄せた。

「そんなはずないわ」

　反発心が胸の奥から湧わき上がり、そのままアドルフを見据える。

「だったらどうして私が花嫁役を演じることになるの？　偶然なわけないでしょう」

「当たり前だろ」

　アドルフが目を細める。

　その手がクレアに伸ばされた。決して逸そらせないようにおとがいを摑まれて、真まっ向こうから見下ろされる。




「俺が、お前を花嫁に選んだんだ」

「……っ!?」




　落とされたのは、信じられない言葉だった。

　その瞬間の自分がどんな顔をしたか、クレアは少しも分からない。ただただ、海のように青いアドルフの双眸を見詰め、幾いく度ども瞬きを繰くり返す。

「──うそ」

「分からせてやりゃいいのか」

「！」

　片目を眇すがめたアドルフの表情にぞくりとするような影が滲み、クレアは何故か言葉に詰まった。

　先ほどアドルフが、クレアに向けて「そんな表か情おをするな」と叱しかった理由に近しいものを、ここにきて初めて理解した。

「そういや、落ちる前に聞いたことの答えがまだだったな」

　引き寄せられそうになったのを悟さとり、クレアは少し後ずさる。すぐさま背中が壁に当たり、逃げ場がなくなった。

（だめ。……どうして、逃げてるの）

　アドルフから逃げる理由などないではないか。

　意見の相そう違いに反発したことも、殺し合うために剣を向けたこともある。共きよう闘とうして近くにいることはたびたびあったし、同じ船室で暮らしても平へい穏おん無事にやってきた。クレアはそれを、アドルフとのあいだにある、衝しよう突とつを乗り越えたゆえの信頼や好こう意いによるものだと疑ってこなかったのだ。

　ここでアドルフを恐れ、逃げてしまっては、それらがすべて壊れてしまう気がした。

　だというのに、アドルフはそんなこと構いもしていないようだ。間近に見下ろされ、先ほど言われた「俺が好きか」という言葉が頭を過ぎる。

「アド、ルフ」

　クレアはなんとかくちびるを開き、アドルフの肩を押しやろうとする。

「なんだよ」

「あ、あなたの指、少し熱い」

「こんなもんだろ」

　しれしれと否定されるが、そうでなければ輪りん郭かくに触れている彼の手の温度をこんなに意識してしまうはずがない。

「待って、アドルフ……」

　上手じようずに呼吸が出来なくなる。

　だというのに、決して嫌なわけではないのがどうかしていた。このままでは思考が保もたないと思い、クレアが本格的に抵てい抗こうしようとしたところで、アドルフが掠かすれた声を落とす。




「自分の花嫁に触って、何が悪い」

「……！」




　クレアはとうとう途と方ほうに暮れてしまった。

　髪を梳すくように撫なぜられて混乱する。一体どうしてこんな思いをしているのか、本当にわけが分からなかった。

　分かるのは、アドルフを怒らせたらしいことと、その報ほう復ふくとして息が止まるほどの強いまなざしで見据えられているということなのだ。

「そんなの」

　やっとひとつ息を継つぎ、何かから逃げるように俯いた。

「私を花嫁に選んだのは、戦えて、研究学院との事情を知っている人間を、花嫁に選ぶ必要があったからでしょう？」

　心臓が痛い。

　当たり前の事実を口にするだけなのに、そのせいでなんだか時間が掛かった。早はや鐘がねを刻きざむのが苦しく、クレアは思わずねだるように彼の袖そでを引く。

「……そうだって、言って……？」

　お願いだから。

　何がこんなに怖いのか、自分でも説明がつかない恐れだった。だが、望みは叶かなわない。

「お前を選ぶのに、理由がないわけねーだろ」

　目を伏ふせたアドルフの言葉が、耳の傍で紡がれる。

　思わず首を竦めたクレアの輪郭に、アドルフは再び触れる。綺き麗れいな指がクレアのくちびるをなぞる。

　こんな風に柔らかく辿られるのは初めてではない。けれどそういえば、以前アドルフがクレアにくちびるを重ねたときは、彼の温度など確かめる暇いとまもなかった。

「これでもまだ、俺が好きだって言うんなら」

　吐息が触れそうなほど傍で声を落とされ、呼吸が止まりそうになる。

　クレアの体が強こわ張ばったことには気付いているだろう。だからなのか、その双眸に自じ嘲ちようめいた色が滲んだ。




「……嫌いに、させてやろうか」

「……っ」




　掠れた声に、言い知れない痺れがクレアの体に走った。

　クレアはアドルフの服をぎゅっと握り締める。互いのくちびるがあと少しで触れる。クレアの手首を摑んだアドルフの指は、強引なのにとてもやさしい。

「あなたのことを、嫌いになる気なんて、ない……」

「……」

　震える声でそう答えると、アドルフは、クレアのくちびるに触れていた指をゆっくりと離した。

　解放された瞬間、クレアは思わずドレスの胸元を握り締める。首から提さげたカーヴェルの銀貨をお守りにするのは、大人になってから止めたはずなのに。

　それを見て、アドルフは嘲あざけるように鼻で笑った。

「どうでもいい答えだな」

　手首を取られる。

「お前を選んだ理由はある。……お前じゃなきゃ、あんな手段で護らない」

　それは、塔のバルコニーから一緒に落下したことか。

　それとも、ヒュドラの解げ毒どく剤ざいをクレアに飲ませたことか。いいや、きっとその両方だ。

「行くぞ」

　クレアの手首を摑んだまま、アドルフは歩き出す。

　クレアは逆らうことが出来ず、黙ってその後ろを歩くほかなかった。
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　クレアに与えられた客室は、城内の南に位置する塔とうの三階にある。

　雪が止やんでいるあいだは陽よう光こうが降り注そそぐ、明るい部屋だ。だが、このところのクレアの気持ちは重く沈んでいる。

「……まあ素す敵てき。ほら、とてもよくお似合いですわ！」

　着替えを手伝ってくれている王城の侍じ女じよたちが、クレアの隣となりで瞳ひとみを輝かせた。

「青のドレスは着こなしが難むずかしいのですけれど、クレアさまでしたら心配ありませんわね。細身のお体にぴったりのラインでしょう？」

「あ、ありがとうございます」

「髪はいかがいたします？　編み込みますか、それとも結い上げて？」

　鏡の前に立たされたクレアはこんな調子で、先ほどから殆ほとんど着せかえ人形のように彼女たちの言うことを聞いている。

　花か魂こん祭さいの衣い装しよう選びもいよいよ本番だ。本当はクレアひとりで色々と選ぶだけでなく、当日の段取りをアドルフと決めておきたい時期でもあるのだが、彼のことが頭を過よぎった瞬間再び胸のうちに靄もやが掛かった。

　クレアはあれから、アドルフに会っていない。

　彼の仕事が本格的に忙しくなってきたこともあるし、クレアはクレアで花魂祭の準備に走り回っている。けれど最大の理由は、会うのを避さけているからだ。

「いかがいたします？　ドレスはこの青色に決めてしまってよろしいですか？」

　クレアの髪を楽しそうに編む侍女が言った。もうひとりの侍女が、ドレスの裾すそを直しながら眉まゆを下げる。

「とても素敵ですけれど、花魂祭の儀ぎ式しきが夜に行われるということだけが懸け念ねんですわね。暗いところでは、どうしてもドレスのお色が沈んで見えますもの」

「確かにそうですわね。クレアさまいかがいたします？　もう少し鮮あざやかな色か、淡あわい色をご覧になりますか？」

　尋たずねられ、クレアは目の前の鏡を見た。

　普段好このんで纏まとうのが青いドレスだったため、つい習慣で青を選んでしまった。だが、せっかくの機会なら違う雰ふん囲い気きのドレスを着てみたくはある。海上生活では汚よごれの目立つ色を避けているため、淡い色合いのドレスなどはあまり縁えんがなかったのだ。

「……あの、じゃあ、白いドレスは」

「白！」

　侍女たちが驚いたように声を上げ、クレアはぎくりとした。

「まあ、白をお選びですのね！　お待ちくださいまし、すぐさまお持ちいたします！」

「いや！　いえ、ちょっと待ってください考えます！」

　どうしてかはしゃぐ侍女たちを慌あわてて止め、クレアはごめんなさいと頭を下げる。

　──アドルフが、白がいいと言ったのだ。

　あの場の会話を誤ご魔ま化かすための噓うそだったのか、気まぐれか、大した意味などなかったのかも分からない。クレアの中でも相あい反はんする感情が混ざり合い、白のドレスを着たいような、着たくないような複ふく雑ざつな心しん境きようだった。

「でも、素敵だと思いますわ。やっぱり花嫁衣装といえば、白のドレスですものね」

「え!?　そうなんですか？」

　思わぬ事実にますますたじろぐ。正式にはこの国の貴き族ぞくではないクレアに向け、侍女たちは嬉き々きとして伝統を説といた。

「ええ。この国で公式の場で純白を纏うのが許されているのは、王族か結婚式を迎える花嫁さまだけ。つまるところ、シェランド国女性みんなの憧あこがれの色なのですわ」

「もちろんクレアさまは花魂祭の『花嫁』役なのですから、白をお選びになってもなんの問題もございません」

「すぐに白のドレスをお持ちしましょうね。本当はクレアさまに合わせて仕立てたものがいいのでしょうけれど……」

「待ってください！　す、すぐじゃなくて大丈夫です、もう少し考えさせてください！　ごめんなさい！」

　もう日がない中ではあるが、どうしてか頷うなずきかねてしまう。脳のう裏りには、先日のアドルフの言葉が過ぎった。




『──自分の花嫁に触さわって、何が悪い』

「……っ」




　この場で蹲うずくまりたいような心境だ。侍女たちが不思議そうにしているが、とても理由は説明できない。

（大だい体たい、白が正式な花嫁衣装ってなに!?　妙みような噂うわさが立つと不ふ機き嫌げんになるくせに、知っていて白がいいなんて言ったのかしら。ううん、シェランドの騎き士しであるアドルフが知らないはずはないんだけれど、なにかの意い図とがあっての言葉？）

　クレアは深呼吸をし、自分に言い聞かせる。

（そもそも、こんなに考えるようなことじゃないわ。アドルフのことは好きだし、ただそれだけ……）

「それにしても、アドルフさまがとうとう花魂祭に出られるなんて」

　侍女はそう言いながら、ほうっと悩ましく溜ため息いきをついた。

「国民はみんな、儀式塔に参列される貴族の方々を羨うらやましく思っておりますわ。城下からは、塔の頂いただきにいらっしゃるアドルフさまを拝はい見けんすることは出来ませんもの」

「アドルフを、見たいんですか？」

「もちろんです！　五年前の終戦以降、アドルフさまが公式の場で王おう都と民みんの前にいらっしゃることは滅めつ多たになくなりましたから」

　言われてみれば、アドルフは普段イヴとシュガーが治めるノストリー島とうにいる。王都を訪れること自体が久し振りなのだろう。

「そこで花魂祭です。アドルフさまがようやく花魂祭の騎士をお務つとめになるのは、クレアさまの存在が大きいと伺っておりますわ」

「というと……」

「もう、隠かくさないでくださいませ。役だけでなく、おふたりは本当にご結婚を……」

「頼もーーーーー！」

　ばん、という大きな音を立てて扉が開かれた。侍女たちが小さな悲鳴を上げると共に、足音荒あらく部屋に隻せき眼がんの青年が入ってくる。クレアは呆れつつ、扉の外で待たせていた部下の名前を呼んだ。

「こら、ディーン！　着替えのときに入ってきちゃ駄だ目めって言ってるでしょ！」

「異い議ぎあり！　アドルフ・フォードにはそんな口うるさくしねーだろ！」

　意識していなかったアドルフとの距きよ離り感かんに言げん及きゆうされ、言葉に詰まる。たちまち「やっぱり！」と色めき立つ侍女たちに、ディーンは唸うなるような勢いきおいで言った。

「綺き麗れいなお姉さんたち、間違えねーように頼むぜ。クレアはあくまで花魂祭の花嫁『役』だ、そこんとこよろしく」

「ディーン、いい子にしなさい」

　クレアは小さく息を吐き、彼女たちを怯おびえさせかねないディーンの三つ編みを軽く引っ張る。ディーンはくるりと振り返ると、クレアのドレス姿を見てぱっと表情を明るくした。

「……うっわ、クレアかっわいいなあ！　お姫さまみてえ！」

「もう、あなたってマメに女性を褒ほめるのね。……でもありがとう」

「違うって、マメとかじゃなくて本気で可か愛わいいと思ってんの。さすがレオンの娘にして俺の主人だぜ、あんたのことを世界中に自じ慢まんしてやりてえ」

「……ありがとう」

　クレアより年上だが、子供のようにきらきらとした笑顔だった。素直に褒めてくれているらしいディーンを前に、クレアだっていつまでも沈んでいるわけにはいかない。

「ディーン。悪いけれど、お父さんのところに行ってジャンの予定を空あけておくよう伝えてもらえる？」

「ジャン？　ああ、本船の服職人か！」

「ええ。ドレスが決まったら、私に合わせて少し縫ぬい直してもらうことになってるの」

「任まかせろ。あんたの命令、間違いなく果はたして来てやるよ」

「よろしくね。午後は城下へお使いよ、それは一緒に出掛けましょ」

「おう！」

　ディーンは心の底から嬉うれしそうな光を瞳に宿し、三つ編みを尻尾しつぽのように揺らして部屋を出て行った。クレアは苦笑し、それから侍女たちに頭を下げる。

「うちの従じゆう者しやが騒そう々ぞうしくてごめんなさい」

「いいえ、明るくて素敵な方ですわね。ここはクレアさまのお部屋です、お気になさらず。それより、今度こそ白のドレスに……」

「やあやあ姫！　ご機き嫌げんいかがかな！」

　今度はなんだと振り返った侍女たちが、ディーンと入れ替わりで入ってきた人物の姿にぎょっとしてすぐさまこうべを垂たれる。

「エルヴィス王子殿でん下か！」

　王族と花嫁以外には許されないという純白を身に纏って現れたのは、上機嫌なエルヴィスことシュガーだった。

「ご機嫌ようというか、実はこれでも着替えの最中なんですけど」

「あれ？　ごめんごめん、ちょうど駄だ犬けんくんが出て行ったから。青のドレスいいじゃない、似合ってるよ。ね、アディ」

「！」

　シュガーに腕を引かれるようにして入ってきたのは、不機嫌そうな黒服の騎士だった。

「……アドルフ……」

　名前を呼ぶと、青色の目がこちらを見る。

　アドルフの態度は普段となんら変わりがない。シュガーの目め配くばせで退室する侍女が、アドルフにさりげない憧れの視線を送ってゆくものの、それにさしたる反応を示さないところまでいつも通りだった。

　まるで、あのとき何もなかったかのように。

「──さて。アディから大体の話は聞いたよ」

　侍女が去って三人だけになった部屋で、シュガーが口を開いた。

「森の中にある古びた建物。隠し扉に足あし跡あと、魔ま物ものの群れ！　その通路の先が、どうやら火の鳥を封ふうじた術じゆつ式しきとなる水すい路ろに続いているらしい。ああきな臭くさい、面おも白しろいなあ」

　歌うように言うシュガーは、クレアに構わず窓まど際ぎわの椅い子すに腰を下ろす。

「こいつはひょっとして、ついに火の鳥を復ふつ活かつさせる目め処どが立ったのかもしれないよ」

　肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえをつき、シュガーはにこりと笑った。

「目的のためなら戦争だって平気で起こすあのクソ親おや父じに、莫ばく大だいな力が渡ることになる。ひょっとしたら火の鳥の復活は終わりではなくて、さらなる悲ひ劇げきの始まりかもしれないね」

　彼の言葉に宿る不ふ穏おんに、クレアはくちびるを結ぶ。自分の中の動どう揺ようも混乱も、いまこのときは小さなものだ。

「ふたりともちょうどよかったわ。研究者の誘ゆう拐かい方法について提てい案あんがあるの」

　顔を上げたクレアを、扉に背を預けたアドルフが見み遣やる。シュガーが上うわ目め遣づかいにこちらを見上げ、頰杖のままで促うながしてきた。

「お考えをどうぞ、姫」

　クレアは頷き、口を開く。




「研究者を抱かかえて、塔の頂から飛び降りるわ」




　シュガーがひとつ瞬まばたきをした。

　アドルフは目を細め、何も言わない。驚かれるのは承しよう知ちの上だったので、クレアは構わず説明を続ける。

「儀式塔は結構な高さだけれど、その周囲をぐるりと水路が囲んでいる。火の鳥を封じるための方ほう陣じんだからでしょうね、調べると儀式塔の周囲は特に幅はばが広くて深くなってたの。なんでも水深は、最大で五メートルに調整出来るとか」

「ちょっと待ってよ姫、正気なの？」

「ええ。それに見て、儀式塔にはいくつかの窓がある」

　クレアの部屋からはちょうど儀式に使う塔が見える。窓を開き、身を乗り出すと、冷たい風がクレアの髪を乱した。

「その窓の上に天てん蓋がいを作って、水路と同じく塔を囲うように帆はん布ぷを張るの。さすがに一直線に水路へ落ちるのは怖いけれど、帆布を目め掛がけて飛び降りたらどうかしら。うっかり突き破やぶったとしても、それでかなりの衝しよう撃げきを殺せるのは実じつ証しよう済みよ」

　もっとも確かめたのは木の枝を利用する方法だが、帆布の方が効こう果かは高いはずだ。

「確か、儀式塔は花魂祭の飾り付けをするのよね？　シュガーの力でその帆布に飾りを施ほどこして、見た目を誤魔化せないかしら。いっぱいの花とか、落らつ下かのとき邪じや魔まにならないやり方で」

　風の影響を受けたときは、腹を括くくって水路の上に上う手まく落ちるしかない。とはいえそのやり方も、マストから海に落ちたときの対たい処しよとしては海賊の得意とするところだ。

「警けい備びの状況だって、塔周辺の水路なんか見み張はり程度しか必要ないはずだし。アドルフがそこの警備を減らすよう調整したって怪あやしまれる心配もない」

　クレアは振り返り、窓を背にしたまま両手を広げる。

「万が一のときも、『誘拐』ではなく『落下事故』で済ませられるかも。……どうかしら」

　無茶なやり方だという自覚はある。

　クレアは覚かく悟ごが決まっているものの、アドルフがどう感じるかは分からない。目を見て尋ねることが出来ず、なんとなくシュガーを見てしまうのだが、驚いたようにクレアを眺めていたシュガーが「なるほどね」と口元を緩ゆるませた。

「まさか、姫がアディと同意見とは」

「え？」

　思わぬ言葉に、クレアはとうとうアドルフを見上げた。扉に背を預けたアドルフは、腕を組んで黙ったままだ。

「実は、アディからもそんな提案があったんだよ。さすがにいきなり良しといえる策でもなかったから、ひとまず姫の意見を訊いておこうと思ってここに来たんだけど。……君たちそれ、ふたりで作戦を練ねったんじゃないの？」

　クレアはぶんぶんと首を横に振る。アドルフとはあの日から会っていないのだから、話し合う時間などあるはずもない。よもやアドルフもクレアと同じく、バルコニーから落ちたことでこの方法を思い付いたのだろうか。

「父王陛へい下かと研究者が、どんな目的を持っているかは分からないけれど。復活が近いならジジイ共、封印の方陣になる水路を破は壊かいする可か能のう性せいも十分にあるな」

　シュガーの言葉に、アドルフがどうでもよさそうな声の調子で言った。

「封印を壊すなら、花魂祭が佳か境きように入る儀式より先だな。国民が水路に花を落とす前だ」

「わー、ぶち壊こわすのに砲ほうとか使っちゃうかな？　あの人が王都を離れた理由も、大事な水路が壊れた責せき任にんを直接かぶらなくて済むからかも。とはいえ、さすがにすべての水路を見張るわけにもいかないしねえ」

「うちの船を使うのはどうかしら？」

　クレアの提案に、ふたりの視線が注がれる。

「一いつ隻せきを港に待たい機きさせて、頃合いになったら危なくない方角に大たい砲ほうを撃うつの。水路の破壊を完全に防ふせぐことはできないけれど、その音を聞けば港の防ぼう戦せんに王都の騎士は動く。逆にそれでも動かない箇か所しよが、大事な理由で警備を離れられない場所ということになるわね」

「つまり国王に秘ひ密みつ裏りの命令を下されているかもしれないって？　素敵な提案だ。でもまさか姫、カーヴェルの名前で喧けん嘩かを売ってくれるってこと？　父王陛下は表向き勤きん勉べんな王だ。仕事をしたことがある同どう盟めい海かい賊ぞくの船と船員くらいは全部把は握あくされてるよ。ご不在でもその情報は騎士たちに共有されている」

「エルヴィス。……こいつが言う船は、王にさえ目通りをしてない船って意味だ」

「その通りよ」

　アドルフの言葉に同意して、クレアは頷く。

「カーヴェルにはとても我わが儘ままな船があるの。なにせ、お父さんが総船長になって以来一度もまともに従したがったことがなかった船よ。国王陛下どころか、シェランド王国との『仕事』にだって十年以上参加していない」

　父を慕したうあまり反発のような形になり、カーヴェルの中でも特とく異いな存在として漂ただよい続けた船だ。だが、その問題児ぶりが今回の条件には好こう都つ合ごうとして働いた。つくづく分からないものだと思い、クレアは笑う。

「花魂祭には、リトア号わたしのふねを出すわ」

　カーヴェルの海かい賊ぞく旗きを降ろせば、王にだってその正体は分からない。

「……めちゃくちゃだなあ」

　シュガーの言葉に首をかしげ、クレアは言った。

「でも、あなたが頼ってきたのよ？」

「分かってる。アディ、君はどう？　本当に本気？」

「うっせーな。渋るなら別の案を出してから言え」

「ご尤もつとも」

「決まりね」

　ここからは、いよいよ当日に向けて動くことになるのだ。

「そうと決まったらアディ、早さつ速そく当日の配置を詰め直してくれるかな。忙しくなるよ、さくさくいこう」

「とっくに始めてる。……おい、クレア」

「！」

　名前を呼ばれ、思わず肩が跳はねた。忘れていたあの日の動揺を思い出し、おずおずとアドルフを見上げる。

「な、なに？」

「髪」

　もしかして、先ほどの風で髪が乱れたのだろうか。そう思い当たったのと、こちらに歩いてきたアドルフがクレアに向けて手を伸ばすのは同時だった。

「──っ」

　咄とつ嗟さに息を詰め、身み構がまえてしまう。しまったと思ったのは、眉まゆ根ねを寄せたアドルフと目が合ってからだった。

「……あ」

　ちゃんと会話をしなくては。

　口を開こうとしたが、アドルフは髪に触ふれることなく手を引いた。次ついで、ふいとクレアから目を逸そらす。

「見苦しいから、さっさと直せ」

「…………うん……」

　クレアは俯うつむき、アドルフが触れようとしてくれた横髪をくしゃりと握にぎり込んだ。

　別に怖がるつもりもなければ、嫌いやだったわけでもない。なのに、心臓が痛いのはどうしてだろう。

「ん？　もしかしておふたり、喧嘩中？」

　その様子を見ていたシュガーが、笑顔のままでことんと首をかしげた。

「してない」

「……してな……」

　即そく答とうしたアドルフに反し、クレアは思わず口ごもる。しかしアドルフが何も言わないので、シュガーも何かを汲くんだようだ。

「もういいだろ、エルヴィス。俺は仕事に戻るぞ」

「ああうん。そういえば君にも言ってなかったけど、森の建物とやらには監かん視しをつけたよ」

「動きは？」

「残念ながらいまのところはね。何かあればすぐ知らせる」

「当たり前だ」

　言い捨ててアドルフは部屋を出て行った。扉が閉まり、アドルフの足音が遠ざかったあと、ひらひらと手を振っていたシュガーがクレアを見る。

「姫」

「なあに？」

「あいつ、君に隠しごとしてるよ」

　クレアは渋じゆう面めんを作ってしまった。

　唐とう突とつな上、わざわざクレアに告つげる意味が分からない宣せん言げんだ。話してほしいなどという資格はないので次の出方を迷っていると、シュガーはひとりで喋しやべり始めた。

「例の、森の中にある建物の件でね。魔物がいるから気軽には調べられないし、いまはとりあえず見張りをつけてあるけれど、アディは調査が必要なら自分が行くって言ってたよ」

「アドルフが？」

「でも、そうなっても姫には絶対に言うなって。なんでだろうね？」

　クレアはくちびるを結ぶ。

　それをシュガーがあっさりとクレアに話してしまった是ぜ非ひはともかく、アドルフが言った意味が胸に刺さった。

　アドルフだって、あの通路の先のことは捨て置けないと思っているのだ。

　引き返した理由はやはりクレアだったのだろう。クレアを案じ、気遣ったからこそ強い言い方をしてまで引き返した。その代わりに、自分が行くとシュガーに提案してまで。

「あいつ、このままじゃひとりで何かをやらかすかもしれない。意外に思うかもしれないけど、案外そういうやつなんだ」

「……知ってるわ。アドルフが、私を護るためにそんなことを言っているのも」

　クレアの言葉に、シュガーは意外そうに目を丸くした。

「シュガー。ひとつだけ、話しておくわね」

　クレアは心を決め、シュガーの前にある椅子を引く。

　小さな円えん卓たく越しに彼と向かい合い、深呼吸のあとで真まっ直すぐに言った。

「私は、魔物を『呼ぶ』ことが出来るの」

「──」

　シュガーにしては珍しく、純粋な驚きの感情がその顔に浮かんだ。

「呼ぶだけじゃない。やり方によっては従わせたり、協力しあったりすることも可能よ。……死にかけた魔物を、死なせることだって出来た」

「ちょっと待った。一体何を言い出してるわけ、今いま更さら君が研究学院の人間だって？」

「研究学院は関係ない。私は小さなころからこの力があって、お父さんやカーヴェルの仲間は知ってるわ。それに、アドルフも」

　シュガーの目が、探るような強さと鋭するどさでクレアを睨にらみ付けた。

　激げき情じようなど見えないのに、言い知れない重じゆう圧あつ感かんをおぼえる目だった。けれど、クレアに怯ひるむつもりは毛もう頭とうない。

「力を使うには、制せい約やくもいくつか。存在を認にん識しきしている魔物にしか力が及およばないことと、私がその魔物を信頼する必要があること。そして魔物の望みに、私の言葉がある程度は沿うこと」

　クレアは小さく深呼吸をし、目を伏ふせた。

「通路を護るケルベロスを、私の力で従わせることは出来た。けれど、アドルフは先に進むのを嫌がったの。きっと、研究者かその支し配はい下かにある魔物に近付いたとき聞こえる声に、私がひどく影響されるからだわ」

　アドルフはその痛みの原因を、魔物がクレアを呼ぶからではないかと言っていた。

　クレアの方は反対に、魔物研究学院による研究の成果ではないかと考えている。研究者の侍女と思われるリリイの言葉によって、同じ痛みを覚えたからだ。

　いずれにせよアドルフは、その両方に繫つながるであろう道にクレアを引き込むことを嫌きらった。

「どうして、いまになって僕に話したの？」

　シュガーの静かな声は、クレアのことをまだ信じていない様子を窺うかがわせる。元より覚悟の上なので、構わずに言葉を紡つむいだ。

「あなたはきっと、私を利用するでしょう」

「なんだって？」

「あなたなら、私の力をすぐさま計算に組み込んで動くはずだわ。一番便利な使い方をして、有ゆう益えきに動かす」

　この油ゆ断だんならない王子のことを、クレアはそう評価する。

「魔物が蠢うごめくあの通路に、アドルフひとりを向かわせるなんて愚ぐ行こうは犯おかさないでしょう？」

「……」

　シュガーはしばらく、何も言わなかった。

　それは思考しているようにも見えたし、クレアのことを未み知ちの存在として眺めているだけのようにも見えた。だが、やがて彼は口を開く。

「そっか」

　まるで小さな子供みたいに、素直な響ひびきの言葉だった。

「アディの切り札は、君だったのか」

　それがどういう意味を持つのか、クレアには分からない。けれど、シュガーは静かに溜め息をつく。

「……アディはいつから君の力について知ってるの？」

「出会ってすぐによ」

「駄目だなあ。せっかくアディと共有した秘密なのに、僕に話したりしたらまたあいつが嫉しつ妬としちゃうよ？」

　苦笑に近い柔やわらかな笑みが浮かんだが、何も世界にふたりだけの秘密というわけではない。しかし、シュガーは聞く耳を持たず目を瞑つむる。

「僕や駄犬くんが君と行動してるときのアディは、独どく占せん欲よく全開で面白いからね。どうせなら、そういうものが見ていたいな」

「そういうものって？」

「醜みにくいものだよ。いまの君たちみたいに『お互いを護る』とか、『庇かばう』とかそういうお綺麗なものよりも、嫉妬や独占欲みたいな感情のほうがずっといい。……分かりやすくて、安心する……」

　シュガーは椅子の背せ凭もたれに身を預け、何ど処こか気だるげに言った。

「人の本質は、すごく、汚きたないものなんだ」

「そうかしら」

「そうだよ。汚く醜い本質を、どれだけ綺麗に見せかけるかが生きざまだ。人殺しを突き詰めればアディのような英雄になるし、嫉妬を飾れば『君のためだ』って大たい義ぎ名めい分ぶんにもなる。人は醜い本音に正しさを名付けないと生きていけないんだ。でも、僕はそういうものは好きじゃない。そういうお綺麗なものたちが、王族ぼくたちを殺すから」

　シュガーが何を言わんとしているか、クレアにはよく分からなかった。でも、ひとつだけ言い切れることがある。

「綺麗でも、汚くても、あなたがこの国に対して捧ささげようとしているものは本物だわ」

「！」

　その瞬間、炎ほのおよりも鮮やかな赤の瞳が、驚いたようにクレアを見た。

「それどころか、あなたは綺麗なものも汚いものも利用してこの国のために動いている。あなたはそれを自分の居場所を得るためだと言っていたけれど、何が悪いの？」

　結局のところ、誰だってそうだ。

　本当に他人のために動く人間などいない。他人のためだけに動けるわけがない。誰かのためになりたいという情熱だって、裏を返せばすべて『自分のため』なのだから。

「私にだって、なりふり構わず護りたいものがある」

　クレアはゆっくりと口にした。

「だから、私の力を利用して、あなたとアドルフの望みを叶かなえて」

　この国から戦争の火を消す。

　やがて、人が人を護る必要のない場所にする。

　彼らふたりの望みを叶えるためには、この国へ争いを引き起こす要因を消さなければならない。それに研究者たちに支配されそうになっている火の鳥だって、クレアにとっては等しく護るべき存在なのだ。

「アディのことは、嫌いじゃないよ」

　シュガーは、小さく息をついた。

「知ってるわ」

「……いつか誰かに殺されるなら、イヴかアディがいいなってくらいには、あいつのことが好きだよ」

「あなた、相変わらず悪趣味ね……」

　自分の葬そう儀ぎについて夢を膨ふくらませ、わくわくと墓はか暴あばきの話をするのが普段のシュガーだ。だが、このときばかりは真しん摯しな表情のまま席を立つ。

「──約束は守るよ、クレア・カーヴェル」

　改めてクレアの名前を呼んだシュガーは、扉に向かって歩き始めた。

「あいつと、ずっと約束をしているんだ。たとえ地じ獄ごくに堕おちてでもってね」

「シュガー。ひとつだけ教えて」

　立ち止まったシュガーの背中に、クレアは問う。これまでに幾いく度どか語られているようで、その実一度も聞いたことがない彼についてを。

「あなたの夢は何？」

　国を護る王子としてではなく、彼自身に望むものはあるのだろうか。

　シュガーはすぐに振り返り、ふわりと笑ってこう言った。

「世界平和、かな」

「……そう」

　クレアは小さく苦笑する。

　冗じよう談だんめかした言葉であったし、クレアが本当に聞きたかった返事ではない。けれど、それが決して偽いつわりでないことだけは、なんとなく分かった。
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　午後になり、戻ってきたディーンと昼食を取ったあとは、約束通りふたりで出掛けた。

　ディーンはとびきり上機嫌で、クレアが雪に転ばないよう手を引きたがったり先せん導どうして歩いたりと忙しそうだ。さくさくと白い道に足跡をつけながら、クレアは辺りを見渡す。

「すごいわね。街中が赤い色」

「よくまあ枯かれねーよな、花も」

　並ぶ家々や店先、それらの周りをいっぱいの花はな籠かごやリースが飾っているのだ。薄く雪の掛かった街で、赤の色しき彩さいは目にまぶしい。

「お！　見えてきたぜクレア」

　ディーンが示したのは、この通りに面した店のうちでも一番立りつ派ぱな外がい観かんの店だった。扉の上に掛かる看板を見れば、そこが酒場なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「俺調べ、王都一番の酒場だ。昼間っから開いてるし食い物は旨うまいし、申し分なしだぜ」

「ありがとう。お利り口こうね」

　ディーンはふふんと胸を張る。酒場の前まで来ると立ち止まり、クレアを見下ろした。

「それで？　だからって、まさか本当に飲み食いするために来たわけじゃないんだろ？」

「ええ。人に会いに来たの」

　クレアは笑い、迷わずに両開きの扉を押し開く。その瞬間、酒場からは酒しゆ気きと共に盛せい況きような酒しゆ宴えんの声が聞こえてきた。

　さすが大きな街だけあって、夜でもないのに随ずい分ぶんな人の入りだ。裏うら路ろ地じには他に昼間から営業している酒場もあるようだが、何処でもよかったわけではない。酒好きの人間が入り浸びたる、そんな店を選ぶ必要があった。

　そして、ディーンの嗅きゆう覚かくは正しかったようだ。

「ん？　おいクレア、あれってもしかして」

　店の隅すみで酒を飲む赤毛の人物を見付け、ディーンがそちらを指さす。クレアに気付いたその人物は高く杯さかずきを掲かかげ、待ってましたと言わんばかりにぶんぶんと手を振った。

「やっほーッス、クレア嬢！　そろそろ来るかと思ってたッスよ！」

「あー！　やっぱりそうじゃねえか、情報屋の……」

　そこにいたのは、人当たりの良い笑顔を浮かべた青年だ。ディーンと同じようにお調子者で人ひと懐なつっこい素そ振ぶりを見せるのだが、その実職しよく業ぎよう柄がらなのか、他人を信用していない。

「ギル」

　クレアが名前を呼ぶと、情報屋の青年ギルは笑って向かいの席を示した。

　彼は、カーヴェル海賊団がひいきにする情報屋だ。『会いたいとき、酒の傍そばに行けば必ず会える』という風ふう説せつがあるほどで、実際に大たい抵ていは見付けることが出来た。

「ディーンの兄あに貴きを部下にしたって噂、やっぱ本当だったんスね。兄貴、前に約束してた例のいい店には一体いつ付き合ってくれるんス？」

「やめろギル坊ぼう。俺はいまクレアのために働くので忙しーの、お子さま相手はそのうちな」

「そうね。仕事の依い頼らいよギル」

　クレアは椅子を引き、ギルの前に座る。隣のディーンの分も麦ばく酒しゆを注文し、早速本題に入った。

「あなたならすぐに調べのつく内容だわ。まず、シェランド王国が近年の戦争で滅ぼした国の中から探してほしいものがあるの」
















「えー、前に言ったでしょクレア嬢？　俺って安やす請うけ合いしない主しゆ義ぎなんスよ、信頼が肝かん心じんな商売なんで」

　ギルはそんなことを言いつつも、ポケットから羊よう皮ひ紙しの束たばを取り出した。歌うような素振りでペンを走らせ、書き始めたのは国名のようだ。

「近年ってのは仮に十年以内として、小国も入れたらざっと十一カ国。で？　この中から何を探すんス？」

「……まず、このうちアドルフが滅ぼしたと形けい容ようできる国はいくつ？」

「十一カ国全部ッスね」

　こともなく言ってのけられる。ある程度は予想していたことなので、クレアは麦酒を受け取って乾杯をしつつ、一いつ拍ぱく置いて次の質問をした。

「この中で、竜りゆうの剣を持っていた国はあるかしら」

　ディーンとギルがこちらを見る。

「それって、あの美人が竜の剣を持っていたからか？」

「ええ。竜の剣の価か値ちを考えれば、一個人が持っているとはどうしても考えにくいわ。リリイの正体もそこから辿たどれないかと思って」

　花魂祭における懸念のひとつは、アドルフを憎にくむリリイの存在だ。研究者の侍女という推すい測そくが正しければ、彼はきっと儀式の会場に現れる。

「んー、聞いたことはないッスけど。竜の剣は持ってること自体が権けん威いの象しよう徴ちようッス。敢あえて隠してた国があるとも思えないし、この中にはないと見て間違いないんじゃないッスか？」

「そう……」

　確かにリリイはあのとき、竜の剣にそれほどの価値はないと言っていた。

　だとすると、竜の剣は彼自身にまつわるものではなくシェランド王家が与えたものの可能性が高くなる。現に、彼にとってはそれよりももっと重要なものがあったのだ。

「なら、リヴァイアサンの卵らん殻かくを用もちいたブローチはどう？」

「それなら該がい当とう。この国の国宝ッス」

　よく使い込んであるギルのペンが、羊皮紙に書いた国をすぐさま示す。

「オルトニア国」

　国名の下に引かれたインクの線が、じわりと滲にじんだ。

「シェランド国が五年前に戦争を仕掛けた国ッスね。いまは完全にシェランドに取り込まれて、領りよう地ちも有ゆう効こう活用されてるはずッス」

「王子に……ううん、王女も含めて銀ぎん髪ぱつの人はいる？」

「無茶ぶりッスねクレア嬢。さすがの俺も、王族の髪色までは調べないとなー」

「そもそもご存ぞん命めいなのかしら。もしかしたらもう」

「確かひとりだけ、終戦時点では生きていた王族がいるッス」

　ギルの言葉に、クレアは顔を上げた。

「元騎士から聞いた話なんで間違いないッスよ。オルトニア国の最後は、王族の皆みな殺ごろしが命めいじられてたとか？　余よ談だんだけど一般国民や土地、それから図書館だかには一切手出しをしなかったとかで、オルトニア国民は比較的すんなりシェランドに従ったそうッス」

　図書館に手を出さなかったのは、シェランド王にとってそれこそが最たる目的だったからだろう。恐らくは、そこに火の鳥に関する知識が眠っていると踏ふんだのだ。

「そのとき王族でひとりだけ、当時十一歳の王子が生かされた。──それも、アドルフ・フォードの取とり計はからいで」

「！」

　思わぬところでアドルフの名前が出たものだ。

「王子の名前はリーンハルト・オルトニア。いまは十六歳ッスかね？　そのとき現場を指し揮きしていたアドルフ・フォードが捕ほ虜りよとしてシェランド王に献けん上じようしたって話ッスけど、あれは殺さずに済むよう助けたんだってのが元騎士の見けん解かいッスね」

「……アドルフが」

　終戦前の出来事なら、それはアドルフが妹を亡くす前だ。つまり、彼が人を護ることに絶ぜつ望ぼうしきる前の話になる。

「でも、助けたのがよかったのかどうかは分かんねーッスよ。リーンハルト王子は以来何処にも姿を見せちゃいないし、なぜか公おおやけには捕虜として発表されてないッスから。下へ手たしたらもう殺されてる可能性だって……」

「生きてるわ」

　クレアの言葉に、ギルが興味深そうに「へえ」と首をかしげる。

　国宝だったリヴァイアサンのブローチを形かた見みとして持ち、騎士の目から逃げるようにして王都を歩く、クレアと同い年くらいの少年。五年前ならば当時十一歳として、年ねん齢れいまでが見事に当てはまるのだ。

「ありがとうギル。知りたいことは大体分かったから、もう行くわ」

「げ。おいクレア、もう帰るのかよ！　このチーズ絶ぜつ品ぴんだったぜ、もう一皿注文するから食ってみなって」

　早々に飽あきて隣で麦酒を飲んでいたディーンに苦笑を向け、「ごめんね」と頭を撫なでる。

「ギルと遊んでていいわよ。夕ご飯までには帰ってきてね、心配するから」

「クレア。薄うす々うす思ってたが、あんた俺のこと餓ガ鬼キ扱あつかいしてるだろ」

　子供というよりも飼い犬のような心境なのだが、そう言うと怒るだろうか。

「花魂祭の準備が十分じゃないって痛つう感かんしたから、帰って続きをやるわ。アドルフがいなくても、当日の流れくらいはひとりで追えるだろうし」

「準備なんかしなくていいって！　何度も言うけどちゅーだぞちゅー。むしろ適当にやれよ、何がなんでも！」

「う……。そうだった、キそスれがあったんだわ……」

　いままでと違って明らかな動揺を見せたクレアに、ディーンが「お」と明るい顔をする。

「な？　やっぱり嫌だよな」

「嫌、というか……」

「あんなやつに気ィ使う必要ねーって。このところお互い避けてるだろ」

　シュガーにも指し摘てきされたあたり、どうしても表に出てしまっているらしい。ディーンは真摯なまなざしで、クレアを見上げる。

「アドルフ・フォードに妙なことされたら言えよ。何があってもあんたの味方をしてやる、あんたは俺の船長なんだ」

　本当に、出会った当初からは考えられない言葉だった。

「ありがとう、ディーン」

　クレアの言葉に、ディーンは照れもせず「当たり前だろ」と言い切った。クレアはギルには情報料を、ディーンにはこの場における酒代として金貨を手渡す。ディーンからはつっぱねられたが、船員の酒代を払うのは船長の甲か斐い性しようだ。

「またよろしくね、ギル」

「はいッスー。今後ともどーぞごひいきに」

　ひらひらと手を振る彼らを背に、クレアは酒場を後にした。
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（研究者は、ある程度の年齢を重ねた人になるだろうって、シュガーは言っていたわ）

　王都の街並みを歩きながら、クレアは黙々とそんなことを考えている。

（確かに研究が何十年も続いている以上、そうなのかもしれない。けれど私がシェランド王だったらどうするかしら。何よりも果たしたい大事な研究を、ご老人ひとりに任せて安心できる？　人にはいつ、どんな災さい厄やくが降りかかるかも分からないのに）

　だからこそ、カーヴェル海賊団ではいくつもの船に船長を立てている。

　総船長である父がいない場でも動けるように。あるいは、父がいなくなっても立ちゆくように。カーヴェルにとっての父は非常に重要な人物だが、父がいなくなったからといって、海賊団そのものがすぐさま壊かい滅めつするようには組織されていない。

（私だったら、せめてもうひとり研究者に足たる人物を用意するわ。『筆ひつ頭とう』研究者という呼び方をされている以上、きっと魔物研究学院も同じ。……だけど、リリイを侍女としてつけているという推測が事実だとしたら）

　しかしそれは、とても考えにくいことなのだ。

（リーンハルト王子はシェランドを憎んでいる。そんな人物を、シェランド国にとって大事な研究者の傍に置くものかしら？　宝の傍に、火ひ種だねを置くような真ま似ねをして）

　気に掛かる事実がもうひとつある。

（シェランドと戦争した国は、魔物の支配についての知識が少なからずある国ばかり。リリイに名前を呼ばれると頭が痛くなる理由は分からないけれど、魔物を呼ぶ力と関わりがあるのなら）

　リリイことリーンハルト王子は、少なくとも単なる研究者の世話係ではないはずだ。

　クレアはゆっくりと、東の空を見上げる。

　その先には、シェランド王城の塔がそびえ立っていた。灰色の雲からは、やがて粉こな雪ゆきが舞い始める。
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　それからまもなくして、花魂祭の日がやってきた。

　宴うたげは三日続く。一夜目は近海で『仕事』をしていたカーヴェルの仲間が王都に戻ってきたので、クレアは久し振りに仲間と酒を酌くみ交かわした。翌日行われる儀式の『花嫁』となることをからかわれ、架か空くうの嫁入りを嘆なげかれて、夜はなだらかに更ふけてゆく。

　そして、『騎士と花嫁』の儀式が行われる二日目の朝。

　クレアはその日、少し遅い時間まで寝しん台だいの中にいた。準備を手伝ってくれていた侍女たちに「夜は長なが丁ちよう場ばですよ」と脅おどされたため、体力の温存を計はかってみたのだ。

　それに、アドルフとは結局あれから距離を置いたままだった。仕事に支し障しようは出ていないつもりだが、どことなく気分が重いのは否いなめない。

　夕方になって僅わずかな食事を取ったあとは、いよいよ本格的な支し度たくに放り込まれた。

　花や果くだ物ものを浮かべた湯船を用意され、なんと一時間もこの中に入るのだという。侍女たちの手伝いを必死で断ことわってから自分で髪を洗い、言い付け通りにふやけるまで浸つかってみると、湯ゆ浴あみを終えるころには肌も髪も驚くほど滑なめらかな触り心地ごこちになっていた。おまけに甘あまくていい匂いがする。

　そして、衣装への着替えだ。

　前日までの打ち合わせ通り、侍女たちは鮮やかな手並みでクレアを着替えさせた。本船の職人に頼み、ドレスには武器を仕込むための隠しポケットを誂あつらえてあるのだが、職人の腕がいいお陰かげか特に怪しまれることなく着替えを終える。髪を綺麗に結い上げてもらい、くちびるや目元だけに淡く化け粧しようを施ほどこしたあとは、大おお袈げ裟さな感動に打ち震ふるえるディーンと儀式塔に向かった。

　ここから先の立ち入りは、許された者だけだ。

「それじゃあね、ディーン。後のことは頼んだわ、粗そ相そうのないように」

「おう。あんたなら大丈夫だ、信じてるぜ？　クレア」

　言葉を交かわし、クレアはひとりで儀式塔の階段を上がり始める。既すでに貴族の賓ひん客きやくや国王の影武者、研究者は頂におり、祭りを楽しみながら儀式の時間を待っているだろう。

　儀式の開始はいまからちょうど一時間後だ。

（……アドルフはどこかしら）

　ドレスの裾を摘つまみ、一段ずつ上りながら考える。以前初めて船上パーティーに出たときよりは上う手まくやれるだろうが、さすがに少しは緊きん張ちようしていた。

（階段はここで終わりだけど……こっちの扉が控ひかえ室ね、確か）

　以前下見に来たときは、誘拐時の逃とう走そう経けい路ろを考えるので手一杯だった。事前に見取り図を使って確かめていたものの、若じやつ干かんの不安が生まれる。

　ノックをする前に様子を窺っておくべきだろうか。そうっと手を掛けたのと、扉が中から開くのは同時だった。

「きゃ！」

　驚いて後ずさろうとするも、手首を摑つかんで引きずり込まれる。後ろ手に扉が閉まる音を聞きながら、クレアは息を吞のんだ。

「……アドルフ……」

「扉の前で何やってんだ、お前は」

　アドルフの今日の装よそおいは、黒いシェランド騎士の制服に白の手袋を着けた正せい装そうだ。

　普段より明らかに華はなやかなのは、マントが装そう飾しよくのついた真しん紅くのものに変わっていることとその胸に飾られた勲くん章しようのためだろう。動くたびじゃらじゃらと鳴るほどで圧あつ巻かんだ。

　それから、前髪を上げている。

　些さ細さいな変化だが、初めて見る姿だった。クレアは思わず見詰め、ぽかんとしてしまう。

　そういえば、驚くほどに綺麗な外見をしている男なのだ。

　見た目が整っていることはきちんと認識しているのだが、まるで惹ひき付けられるようだと感じるのは出会った当初から数回ほどだった。アドルフは怪け訝げんそうに眉根を寄せていたが、やがてクレアの全身を眺めるように見下ろす。

　クレアは途と端たんに自分の装いを思い出した。

　ここ数日避けていた相手だという事実よりも、ずっと大きな気まずさがせり上がる。アドルフが口を開こうとしたので、慌ててそれを言葉で制せいした。

「待って！」

「……まだ何も言ってねー」

「だから待って！　そのまま何も言わないで！」

　アドルフのマントを奪うばって体に巻き着けたいような衝しよう動どうに駆かられ、かぶりを振る。何しろクレアが纏っているのは、この国で本物の花嫁のみ許された白のドレスなのだから。

　華きや奢しやで膨らみの少ない体を隠すため、却かえってそういったラインが似合うドレスを侍女たちが選んでくれた。

　美しい曲線の裾は白く透すけた布地を幾いく重えにも重ね、風をはらむと花の蕾つぼみのように広がる。この中へ密ひそやかに短たん刀とうと銃じゆうを隠していることなど、誰も気付きはしないだろう。

　しかし。

「……恥はずかしくて死にそう……」

　クレアは熱くなった頰ほおを両手で押さえ、心の底から呟つぶやいた。
















　あれから侍女たちと色々考え、結局『白』に決めたのだ。「花嫁にふさわしいです」と侍女たちに言われたが、どちらかといえばアドルフの言葉による影響が大きい。

　しかし、人のために選んだドレスを着ることなど初めてなので、その相手にどう見せたらいいかが分からないのだ。そもそも「白がいい」と言ったアドルフに、それほど強い希望があったようにも見えなかったのに。

「に、似合わなかったらごめんなさい。でも……」

「………………」

「……ア、アドルフ？」

　本当に何も言わないアドルフを上目遣いに見上げ、心配になる。

　いつもならクレアが止めたところで毒どくのある言葉を吐はくだろうに、アドルフは眉根を寄せたままだ。

　まさか言葉もないほど似合わないのだろうかと心配になって、クレアは自身の背中に手を回した。

「……何やってんだ」

「ぬ、脱ぐ」

「は？」

「脱ぐの。やっぱり駄目、恥ずかしくて死んじゃう前に……」

「馬ば鹿かか」

　アドルフは少しだけ焦あせったような色を滲ませつつ、クレアの手を摑む。久し振りの接せつ触しよくに驚いたが、心境としてはそれどころではない。

「そのまま着てろ」

　アドルフの声に、眉を下げる。

「でも」

「……いいから、着てろ」

　一段小さな声で言われ、どうしてか逆らえずにこくんと頷いた。アドルフは小さな溜め息をついたあと、クレアから離れる。

「寒くはねーのか」

「へ……平気。お腹なかのところやポケットに、火の魔物の卵殻をたくさん入れてあるの」

「ならいい」

　それからアドルフは、特とく段だん興味がなさそうな様子でこう言った。

「研究者は既に会場に入ったらしい。当初の予定通り、王の方は影かげ武む者しやだ」

『不調のため』遠方で療りよう養ようしている王と滅多に姿を見せない研究者、彼らのあいだにある計画はいまだ不明なままだ。

　とはいえ、火の鳥の復活を目もく論ろんでいるだろうという予想は外はずれていないはずだ。

　アドルフは少しだけ思し案あんする様子を見せたが、やがてクレアに手を差し出した。

「まあいい。そろそろ行くぞ」

「……決行までには、もう少し時間があるんじゃないかしら」

「甘あめェんだよ。出て行ってすぐに自由な時間が出来ると思うな」

　そんなものだろうか。

　決行の時間は儀式の三十分ほど前を予定していたが、早めに動くに越したことがないのは確かだろう。クレアは少しだけ躊ちゆう躇ちよしたあと、アドルフの手を取った。

　指同士が絡からむ。

　エスコートのときは、こんな繫ぎ方をするのが正しいのだろうか。疑問を口に出す気になれず、先ほどからうるさい心臓をドレスの上から押さえつつ歩き出す。

　会場の扉を開けた瞬間、クレアとアドルフに注そそがれたのは、目が眩くらむほどのまなざしと歓かん声せいだった。

　わっと湧わく人々に面食らいながらもアドルフに連れられて歩き出す。クレアは研究者がいるはずの天てん幕まくを探して周囲を見回すが、その視界を埋うめる勢いで貴族たちが接触してくる。

「フォード隊たい長ちよう！　今日の日はおめでとうございます！」

　目を輝かせた青年に行く手を阻はばまれ、クレアからは完全に目指す天幕が見えなくなった。限られた人物しか招かれていないはずが、どうしてこんなにも大おお勢ぜい集まってくるのだろう。これは確かに、自由な時間の確保は困難だ。

「なんて美しい花嫁さま……！　お初にお目に掛かります。私、是非お近付きになりたいと思っていましたの！」

「アドルフ君、いよいよ君が花魂祭に出るとはな。申し分ない相手ではないか」

「あらあら、本当にお似合いですわ。手を繫いでいらっしゃるなんて、初うい々ういしくてなんとお可愛らしいのかしら」

　女性のひとりにそう言われ、手を繫ぐのが当たり前ではなかったのだと知る。しかしアドルフは構わない様子で、はあ、どうも、と木ぼく訥とつな返事をしていた。クレアはなるべく失礼に当たらないよう、ひとりひとりへ頭を下げるよう努つとめる。

　そこへ、クレアのよく知る声が響いた。

「やあ、アドルフ・フォード！　ご機嫌よう、クレア・カーター嬢」

「……エルヴィス王子殿下！」

　普段ならしかめっ面つらをしてしまうところだが、見知らぬ人間ばかりで気疲れする場において知人の顔はほっとする。アドルフ同様に正装をしたシュガーは、グラスを手にしたまま人当たりの良い笑顔でこちらに歩いてきた。

　さすがに日頃の呼び方は控えているのか、珍しくきちんとアドルフの名を呼んでいる。同じくアドルフの方も、不機嫌そうな顔ではありながらある程度の言葉を選ぶことにしたようだ。

「……殿下。王女殿下は如何いかがされました」

「愚ぐ妹まいは向こうで王族の務めを果たしているよ。長らく王都に来ていなかったんだ、挨あい拶さつの申し出が絶えなくてさ」

「殿下おひとりで？」

　アドルフが渋面を作る。花魂祭は夜の祭りというのもあり、幼いイヴを案じたのだろう。

「仕方ないだろ。色々あるんだよ、王族ぼくらにも」

「左さ様ようですか。ならば殿下のご随ずい意いに」

「ふふ、聞いた姫？　知るか、もう勝手にしろだって」

　王子であるシュガーが近付いてきた所せ為いか、周囲の面々は遠えん慮りよをして少し遠巻きにこちらを見ている。それでも念のためだろう、小さな声で耳打ちしてきたシュガーにクレアも笑う。

「──今日は、君以外にも珍しい御ご仁じんがいらっしゃっているそうだ」

　シュガーが示した先の人々が道を開け、クレアはそこでやっと標ひよう的てきのいる天幕を見ることが出来た。

　薄布の内側から灯あかりが漏もれ、ふたりの人影と傍に控える面々の輪りん郭かくが見える。恐おそらく件くだんの研究者と、国王の影武者だろう。

　同時に、その先に延のびる石の階段も目に入った。

　塔の頂に向かうための階段だ。騎士と花嫁は、あの先で儀式を行うことになる。

　火の鳥を封じた聖女の行いを模もし、聖女が授さずけた剣を用いた騎士が花で埋められた棺ひつぎに剣を突き立てる。続いてその棺に火を放ち、それを合図に国民の手によって水路へと花が落とされるのだ。

「栄えい誉よある騎士と花嫁よ。儀式の成功を、心から楽しみにしているよ」

　含みのある微笑ほほえみのあと、シュガーはこちらに背を向けた。クレアたちに注がれていた関心の何割かはシュガーに流れ、要よう人じんたちは彼を追いかける。

「……案外早く解放されたわね」

「まあ、あの馬鹿がこんな場に出てくるのも珍しいからな。権力に媚こびたい連中なら、間違いなくあいつを追うだろ」

「せっかくだし、決行の時間までご飯でも食べておく？」

「いい。お前が食うなら好きにしろ」

　そんな会話を交わしながら、クレアは心の中で驚いていた。

　意外にも普通に話せているではないか。ここ数日の奇き妙みような空気が噓のようで、内心安あん堵どする。それどころか、アドルフが傍にいることでこれから始める任務への緊張も振り払われるようだ。

　クレアは微笑み、アドルフを見上げた。

「それじゃああっちのテーブルに行きましょ。見て、美お味いしそう！」

　絡めた手で向こうを示すと、アドルフは呆あきれた様子で目を細める。だが、振り払われはしなかった。

　このままいけば、案外すんなりと計画は成功するかもしれない。そんな心境のまま、歩き出そうとしたときだ。







「──アドルフ・フォード」

「！」







　その瞬間、ふたりで同時に手を離す。

　クレアが咄とつ嗟さに引き抜いたアドルフの剣が、何か鋭いものを弾はじいて高い音を立てた。クレアの手に痺しびれが走ると共に、視界が闇やみに奪われる。

　塔の頂を照らしていた松明たいまつの灯りが消えたのだ。

　たちまち周囲にざわめきが満ち、要人たちの不安そうな声がした。

「おい、どうした？　火が消えたぞ！」

「きゃ、危ないわ！　誰か、使用人はいないの？」

　周囲の訝いぶかる声の中、クレアとアドルフは互いに背中を合わせる。ぴりぴりとして張り詰めた殺さつ気きが、アドルフへと明めい確かくに注がれていた。

「狙ねらわれてるわよ、アドルフ」

「むしろお前の客じゃねーのか。……ほら、返せ」

　互いに目を合わせず、手元も見ないで剣を受け渡す。クレアの中で、非常に残念な気持ちが生まれていた。

　これまで敵と酒を酌み交わしたことはあっても、親しく関わった相手が敵になるのはあまり経験がない。夜よ目めの利きくクレアは呼吸をひとつ継つぎ、アドルフの隣に並んだ。

「リリイ──いいえ、リーンハルト王子」

　名前を呼ぶと、銀の髪を持つ少年は、無む垢くにも見える双そう眸ぼうをやんわりと細めた。

「君は本当に不思議。……また、本当の姿に気付かれる」

　今日は少女の格かつ好こうをしていない。白と金、シェランドを象徴する色彩の礼服を纏った彼は、肩までの銀髪を風になびかせながらアドルフと対たい峙じした。

「あなたに会えるのを、ずっと待っていた。アドルフ・フォード」

　低くも高くも聞こえるリリイの声が紡ぐ。手には透すき通る竜の短剣が握られており、その指先に僅かな力が込もった。

（──来る！）

　直後、アドルフが剣を薙なぎ払はらう。

　走った甲かん高だかい音を、一体何人が剣けん戟げきだと理解しただろう。不安そうな声が伝でん播ぱして、あちこちから抗こう議ぎの声が上がり始める。

「やだ、食器が落ちたんじゃないかしら。灯りはまだなの？」

「おい、誰もいないのか！」

　暗くら闇やみの中に満ちるざわめきは止まず、貴族たちはグラスを手にしたまま困こん惑わくの表情を浮かべている。クレアとアドルフは互いに片側を預けるようにして、リリイに向けてそれぞれの剣を振り下ろした。

　しかし、リリイはそのあいだをすり抜けるようにかわしてしまう。クレアたちはすぐさま剣を引き、構え直すことで彼を見み据すえた。
















　ふたりに切っ先を突き付けられたまま、リリイはじっとアドルフを見上げる。

「あのときは命を助けてくれてありがとう、アドルフ・フォード」

　その表情には相変わらずさほどの変化がない。淡たん々たんとした声には、感情の抑よく揚ようがなく、彼がいま何を考えているかが窺えない。

　クレアはぐっと短剣の柄つかを握り締しめた。

「せっかく会えたのに生あい憎にくの夜ね、リリイ。あなたとはお友達になれたと思っていたのに」

「うん。僕にも『クレア』は友達……だった。本当は、とても、すごく好きだ」

「……っ」

　クレアがくちびるを引き結んだことに、アドルフはどうやら気付いたらしい。

　やはりそうだ。

　リリイに名前を呼ばれるだけで、ひどく頭が痛むのだ。

　アドルフが舌打ちをする。だが、痺れを切らした貴族たちが騒さわぎ出すのを受けて剣を握り直した。

「さっさと片付けるぞ」

　アドルフは、目の前のリリイをゆっくりと睨み付ける。

「本番は別だ」

「──ええ」

　頷いたあとで、再びリリイの間合いに踏み込んだ。

　剣戟の音が再び散り、アドルフとリリイの剣が交差する。その横からクレアが払おうとした短刀をかわし、アドルフの剣からさえ逃のがれ、リリイは身を翻ひるがえして人だかりの中に隠れた。

　暗闇で深追いもできず足を止めると、思いもしないところから斬きり掛かられる。かわすときにぶつかった貴族の声に気を取られれば、細い刃やいばが目もく前ぜんを掠かすって肝きもが冷えた。

「ちょろちょろと、うざってーな」

　アドルフが苦い声で言う。

「おい、クレア」

「分かってる！」

　構うべきはリリイではない。

　もうじき決行の時間だ。この騒ぎによって研究者がどう動くつもりかは分からないが、捕とらえてしまえば出方も変わる。クレアはドレスの裾を摘み、標的の元へ急いだ。

「うわ！　おい、ぶつかるな！」

　罵ば声せいを潜くぐり、天幕を目指して駆かける。しかし、背はい後ごから再びリリイの声がした。

「──クレア」

「！」

　咄嗟に立ち止まり、耳を塞ふさぐ。

「クレア。どこへ行くの、こちらに『おいで』」

「……嫌」

「だめ。『動かないで』」

「……嫌よ、誰が……！」

　リリイの言葉に反発しながらも、途中で膝ひざを折って両手をつく。そのさまこそが「動くな」という命令に従っていることに気付き、必死にそれを振り払った。

「嫌に、決まってるでしょう……」

　誰だってそうだ。

　誰だって、自分の意思以外で動くなんて嫌に決まっている。クレアも、戦争を命じられた騎士であるアドルフも、魔物も、敵国に捕らわれてしまったリリイも。

「自分の、意思以外で動いて、たまるものですか……！」

　振り絞しぼるように口にして顔を上げた、そのときだった。




「駄目だよ」




　目前に立つ人物の姿に、クレアは思わず息を吞んだ。

「あんまり無理はよくないな。具合が悪いなら大人おとなしくしていなきゃ、ね？」

「……シュガー？」

　目の前に立つ白の青年は、にこりと笑った。

　華奢な手が伸ばされ、まるでエスコートするようにクレアの手を引く。ぞくりと背せ筋すじが粟あわ立だつのだが、どうしてこんな感覚に陥おちいるのかは分からなかった。

　シュガーは微笑んでいる。

　いつだって得え体たいの知れない笑みを湛たたえていた青年だ。しかしこのたびの表情は、いままでに見たどんな笑顔とも違っていた。クレアはそのまま、儀式の行われる頂への階段に引き上げられる。

「エルヴィス」

「やあアディ！」

　痛みで眩む視界の中、懸けん命めいに下を見た。階かい下かでは、アドルフが真っ直ぐに一点を睨み付けている。

　まるで敵に向けるような目だ。

　その目は、クレアを抱き留とめたシュガーに注がれている。




「君たち、本当に僕の言うことを信じていたの？」




　シュガーは実に楽しそうな声でそう言った。

　何を言われているのかすぐには飲み込めず、腕の中で彼の赤い瞳を見上げる。シュガーはよしよしと、まるで子供をあやすような仕草で力の入らないクレアの頭を撫でる。

「……説明しろ。どういうことだ、エルヴィス」

　先に口を開いたのはアドルフだった。

「どういうことだは僕の台詞せりふ。裏切り者め、どうして僕がわざわざ『もういない』筆頭研究者の誘拐なんか依頼したんだと思う？」

「もういない、ですって……？」

「そう。今日この場にいるのは、父王と同じく影武者だ」

　シュガーは静かに目を細める。

「すべては君の切り札を炙あぶり出すためだよ、アドルフ・フォード」

　アドルフが眉根を寄せる。

　切り札という言葉を、クレアは先日もシュガーの口から聞いている。その思考を白い靄が覆おおい隠しそうになって、頭に浮かぶ疑問をとにかく必死で言葉にした。

「……シュガー。説明、して。研究者が、『もういない』って、どういうこと？」

「そのままの意味よ。この数十年間、父王陛下の傍で魔物を調べてきた筆頭研究者はもういないんだ。数ケ月前、僕の『視し察さつ』のときからずうっとね。元々他人に会わない研究者殿どのだ、リーンハルトが侍女としてさも存在しているかのように振る舞い、世話をしていれば誰も疑う者はいなかった」

『第四王子エルヴィスは、王都の魔物研究学院へ視察に出ている』

　クレアが初めてシェランド王家に関わったとき、そんな風に聞かされていた。

　シュガーはあのとき、視察は噓でずっと黒幕ウエルズを見張っていたのだと言っていた。けれど、そうではなかったというのか。

「……そもそもが、クイン・ローゼ号の虐ぎやく殺さつ事件だ」

　クレアとアドルフが最初に関わった事件の名を、シュガーは軽かろやかに口にした。

「あの一件でウェルズが逃とう亡ぼうした際、君たちから逃げるためにイヴを人ひと質じちに取ったウェルズの船を、グリフォンが襲おそった。混乱の船上ではっきりとは分からなかったけれど、アディが魔物を動かしたようにも見えたんだよね。そこで気付いたんだ。これまで君が戦ったのは魔物フエニツクスを研究する国ばかり。何かの技術に触れていてもおかしくはない」

　シュガーの手に引かれ、クレアは朦もう朧ろうとする頭を叱しつ咤たしながら階段を一段上がる。

「だからこそ次は、幽ゆう霊れい船せんの……ヒュドラ討とう伐ばつの任にん務むを君に与えた。するとどうだろう？　さすがの英雄騎士さまは、見事ヒュドラを鎮しずめてみせたんだ！　ここからは殆ど確信があった。アディ、君が魔物を扱う何らかの術すべを得ているんだろうってね」

　もう一段。クレアはシュガーに促されて上のぼり、短く息を吐き出した。

「まさか、君が魔物を制するお姫さまを手に入れていたとは」

　頭の中を支配するのは、もはや痛みというよりも鈍にぶい重みのような感覚だった。クレアは覚おぼ束つかない足取りで必死に踏み留とどまろうとするが、シュガーはそれを許さない。

「……エルヴィス」

　低く、地を震わせるようなアドルフの声がする。

「そいつを離せ」

「やだよ。僕が貰もらった」

　白い人差し指が、アドルフを牽けん制せいして剣を向けるリリイを指さした。

「リーンハルト。アディが妙な動きを見せたら、すぐさま姫に『命じて』いいよ。どうしてだかこの子、魔物と同じで君の声が効きくらしいからね」

「おおせのままに、エルヴィスさま」

　機械のようなリリイの従じゆう順じゆんな返事に、アドルフはぐっと渋面を作る。霞かすむ世界を見下ろせば、虚うつろな輪郭の中でも何人かが上の騒ぎに気付き始めていることが窺えた。

　その中に幼いイヴのまなざしがあることを、彼らは気付いているのだろうか。

「……どうして？　シュガー……」

「言っただろ？　僕の夢。僕らの国を巡めぐる戦争は、すべてが父王陛下の身勝手に起き因いんするものだ」

　シュガーは何処か機嫌が良さそうな、子供が語る言葉のように迷いのない口調で言う。

「醜い欲よく望ぼうを、国こく益えきのためや国民のためって綺麗なものに覆い隠して飾っただけ。その結果本当にたくさんの人が死んだ。馬鹿みたいじゃない？　一羽の鳥とひとりの欲、それだけでこのザマだ」

　リリイが短剣を握り締める。

　小さいけれど、純粋な殺気だった。痛みに抵てい抗こうできないクレアにさえ感じ取れるほど。

「……火の鳥を、もっと深く封じる必要がある」

　シュガーは目を細める。

「研究者を殺すだけじゃあ駄目なんだ。父王陛下はまた戦争を起こして、魔物の研究は続けるだろう。だからといって陛下を殺したところでやっぱり意味はない。どうせまた、すぐにその莫ばく大だいな力を望む人間が現れるよ。永遠に、それこそ、死なない鳥とおんなじで」

　腕に抱いたクレアの顔を覗のぞき込み、シュガーは掠れた声で言った。

「……だからさあ。火の鳥そのものを、どうにかするしかないよねえ？」

「……っ……」

「復活の夢なんて二度と誰にも見られないよう、深く深くに封じ込める。かつての聖女が、呪のろわれた火の鳥に向けて『目覚めるな』と命じた以上の強きよう固こさで」

　硬かたい靴音がひとつ鳴る。

「……エルヴィス。やめろ」

　アドルフの声には深い怒いかりが混じり、場の空気を震わせた。聞いているだけで背筋が凍こおりそうなほどの声こわ音ねだが、シュガーにはなんら堪こたえていない。

「あはっ！　いいねアディ。五年前あのころと違って、ちゃんと護るものが出来たんだね。剝むき出しの怒りなんて醜いもの、僕に向けてくれて光栄だよ」

　そして、クレアとシュガーは階段の頂に立った。

　塔の最上だ。もうすぐ月が真上に掛かり、儀式を行うはずの時間が訪れる。

「人の本質は醜さだ」

　そう口にしたシュガーは、階下から向けられる視線を厭いとわない。厭わないことから、後戻りをしないという彼の決意が透けて見えるようだった。

「醜さを隠せない人間は愚おろかで、君もリーンハルトもおんなじだ。けれど僕も、あの父親みたいに醜しゆう悪あくな内面を隠しながら綺き麗れいに生きるよりは、醜く生きるよ」

　上着の中に差し入れられたシュガーの手には、赤く輝く欠片かけらがある。

　魔物の卵殻だ。細い指の爪つめ先さきがそれを砕くだくと、ぱちりと小さな火花が散った。

　生まれた火は、階段の頂を飾っていた花にゆっくりと落ちる。花魂祭の儀式において、最後に燃やす手て筈はずの花だ。

　油を混ぜられたその花は、一拍をおいてたちまち燃え上がる。

「事前の作戦通り、この下の警備は手て薄うすかな？」

　シュガーの腕がクレアの体に回される。

「嫌だ」という反発が湧くのに抵抗できない。シュガーはリーンハルトを視線で呼ぶと、アドルフに向けてひらりと手を振った。

「ご苦労だったねアドルフ・フォード、愛してるよ」

「エルヴィス！　てめえ……」

「お兄さま！」

　幼い少女の声がして、クレアはぎくりと身を強こわ張ばらせる。しかし、アドルフや少女の方を見遣る前に、白い指にぐっと顎あごを摑まれた。

「醜いだろう？」

　シュガーがとろりと目を細める。

「でも」

　極ごく上じようの笑みと声音に反し、花が燃える。熱が舞い上がる。

「この焰ほのおの中が、僕の居場所だ」




　シュガーに手を引かれ、クレアはそのまま、塔の頂から空に身を投げ出した。
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　面めん倒どうなことになったと、アドルフは心の底からそう思う。

　エルヴィスがクレアを連れて塔とうの頂いただきから落ち、行方ゆくえをくらましてから一夜が明けた。

　昨日は広がった炎ほのおへの対たい処しよに追われたが、闇やみに阻はばまれて困こん難なんだった現状の整理もいくらかは進んでいる。王女イヴァンジェリカの広間に集つどった騎き士したちはその報告を果はたすべく、神しん妙みような面おも持もちで彼女を見上げていた。

「……それでは、あの場のお客さまにおいて、お怪け我がをなさった方はいらっしゃらないのですね」

　アドルフの隣となり、豪ごう奢しやな椅い子すに腰を下ろしたイヴは、騎士たちが記しるした書面に目を通して小さく息をつく。

　あれからすぐにエルヴィスを捜そう索さくしたものの、落らつ下か地点にその影はなかった。姿を消し、場を混乱に陥おとしいれた兄王子に反して、すぐさま治めるべく動いたのがイヴだ。

「最悪の事じ態たいは回かい避ひしたといえるでしょう。あの火と混乱の中、賓ひん客きやくの方々を護まもってくださった騎士の皆さまには心から感謝いたします。……本当に、ありがとう」

「ちょっと待てよ」

　イヴに向けて低く唸うなるような言葉を向けたのは、クレアの部下である隻せき眼がんの男だった。

「『全員』無事じゃねーだろ。クレアはどうなってんだ、あんたの兄上に攫さらわれたんだよ。まさかどうでもいいなんて言わねーよなあ？」

「黙れ、駄だ犬けんが」

「……んだと？」

　アドルフがイヴの代わりに口を開けば、無む駄だに吠ほえたがる隻眼は迷わず睨にらみ付けてくる。

「仮にも一国の王女に向けて、お前がでかい口を叩たたくな。『男だん爵しやく令れい嬢じようの使用人』」

「……っ」

　それは、周囲の騎士から見れば下げ賤せんの相手を窘たしなめた程度にしか見えないやり取りだろう。

　その思い違いは狙ねらい通りなのでどうでもいい。ともあれ、この男に海かい賊ぞくとして振る舞われては面倒なのだ。無駄にクレアを慕したっているらしい隻眼は、渋しぶ々しぶといった体ていで黙り込む。

「順番に、お話をさせてくださいな」

　いつもの笑みもなく、思い詰めた表情のイヴが口を開いた。

「アドルフ、これをご覧なさい。お兄さまのお部屋で見付かった書面です」

　イヴに手渡され、内容に目を通す。すると、そこには馬ば鹿かな王子の父親とは真逆の思想が綴つづられていた。

「火の鳥を、再び深く封ふうじる術が綴られているようなのです」

　アドルフは、忌いま々いましい気持ちになって眉まゆ根ねを寄せた。

「要よう約やくするとこのようなお話ですわね。必要なのは術じゆつ式しき……恐おそらくはこの王おう都との水すい路ろのこと。続いて竜りゆうの剣、術式を扱あつかえる命令者」

　そして最後にこう書いてある。




「礎いしずえに、百万の命」




　騎士たちのあいだにざわめきが走った。

「術式の中……つまりは、水路で囲われた王都にいる、百万人の命を用もちいると書かれているのです。その儀ぎ式しきを行えば、火の鳥は、この先千年目覚めることはないと」

　つまりあの馬鹿な王子は、本当にろくでもないことを考えていたらしい。火の鳥を再び封じれば、国王や魔物の力を欲しがる者たちが二度と戦争をしないと思っての行動なのだ。

「あなた方に、命めいを下します」

　横目で見下ろしたイヴは、淡たん々たんとした口調でこう続けた。

「兄さま……エルヴィス・オスニエル・シェランドを捜索。見付け次し第だいただちに捕とらえて引き立てなさい。抗あらがうようならば、そのときは」

「イヴァンジェリカ王女！」

　イヴの兄に対する憧どう憬けいを知っていてか、年かさの男がひとり口を開いた。

「ご無理をなさらないでください！　エルヴィス殿でん下かにもきっとご事情があるのです。幸い、この件は一部の者にしか知られていません。対話を呼びかけるお触ふれを出しましょう、時間は掛かってもきっと……」

「なりません」

　頑かたくなな声に、男の声が止やむ。

「事態は急を要ようする上、あなた方は父王陛へい下かの騎士です。エルヴィス兄さまのなさったことは国民への、すなわち父王陛下への裏切りとなる」

　そのとき、イヴの小さな手がゆっくりと握にぎり込まれたのにアドルフは気付いた。

「あの方はこの国の敵です。──そう肝きもに銘めいじた上で、捜索にあたりなさい」

　騎士たちはしんと黙り込んだ。

　言いたいことがあるのかそうではないのか、明らかに迷っているような空気が満ちる。このところ、自分の行動にまったく迷いがない海賊とばかり行動してきたため、アドルフには彼らの困こん惑わくが殊こと更さら色いろ濃こく映るのだ。

「イヴ」

　だから、苛いら立だちを隠かくさずに主しゆ君くんの名を呼ぶ。

「本当にそれが、お前の望みか」

「……なにを仰おつしやりたいのです？」

「分かりきってるくせに、いちいち気付かないふりすんな」

　あまりにも面倒で溜ため息いきをついてしまう。アドルフはイヴの前に跪ひさまずき、真まっ直すぐ見上げて言った。

「俺は誰の騎士だ？」

「！」

　小さな肩が跳はねる。

　この子供にしては珍しい揺らぎだった。とはいえ、いつもの笑みすら一切表情にのぼらない時点で希け有うな事態といえるのだが。

「……王女である私が、願えることは、ありません」

　俯うつむいたイヴが言葉を続ける。

「だけど、お願い」

　そのとき、兄と同じ、赤い色をした瞳ひとみが僅わずかに揺らいだ。

「どうか、お兄さまを連れ戻して。──……私の騎士」

　落とされた懇こん願がんからは、先ほどの『捕らえろ』という言葉が消えている。

　些さ細さいだが、確かにこの子供には過ぎた望みなのかもしれなかった。アドルフは立ち上がり、騎士たちを振り返る。

「王女の命令通りだ。指示を割り振る、各隊動ける人数を言え」

「待てよ」

　嚙かみついてきたのは予想通り、クレアの部下である隻眼の男だった。その目に深い憤いきどおりを燻くすぶらせた男は、アドルフの前に立ちはだかる。

「クレアの無事がかかってんだ。あんたには任まかせらんねえ」

「おい！　貴き様さま、隊たい長ちようになんて口を利きいているんだ！」

「生あい憎にく、俺の主人はこいつや王女さまじゃねえのよ」

　アドルフに注そそぐ視線を外はずさず、隻眼は吠えた。

「俺の主あるじはクレアだ」

　当初はクレアを船長だと認めていなかったくせに、随ずい分ぶんと毒どくされたものだ。しかしこちらも他ひ人とのことは言えないので、敢あえて言げん及きゆうはしない。

「いまは俺の花も嫁のだ」

「それがどうしたよ。クレアは俺が護る」

「……好きにしろ」

　はっきりと言い切れば、その目に僅かな困惑が滲にじんだ。

　この男の言う通り、あれが他の人間といると腹が立つのは事実だった。しかし、目もつ下かの問題はそこではない。

「『誰が』あいつを護るかなんざどうでもいい」

　それによって、クレアが無事であるのなら。

「……あいつが傷きず付つかないで済むのなら、俺以外の誰にだって護らせる」

「……っ」

　アドルフは、目的のために手しゆ段だんを選ぶつもりはないのだ。そして忌々しいことに、この考え方にはクレアの影響も混じっている。

「だから手を貸せ駄犬、捜索は多少で済む。城や王都を探しても見付からなかった以上、隠れ場所は明めい白はくだ」

「アドルフ、それは本当ですの？」

「王都の水路が恐らく研究者のねぐらに通じている。魔ま物ものがいた以上いまも使ってんだろ」

　イヴと隻眼の男が顔を見合わせた。

　アドルフからしてみれば、あの王バ子カの考えていることも多少は分からないでもない。

　しかし、だからこそ気に入らない。一部を犠ぎ牲せいにして他を救うやり方など、戦争で散さん々ざん嫌いや気けが差しているのだ。

「あいつを止める。どんな大たい義ぎ名めい分ぶんがあろうとも、王都を犠牲になんてふざけた真ま似ねをさせてたまるか」

　アドルフはゆっくりと目を伏ふせた。

「護りたいものを護るために、俺は戦場に出たんだ」

「！」

　その瞬間、騎士たちの目に炎のような光が宿る。

「……もちろんです、隊長」

「なんなりとお申し付けください。直ちよく属ぞくの部下ではありませんが、死し力りよくを尽つくしてイヴァンジェリカ王女と隊長の下もとで働きます」

　騎士たちが向けてくるそのまなざしは、いままでに注がれてきたものとはほんの少しだけ違う強さを持っていた。

　英雄という曖あい昧まいな存在に向けられる、無む責せき任にんな憧憬や薄うすっぺらな羨せん望ぼうよりも、迷いのないこの目の方が随分マシだった。アドルフはこつりと靴くつ音おとを鳴らし、扉の方に向かう。

「エルヴィスをぶん殴なぐるには、さほど人ひと手では必要ない。それよりも国民の安全に割さくべきだ。イヴ」

「ええ。術式である水路の上から……王都から民たみが離れれば、恐らく礎としての意味は成さないでしょう。万が一のときも、命を落とさずに済むかもしれません」

　椅子から立ち上がったイヴの口元に、ようやく微笑ほほえみが宿る。

「非常時の避ひ難なん経けい路ろについて、わたくしが皆さまに指示を。水路に阻まれたこの街では、他よりも避難に工夫が必要ですわ」

「仰おおせのままに、王女殿下」

「……っ、ああくそ！」

　隻眼が突然大声を上げる。無駄吠えがいい加か減げんうっとうしくなるが、男は振り返ったアドルフにこう告げた。

「──俺も、避難の方を手伝う」

　振り絞しぼるような、心底悔くやしそうな言い方だ。

「どういう風の吹き回しだ。クレアを護りにとやらで、こっちに来るかと思ったが」

「あーうっせーうっせー！　言っとくがあんたの言う通りだよ。あの王子をぶん殴るなら、あんたひとりで十分だろ。でも！」

　足音荒あらく近付いてきながら、隻眼は続ける。

「でもよ、避難は別だ。たとえイヴ王女が指し揮きを執とっても、必ず誘ゆう導どうの人手が必要になる。俺はうちの船員を多少は自由に出来るし、そいつらは俺の言うことしか聞かねーだろうからな」

　その人差し指が、びしりと音を立ててアドルフの眼がん前ぜんに突き付けられた。

「クレアが望むのは、俺があんたと張り合ってクレアを助けに行くよりも、その力で他人を助けることだ」

「……」

　数ケ月前にはレオン・カーヴェルのためだけに動き、他人を護ると弱くなると言っていた男の言葉に、アドルフはしばらく思し案あんする。

　どいつもこいつも、あいつに毒されるのが過ぎると思った。他人の変わりようを見るだけでも気味の悪い心地ここちがするが、何よりも自分の変化に呆あきれ果はてる。




『アドルフ。あなたに何かがあったら、私は耐たえられる自信がない』




　それは以前、真っ直ぐな瞳でクレアに言われた言葉だ。

（──そうだな）

　アドルフは目を伏せ、小さく自じ嘲ちようする。

（どうやら、俺もそうらしい）

　心の底から案じている。

　彼女を確かにいたわしく思う。それと同時、『あいつなら絶対に無事だろう』という確信もあった。あの砕くだけない宝石のような海賊がそう簡単に傷付くはずもなく、性しよう悪わるな馬鹿王子が素直な危き害がいを他人に加えるとも考え難がたい。

　あるいはこれを信頼というのだったか。

「……くそ」

　つくづく、毒されきったものだった。
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　ぬるま湯のように暖かな場所で、クレアは夢を見ている。

『おいで』

　聞こえたのは、やさしく、穏おだやかに誰かを呼ぶ声だ。それはたまらなく懐なつかしい響ひびきを持って、クレアの心こころ根ねを揺さぶった。

『おいで』

（お母さん？　……ううん）

　クレアは母を知らないのだから、この感覚は間違っている。それにどうやらいまは、石いし壁かべに囲まれた広い部屋の中央に座り込んでいるようだった。

『人を殺すのが、怖いの？』

　目の前の女性がクレアに向けて手を伸ばし、そう囁ささやく。

　どこか知っている面おも差ざしの女性だった。白い手や琥こ珀はくの髪は淡あわい光に照らされており、彼女の繊せん細さいな美しさを際きわ立だたせている。

『生きているだけで他の者を殺してしまう。そのことが、お前は怖いのね』

　ゆっくりと、その細い手で頭を撫なでられた。

『やさしい子。ならば、死ねないお前にせめてもの眠りをあげよう。この先千年目覚めることのない、揺らぎのない眠りを。そうすれば誰も、お前に命を奪うばわれることはない』

　刹せつ那な、視界の端はしに炎が揺らぐ。

　鮮あざやかな火が室内に弧こを描えがき、クレアの周りで燻くすぶった。そしてたちまち消えてゆく。

　やさしい声が、再び響く。




『願わくば、千年先の世界に、お前の祈いのりを汲くむ者が再び現れますように』




「……ん」

　掬すくい上げられるような感覚のあと、まどろむその目をようやく開いたとき、クレアは柔やわらかな寝しん台だいの上にいた。

　最初に視界に入ったのは、白い手袋を着けた自身の指先だ。瞬まばたきをふたつ重ねてみれば、花か魂こん祭さいで選んだ純白のドレス姿でここに寝かされているらしい。

　ゆっくり身を起こそうとすると、隣から軽やかな声が聞こえてくる。

「や。おはようクレア」

　寝台の隣にある椅子に腰掛け、優ゆう雅がに頰ほお杖づえをついた白の青年は、珍しくクレアを名前で呼んで微笑んだ。

「……シュガー」

「髪の毛やドレスはすっかり乾いたかな？」

　奇き妙みような問いだ。そう感じた一いつ拍ぱくの後、自分が水の中へ落ちたはずだと思考が至いたる。それによって、霞かすむ記き憶おくの中にある光景が事実だったことを思い知った。

　塔の上で、リリイがアドルフに剣を向けた。

　そしてそのリリイを従したがえるのは、摑つかみどころがなくても味方であると信じてきたシェランド国第四王子だったのだと。

「あの寒い中で水路に飛び降りたわけだし、風か邪ぜを引かせたらごめん。でも、この部屋暖かいでしょ？」

　彼の言う通り、室内は暖だん炉ろもないのに高い温度が保たもたれているようだ。

　寝台の他には椅子と扉があるだけで、他には窓や家具もない。部屋の隅すみには、膝ひざを抱かかえるようにして床に座り込んだリリイの姿がある。

「濡ぬれたドレスを着たままは良くないけど、流石さすがに僕が脱がしたら犯はん罪ざいだもんね」

　けろりとした様子で言うが、今いま更さら人の服を脱がした程度の犯罪を気にするつもりなのだろうか。クレアは寝台の上へ座り、彼の真しん意いを探る。

「あなた、ずっと噓うそをついていたの？」

「ついてないよ？」

　シュガーははっきりと言い切った。

「研究者の誘ゆう拐かいを試みろって命令はした。ただ、研究者本人がとうに殺されているとは言わなかっただけだ」

　意外なことに、クレアの手足は何ど処こも縛いましめられていない。しかしこの部屋にある唯ゆい一いつの扉は、傍にリリイが座り込んでいる。

「幽ゆう霊れい船せん退たい治じをアドルフ・フォードに命めいじたのだって、本当に魔物が扱えるかどうかを試しただけじゃない。研究者がいなくなったあとの毒どく竜りゆうの処しよ分ぶんに困っちゃってさ、『なんとかしてくれ』ってお願いしたかったのは事実だよ」

　魔物を軽かろんじるその言葉に反発心が生まれるが、クレアは必死で押し殺す。

「でも、あのときアドルフのための解げ毒どく剤ざいをすぐに用意したのは軽けい率そつだったかな。予あらかじめ手配していたのがバレちゃったらって冷や冷やしたよ、反省する」

　一見すると邪じや気きのない、素直な言葉だった。

　クレアは慎しん重ちようにドレスの裾すそをたぐり、布地の上からフリルの中を探る。隠してあった武器はなく、脱がせるのと同等の失礼なことはされていたのだと分かった。しれしれと、よくも紳しん士しのふりをしてくれたものだ。

　いまのクレアにある装そう備びは、白のドレスとカーヴェルの銀貨、それからリリイに貰もらった竜の卵らん殻かくの首飾りだけだった。

「クイン・ローゼ号虐ぎやく殺さつ事件の真しん犯はん人にん……ウェルズが邪じや魔まだったのも心の底から本当。だってまさか、人に接せつ触しよくしない研究者がウェルズと卵の取引をしていただなんてね。研究者がそのときにはもう死んでいたのは僕とリーンハルトしか知らないし、無駄な来客の取とり次つぎなんかしたら、父王陛下に何を気取られるか分かったものじゃないもの」

　シュガーはゆったりと両手を広げ、首をかしげた。

「──ね？　ご静せい聴ちようの通り、僕は一度も噓をついていない。誓ちかったっていいよ」

　その言葉に、裏切りとは噓をつくばかりでなく、隠しごとも含まれるのだとクレアは初めて知った。責せめたいことはたくさんあるが、それらを一度振り払はらって尋たずねる。

「何が、目的なの」

「世界平和」

　シュガーのまなざしは本気だった。

「大たい衆しゆうのために生きるのが王族としての義か務ちだ。だから、より多くの人を生かすために全力を尽くすよ。それが出来ない僕らに生きる意味はない。悪いけれど、君には火の鳥を封じるために力を貸してもらう」

　シュガーの言い分は、表面上なら人道的にも思える形になっている。しかし、クレアの心にはどうしても引っかかるものがあった。

　シュガーが世界を救うためにクレアを必要とするのなら、ただ、それを口にすればよかっただけだ。

　同盟海賊として、『研究者を誘拐しろ』という命令よりもずっと受け入れやすい。なのに、どうして最初から命じなかったのだろう。アドルフにだって、最初から『魔物を制せい御ぎよする方法を手に入れたのではないか』と尋ねればいいだけだったのに。

　わざわざ探り、陥れて試すような真似をしたことに意味がないとは思えない。

「生憎、私よりリリイの力の方がずっと強いんじゃないかしら？」

　クレアは殊こと更さら挑いどむ気でシュガーを見み据すえた。

「残念ながら、私はリリイと違って人間を支し配はいするようなことは出来ないわ」

「逆だよ。君の力は『聖女の力を研究し、真似ようとしてきた諸しよ国こくの王族』よりも遙はるかに強力だ。理由は大だい体たい想像がつくけれど……まあいいや。肝かん心じんなのは過去ルーツより未来の話だから」

　シュガーは立ち上がり、膝を抱えているリリイに目を遣やった。

「リーンハルトもなかなかに優ゆう秀しゆうな研究者だけど、それでも魔物を思いのまま支配できるわけじゃない。グリフォンを呼び、ヒュドラを見事に死なせたクレアの方がよっぽどすごいよ。お陰かげで助かった」

　扉の方に歩きながら、彼は機き嫌げんが良さそうな声で続ける。

「リーンハルトの力で火の鳥を封じ切れなくとも、君を支配することは出来るらしい。だったらリーンハルトが君に命じればいいんだ、『火の鳥を封じろ』ってね」

「……シュガー。単たん刀とう直ちよく入にゆうに聞くわ」

　クレアはドレスの裾を握り締しめた。

「どうして私に直接命じようとしないの？」

　シュガーがぴたりと足を止める。振り返らない背中に言いようのない不安が募つのり、クレアは尋ねた。

「火の鳥を封じて、大衆を救うために、何を犠牲にしようとしているの？」

「……」

　シュガーはその問いに答えてくれなかった。

「外には、僕の近この衛え騎士たちがいる。下へ手たな真似をしないようにね、クレア」

　それきり部屋を出て行ってしまう。施せ錠じようの音のあとに残されたのは、クレアとリリイのふたりだけだ。

「リリイ」

　名前を呼ぶと、男性にしては細い肩が跳ねる。

「さっきからどうしたの？　大丈夫？」

　クレアの問い掛けに対し、リリイは驚いたらしくぽかんとする。

「どうして僕の心配をする？」

「だって、元気がないから」

　そうやって床に座っていては、いくら部屋が暖かくとも冷えてしまうのではないだろうか。

「いま、落ち込んでいるんだ」

　リリイはぽつりと言った。

「君にひどいことをしている。けれど、かなしませたいわけじゃないんだ。……本当だ」

「なら、ここから出してはくれないかしら」

「それはだめ。僕にはエルヴィスさまの命令が一番だから」

　リリイの言葉は淡々としているが、はっきりとした意志が感じられる。クレアは小さく息をついて、彼の説得を諦あきらめた。

　次ついで、改めて室内の様子を確かめる。

　窓がないため時間が分からないものの、空くう腹ふくの具合から一日経たっているようなことはないはずだ。恐らくは、城からそれほど離れていない場所に捕とらわれているのだろう。

　およそ所しよ在ざいの見当がつくも、助けを呼ぶことは却かえって絶ぜつ望ぼう的てきに思えた。扉の鍵かぎを開けようにも解かい錠じよう道具の針はり金がねは奪われており、木製の扉をこじ開けるのさえ困難だ。第一、クレアを制御できる見み張はりとしてのリリイがいる。

　そこまで探ったところで、壁に小さな穴がいくつか開いていることに気が付いた。

（……？）

　穴といっても、壁が破は損そんしているのではない。どうやら嵌はめ込んだ石をずらし、意い図と的てきに隙すき間まを開けているようだ。小指すら通りそうにない隙間のため脱だつ走そうの助けにはならないが、一体なんだろう。

（ひょっとして、これ……）

　クレアはその壁に凭もたれ掛かり、目を瞑つむる。

　それからいくつかの言葉を呟つぶやいてみる。少し間を置きながらも繰くり返すうち、リリイが顔を上げた。

「もしかして、歌っている？」

「……いいえ」

　クレアはそっと目を開く。

「僕がオルトニアの王子だって、どうして分かった？」

「物知りな取引先がいるの。それよりも、どうしてあなたの命を助けたはずのアドルフに復ふく讐しゆうだなんて言ったの？　第一にシュガー……エルヴィス王子だって、あなたの敵だったはずでしょう？」

　リリイは抱えた膝の上に顎あごを置き、小さな子供のように言う。

「アドルフ・フォードは僕を生かしたから。だから、憎にくい」

「……なんですって？」

「国を滅ぼしたのに、僕だけ生かされたから憎い。僕を助けたから憎い。アドルフ・フォードに救われてからの僕は、国の敵に従したがわない限り生きられない」

　その胸に輝く青いブローチは、家族の形かた見みだと言っていた。リリイは大切そうに握り締め、それからようやく立ち上がる。

「僕らの国の王族は、聖女の末まつ裔えいにあたるらしい。ごくまれに魔物を操る力を持つ者が生まれることがあって、その力をずっと研究していた。だからこそシェランド王は、僕を生かす提てい案あんを受け入れたんだ」

　表情のないリリイの双そう眸ぼうには、確かな感情の片へん鱗りんが揺れていた。

「従わないと殺される。……僕は、魔物を支配する練習をした」

　みっともなくも、生きるために。

　何処か途と方ほうに暮れたように立ち尽くすリリイは、とつとつとそう語る。

「従わなくては殺してしまうぞと、魔物に向けてそう言うんだ。そうすればやさしい魔物や弱い魔物ほど言うことを聞く。何度も何度も、死んでしまえ、殺してやるってそんな言葉を繰り返した。そうしないと、僕自身こそ生きられない」

　クレアはぐっとくちびるを結んだ。

　幽霊船の中で死んだヒュドラは、『この場所から動かずに死んでしまえ』という命令を約束だと尊とうとび死んでいった。クレアは魔物にあんなことを命じた存在を、研究学院を許せないと強く思っていた。

　けれど、目の前のリリイだってそうしないと生きていけなかったのだ。

「そうまでして生きなきゃいけない僕こそが死んでしまえばいい、だから僕を生かしたアドルフ・フォードが憎い。……けれど、エルヴィスさまがすべてをくれたんだ。アドルフ・フォードとシェランドに復讐する手段。僕を終わらせる方法。そのどちらも」

「どういう意味？」

「僕の力でシェランド国を苦しめる」

　息を吞のんだクレアに向け、リリイはさびしそうなまなざしを注ぐ。




「もう一度火の鳥を封じるためには、水路の術式の上に集まった百万人の命を使うんだ」




　クレアはこくりと息を吞んだ。

「……そんなことをしたら、王都は壊かい滅めつしてしまうわ」

　だが、確かに予感はあった。

　だからシュガーはクレアやアドルフに直接命じなかったのだ。しかしそれでは王都どころか、シェランドという国自体が大きな打だ撃げきを受ける。

「エルヴィスさまは、間違ったことは、していない」

　リリイは小さく首を横に振る。

「だって、このまま放っておけば、火の鳥はもうじき目覚めてしまうから」

「！」

　それはつまり、王の悲ひ願がんだ。

「研究者は、死ぬ前に火の鳥に目覚めを促うながしていた。彼が死んでからも封印はどんどん綻ほころんで、火の鳥の熱は日増しに強くなっている。気付いてた？　雪が降るのに、このごろの王都には少ししか積もらない」

　そう言われ、この部屋を覆おおう熱の正体に気が付いた。暖炉もない雪国でこれほどまでに暖かいのは、大きな火ひ種だねが傍で眠るからなのだ。

「火の鳥が目覚めれば、たくさんの国でもっと大おお勢ぜいの人が死ぬ。シェランド国王の横おう暴ぼうのために。君は、それを良しとするの？」

「……良いはずが、ないわ」

　けれど、だからといって百万の命を犠牲にするシュガーの手段に、一体誰が頷うなずけるというのだろう。

　それと同時に、だから花魂祭だったのだと納なつ得とくする気持ちもあった。衆しゆう目もくの視線の中、すべてが露ろ見けんしても構わないという危険を冒おかしてまでシュガーがこの日を選んだ理由。国内外を問わず集った人々が、水路の術式に足を踏ふみ入れる日なのだ。

「僕の力で、シェランドの王都を滅ぼして、他の国を護る。アドルフ・フォードだって、僕を生かしたことを後こう悔かいする。それが、復讐」

　言い切ったリリイの目に宿るのは、復讐を果たせる人間の喜びなどではない。

　クレアは言葉を紡つむぎかけ、結局はやめた。

　誰に間違っていると説とかれたところで、人の生き方はそう簡単に変わらない。変えたいのならば説得ではなく、行動してみせるほかにないのだ。

「……ひとつだけ、訂正したいことがあるわ」

　廊ろう下かから、待っていた音が聞こえる。それを確かめつつ、クレアは紡ぐ。

「魔物を動かせるのは、決して暴ぼう言げんや脅おどしの言葉じゃない。あなたより私の力が強いというのなら、理由はきっとそれだけよ」

　首をかしげたリリイにそれ以上の説明はせず、クレアは目を瞑った。

　聞こえてくる音には特とく徴ちよう的てきな反はん響きようがある。それを元に、やはりここは地下だったのだと確信した。

　壁にある隙間は通つう気き孔こうだ。

　シュガーたちが地下に身を隠しているのなら、アドルフと踏み込んだあの建物だとしか考えられない。だとすれば、すべて取り上げられたかのように見えたクレアの武器がひとつだけ残されている。

「──来なさい」

　通気孔に向けて落としていた声を再び紡ぐ。

　廊下から聞こえてくる爪つめ音おとが大きくなり、扉の前で止まった瞬間、クレアは一ひと際きわ大きく紡いだ。




「おいで、ケルベロス！」

「……!?」




　轟ごう音おんと共に扉を破やぶって飛び込んできたのは、三つの頭に鋭するどい爪と牙きばを持った地じ獄ごくの番ばん犬けんたちだった。

「おい、どうした!?」

「見張りの魔物共だ！　どうしてここに……」

　外から騎士らしき声がする。魔物の一頭がリリイに圧のし掛かり、その肩を押さえて低く唸った。クレアは寝台から降り、犬たちに告つげる。

「絶対にリリイを傷付けては駄だ目めよ。そのまま口を塞ふさいでいて、呼吸は出来るように！　そのままで、いい子！」

「……っ、ん、む！」

「リリイ。仮にあなたがいま話すことが出来たとしても、私からこの子たちを奪い返すことは出来ないわ」

　シュガーが言っていた通り、クレアの命令の方が強いのは明白だ。なぜなら、魔物と通じ合うのに必要なものは脅きよう迫はくではない。

　互いに尊そん重ちようし、最もつともふさわしい関係性を模も索さくする、人間が相手のときと同じ方法だ。ケルベロスはクレアの命令を尊重し、目の前の敵であるリリイを見下ろしている。

　一頭が急せかすようにひとつ吠えた。彼らが足止めをしてくれているものの、悠ゆう長ちようにはしていられない。もう火の鳥の復ふつ活かつが近いのだ。

「あなたたちが選ぼうとすることは、見方によっては正しいのかもしれない」

　クレアはリリイに再び背を向け、静かに目を細めた。

「だからこそ、行かなきゃ」
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　シュガーの配はい下かであることを示す白い制服を着た騎士たちの目をかいくぐりながら、クレアは薄暗い通路を駆かけていた。

（あの部屋を出てからどれくらいが経った？）

　少しずつ焦しよう燥そうが滲んでくるのを抑おさえ、深呼吸をした。

　最も脅きよう威いとなるのは、クレアの行動を言葉で制御できるリリイの存在だ。ケルベロスの一頭に命じたものの、クレアが離れた以上はどれほど命令が続くのか想像ができない。

（でも、ちゃんと『近付いて』いるわ）

　匂においでシュガーの元に先せん導どうしてくれるケルベロスの後を走りながら、確信を持った。

　進むごとに、どんどん周囲の温度が上がっていくのが分かる。凍こおり付いた国とは思えないほどの熱は、この先にいる魔物フエニツクスによるものなのだ。

　やがて、両開きの大きな扉がはだかった。

　どうやらここで行き止まりのようだ。扉の前に見張りがいないということは、この先が逃げられる場所に繫つながっていないのは明らかだった。

　けれど、元より逃げるつもりは毛もう頭とうない。

　シュガーを止めなければならない。僅かな可か能のう性せいでも、それを諦めたくはない。クレアは決意を込めて小さく深呼吸をし、その扉に手を伸ばす。豪奢な扉は重い音を立て、ゆっくり開かれた。




　その先には、ひとりの青年がいる。




「シュガー」

　白を纏った王子は、部屋の中心に据すえられた円の台だい座ざに腰掛け、遊ぶように両りよう脚あしを揺らしていた。

「やあ。来たね、クレア・カーヴェル」

　彼が微笑むのと同時、薄闇からゆらりと複数の騎士が姿を現す。白騎士たちはクレアを囲い、美しい所しよ作さで剣の切っ先を突き付けてきた。

「僕の部下はリーンハルトの救出に苦戦しているよ。驚いたな、目の前にいる魔物以外も従わせられるなんて初めて見た」

「そんなことよりも」

　クレアは向けられた剣を見渡しつつ、シュガーに尋ねる。

「この騎士たちは、あなたのやろうとしていることでこの王都が滅んで、自分自身の命も危ないことをご存ぞん知じなのかしら？」

「もちろんだよ。騎士とは大たい抵てい、何をおいても主君の命を守るものだ。アドルフ・フォードが特とく殊しゆなんだって、覚えておいで」

　シュガーは首を傾け、ふふと口元を綻ばせる。

「もちろん、実際はアドルフだって、本当に護りたいものなんか少しも護れていないんだろうけれど」

　アドルフのことを愛あい称しようで呼ぶことをすっかりやめた白の王子は、自みずからが腰掛ける台座のふちに手を掛けた。

　シュガーが座るその台座からは、柔らかい光がこぼれている。暖かなその光を見て自分は確信した。この場所を知っていると。

　あの夢と同じだ。

　夢で見た女性が、何かに向けて『眠れ』と命じたのと同じ広間なのだ。

　この場所が実在するのなら、あの夢も実際にあった出来事なのかもしれない。

　──だとすれば。

「……誰だって、本当は、自分の護りたいものを護るべきなんだ」

　シュガーはそんな風に呟いた。

「赤の他人と大事な人、どちらかを選ぶなら自分の大事な人を。それが人間として正しいことだろう。でも、どちらか一方を生かすことでもう一方がたくさん死ぬんだとしたら、その選せん択たくは正しいままなのかな？　たくさんの数のうちには、誰かの心底大事な人だって含まれているだろうに」

「……どちらが死ぬべきかなんて選択に、そもそも正しさなんて存在するわけがないわ」

「例外もあるさ。その一方に『悪』という名前を付ければ、殺していい理由になるんだよ。正しさを貫つらぬくためなら悪を傷付けていいという正義感は、大衆が大好きなものだから」

　シュガーは言い、とん、と身軽に台座から降りた。

「シェランド国王の私し欲よくによって火の鳥が目覚め、世界が滅ぼうとしている。僕はその世界を、この国と引ひき換かえに護ろうとしているんだ。ほらご覧、僕の行いだって英雄然としているだろう？」

　シュガーはこつりと靴音を鳴らし、クレアの方に歩いてくる。

「さあ、聖女の化身となる花嫁。騎士のエスコートだ、こちらへおいで」

「私の騎士は、あなたじゃないわ」

　クレアは真っ直ぐにシュガーを見据えた。

「君の騎士アドルフがここに来るかな？　まあ、来てどうなるというお話でもないと思うけど」

「いいえ。どうにでもなるの」

「……なんだって？」

「アドルフ・フォードは英雄だから」

　それは、アドルフ自身が心底嫌きらう呼び名だった。

　人々が彼をそう敬うやまうことを、クレアも複ふく雑ざつな気持ちで聞いたことがある。けれど、いまやクレアにとってもうそれは、紛まがうことはない事実なのだ。

「アドルフは強いわ。それに決して迷わない。……負けないし、折れない。あの人がいれば、大抵のことは上う手まく運ぶって信じてる」

　アドルフがこの言葉を聞けば、また責任転てん嫁かの綺き麗れいごとだと怒るだろうか。

　向けられる信頼を彼は嫌った。闇やみ雲くもな英雄視を疎うとんだ。けれど、それでも、彼とあることで生まれる、確かな希望は消えないのだ。

　アドルフは英雄騎士と呼ばれるにふさわしい。それはたくさんの人を殺したからではなく、たくさんの人に希望を与えたからこそだった。

「私だって、アドルフがいるならなんだって出来るわ」

　彼は必ずここに来る。

　この王子を止めに。

　そして、クレアを助けに。

「……そっか」

　シュガーは目を伏せ、ゆっくりと微笑んだ。

「そうだね。……きっと、あいつは来るな」

　シュガーが足を止める。

　クレアが背にした扉の向こうから、獣けものの爪音が駆けてくる。

　続く軍ぐん靴かの音は、シュガーの耳にも届いているだろうか。

「必ず来る。ちゃんと、僕を殺しに」

「いいえ」

　クレアは真っ直ぐにそれを否定した。

「あなたを救いに来るの」




　直後、扉が爆はぜるような勢いきおいで開いた。




　騎士たちが咄とつ嗟さに剣先をそちらに向けるが、すぐさま濁にごった悲鳴が生まれる。幾いく人にんかが膝をついてくずおれ、剣を取り落とした。

　その人物は、迷わずクレアの手を摑む。

　白騎士の剣から奪うように引いて、左腕の中に抱き留とめた。




「……雑ざ魚こばっかりがぞろぞろと、こいつに構ってんじゃねーよ」




　彼は、心の底から不ふ機き嫌げんそうに吐はき捨てた。

　腕の力は強く、決して離さないという強きよう固こな意思が込められている。その騎士は次いで、色濃い青の瞳で腕の中のクレアを見下ろした。




「無事だな、クレア」

「アドルフ……！」




　彼の名前を呼ぶ自身の声に、思わず安あん堵どが滲んだのが分かる。

　シュガーの騎士たちが黙って数歩の間合いを開けた。アドルフは彼らに剣を向けたまま、クレアの腰に回した腕に力を込める。

「返事は」

　重ねられた問いに、口元が綻んだ。

『無事だな』などと最初から決めつけた聞き方をしておいて、返事が欲しいなんて随分な横暴だ。けれど、クレアは素直に頷く。

「……うん。大丈夫、怪我はないわ」

「ならいい」

　抱き寄せていた腕がほどける。

　クレアはアドルフから身を離し、代わりにその隣に並んだ。楽しそうなシュガーの声が、室内に響く。

「よくまあ単たん身しん乗り込んできたね、アドルフ・フォード。すごい自信だな、さすがは我が国の誇ほこる英雄騎士！」

「お前こそろくでもない王子と有名なだけはあるな。面倒なことをしでかしやがって」

「ふふ。英雄ごっこをしてるんだ」

「アドルフ。シュガーの狙いは」

「知ってる」

　騎士たちから視線を外さないまま、アドルフは短く言った。次に、その腰に提さげていたもう一本の剣を外す。

　放るように手渡されたのは、クレアの舶はく刀とうだった。

　花魂祭のドレスには仕込めず、部屋に置いてきたものだ。クレアはぱっと顔を上げ、アドルフの横顔を見上げて口の端を上げた。

「人使いが荒いわね」

「当たり前だろ」

　舶刀を受け取る。クレアがそれを握り込むと同時、白の騎士たちが僅かな隙すきを縫ぬって一いつ斉せいに斬きり掛かってきた。

　先に剣を薙ないだのは、アドルフの方だ。

　剣けん戟げきが響き、白騎士の剣が衝しよう撃げきに揺らぐ。クレアも白いドレスを翻ひるがえし、左手からの剣を滑すべらせるようにして弾はじいた。そのまま上から振りかぶれば、舶刀の重い一いち撃げきに慣れない騎士が痺しびれに負けて剣を落とす。そのみぞおちに蹴けりを入れ、靴の踵かかとをねじ込んだ。

　すぐにアドルフを追った新手が駆けつけてもいいように思えるが、しばらく交こう戦せんを続けていてもそんな気配はなかった。恐らくは、ここに来るまでの道すがらですべて処しよ理りされているのだろう。

　そうしているあいだにも、アドルフが数人を床に沈めている。やがて最後のひとりがくずおれるころ、シュガーが懐ふところから白の望ぼう遠えん鏡きようを取り出すのが見えた。

　右目にそれを当て、アドルフの方を覗のぞき込む。嫌な予感がし、クレアは反はん射しや的てきにアドルフの腕を引いた。

　直後、銃じゆう声せいが響く。

　アドルフの目もく前ぜんを掠めたものが、石の壁に弾かれて床に落ちた。金属音を立てたそれを見下ろせば、金色の弾だん丸がんだ。

「仕込み銃じゆう……！」

　あの望遠鏡を至し近きん距きよ離りから向けられたことが、クレアにもある。当時は意味の読めない行動だと思っていたが、まさか銃じゆう口こうを向けられていたとは思いも寄らない。

「あーあ。僕の騎士がみんな負けちゃった」

　シュガーは言い、手の中で器用に望遠鏡を回す。

「言っとくが、いまごろ上ではイヴが国民を避難させてる。儀式に必要なのは百万人らしいが、このままいけばお前の計算も崩れるぞ」

「あれ？　計画書は引き出しの中に隠しておいたのに、よくもまあ数までご存知だね。イヴが捜索させたのかな、悪い子だ」

「白しら々じらしいこと言ってんじゃねーよ。……どうせ、わざと見付かるようにしたんだろ」

　アドルフの言葉に、シュガーは眉ひとつ動かさない。

「お前が本当にこの計画をやり遂とげようとするつもりなら、迷わず証しよう拠こなんか燃やすに決まってる。国民の避難経路も塞いでから行動に移すだろうし、港に控ひかえているカーヴェルの船員を放置するわけがねえ。国民を術式の外に逃がされて、俺にむざむざ攻め込まれるような真似をするかよ」

　その言葉で、クレアも気が付いた。

　急を要するのであれば、クレアが目覚めてすぐに火の鳥を封じさせればよかったのだ。リリイとふたり部屋に残し、立ち去るようなことをするから、シュガーに使える手はこうしてどんどん少なくなっている。

　アドルフの言う通り、これがシュガーの不注意によるものだとは考えにくい。

「シュガー。あなた、まだ迷っているのね？」

　アドルフが口にはしない言葉を、クレアが代わりに王子へと尋ねた。

　シュガーは目を細め、否定も肯こう定ていもしない。クレアは歯は痒がゆい気持ちになり、アドルフを見上げた。

「アドルフ、シュガーは言っていたわ。あなたとの約束は守るって」

　アドルフが、僅かに眉根を寄せる。

「──誓って、一度も噓をついたことはないんだって。本当は、失うしなわないで済むならこの王都だって」

「……こいつが何を望んでいようと、どうでもいい」

　ひとつ、軍靴の音が響いた。

「俺はお前クレアと、そこの馬鹿王子を連れて戻るだけだ」

　シュガーはひらりと右手を挙げた。

「連れて戻るって、馬鹿じゃないの？　そんな悠長なことを言ってていいわけ？」

「これはイヴの命令でもある」

　アドルフは剣を握り直し、シュガーの前で立ち止まった。

「命じられた以上は従う。騎士としてな」

「……!!」

　思わぬ言葉だった。

　いままで『騎士』であることを疎んできたアドルフが紡いだものとは、到とう底てい考えにくい。それはシュガーも同様らしく、一見あどけない瞳がふたつ瞬きを重ねる。

「驚いたな。君が騎士を語るの？」

「……そうだな」

　アドルフは容易たやすく肯定する。

「騎士であることは、俺にとってずっと、目的を果たすための手段でしかなかった。誇るつもりもなかったし、心底疎ましいと思っていた」

　それは、出会った当初から変わらないアドルフの意思のはずだった。

　しかし、いま語られた言葉には、すべて過去の響きが込められている。

「俺に求められる騎士の理想も、英雄としての憧憬も、他人が望んで作り上げたものだ。──だが」

　アドルフが振り返り、クレアを一いち瞥べつする。

「こいつを見てると、全部が馬鹿馬鹿しくなる」

「……どういう意味よ」

「そのままに決まってんだろ。海賊のくせに正義感なんざ振りかざして、他人を護ってばかりの甘ったれで、魔物が好きだとか言いやがって。職業や立場にとらわれるのは、お前を見ていると心底馬鹿みてーだ」

　再びシュガーを見据えたアドルフは、諦めたような声こわ音ねで落とす。

「海賊の有あり様ようは、ひとつじゃない。だったら騎士だって同じだろう」

　シュガーがそこで、初めて表情を変える。

「何が言いたいの？」

　冷め切ったまなざしがアドルフを射いる。だが、アドルフはまるで厭いとわない。




「俺は、俺にもまだ護りたいものがあるという事実をもう、認めることにした」

「……！」




　その言葉に、クレアは自分の心臓が震ふるえたような気がした。

　アドルフが、他人を護ることなどごめんだと散々口にし続けてきた彼が、真っ直ぐにそう言ったのだ。

「だから俺はクこレいアつを連れて戻る必要があるし、お前も同じだ。主君を護るくらい、俺にも出来る」

「見み失うしなうなよアドルフ・フォード。君が騎士としてイヴを護るつもりなら、僕を連れ戻すなんて甘いことを言うな。火種を潰つぶすかあの子を連れて王都から出る、それが火か難なんを避よける術すべだよ」

「うっせーな。護り方を指図される筋合いはねーんだよ」

　アドルフは言い、剣を握り直した。

「言っただろ、有り様は一つじゃねーって。主君の望みに背そむいてでも護る、そういうやり方だってある。……馬鹿げた王子に、かつて誓せい約やくを立てた騎士として」

　シュガーの瞳が、無む垢くな子供のように丸くなる。アドルフを愛称で呼ぶのをやめた王子に反し、アドルフは彼をこう呼んで見据えた。

「戻れ、エル」

「……っ」

　シュガーの双眸に光が揺れる。

　その揺らぎは、彼がこれまでに見せたことのないたぐいのものだった。揺れて、迷い、戸と惑まどっているようなまなざしだ。

「……無理だよ」

　途方に暮れた子供の声が、ひとつ落ちる。

「だってもう止められない。このままいけば火の鳥は目覚めてしまう。僕が王ぼ子くである限り、僕の存在する価か値ちのために人々を護らなくちゃならない。滅ぶものを黙って見ていることは出来ない」

　シュガーはゆっくりと両手を広げる。そのまま、右手が彼自身の心臓を示した。

「どうしても止めるなら、君たちが僕を殺せ」

　アドルフが苦く舌した打うちをした。

　殺されるならアドルフかイヴの手がいいと、冗じよう談だんめかして言っていたシュガーの言葉を思い出した。クレアはきゅっとくちびるを結び、歩み出る。

「いいえ」

　響いた声に、騎士と王子がクレアを見た。

「そんなことはさせないわ。あなたたちのどちらをも、『英雄』にはさせない」

　クレアは目前の台座へと踏み出した。

　そこには光を放ち、淡い輝きを纏った存在が眠っている。

「私が、火の鳥を封じる。……誰ひとり、死なせずに」

「いくら君でも、そんなこと出来るはずもない」

　シュガーは顔をしかめ、駄だ々だをこねる子供のような頑なさでそう言った。

「いままでにどれくらいの有ゆう識しき者しやが、聖女の施ほどこした封印を調べてきたと思う？　聖女の力に至らない限り、僕らは礎を立てるしかないよ。そうでなきゃ」

「礎なんか必要ないわ。だって、力ずくで言うことを聞かせるわけではないもの」

　クレアはここで、火の鳥が封じられたときの夢を見た。

　魔物の『かつて』の夢を見るのはこれが初めてではない。ヒュドラに触れたときも、あの竜が強く想う瞬間の幻まぼろしを見ている。

「火の鳥は、悪あしき魔物として封じられたんじゃない。他者の命を奪って生きる、それを心底悼いたんで自ら眠ることにしたの」

　聖女はその祈りを汲んだだけなのだ。

　魔物を思い、そのために彼女が出来る方法で力を貸した。だとすれば、クレアが取るべき手段だって同じことだ。

「火の鳥は、誰も殺すことのない眠りを望んでいる」

　クレアは振り返り、アドルフを見据える。

「魔物が望むことなら、私が叶かなえられる」

　そして、ゆっくりと騎士に手を伸ばした。

　アドルフは右目を眇すがめるものの、何も言わずにクレアの手を取ってくれる。クレアは彼を見上げたまま、互いの指を絡からめた。

「私に力を貸して、アドルフ」

「……何をしてほしい」

「あなたに、信じてほしいの」

　アドルフが眉根を寄せる。

「魔物と通じ合うには、強く信じる必要があるわ。魔物のことも、そして私自身のことも。……だから、あなたがそうしてくれたら」

　クレアは俯き、小さく呟く。

「あなたが信じてくれたなら、きっと私はなんでも出来る」

　言い切ったとき、アドルフの大きな手が、クレアのおとがいを摑んで顔を上げさせた。
















　そして互いのくちびるが重なる。

　クレアは驚くも、それを拒こばむのではなく自然と目を閉じていた。

　アドルフの手をぎゅうっと握り締め、誓いの儀式のように受け入れる。柔らかく、溶とけるかのように甘あまく合わせられたくちびるがゆっくりと離れ、吐と息いきが触れるほどの近さでアドルフが零こぼす。




「お前を信じる」

「……っ」




　掠かすれた声に、クレアの内側から喜びが湧わき上がった。

「──ありがとう」

　その感覚は、どちらかといえば幸福という呼び名がふさわしいのかもしれない。アドルフに信じられるということが、こんなにも嬉うれしい。

　心の中に、知らない炎が灯ともったようだ。

「シュガー」

　クレアは微笑み、シュガーに告げる。

「あなたの騎士とその花嫁がすることを、黙って見ていて」

　次いで、首元に下がったふたつの首飾りのうち、最近着けたばかりの鎖くさりを切った。

　リリイがくれた竜の卵殻だ。

　クレアはその卵殻を手に、台座の中央へ眠る光の輪りん郭かく──火の鳥へと手を伸ばした。落ちた卵殻が炎の体に溶け、ゆっくりと光が広がってゆく。

　その瞬間、穏やかな女性の声が頭の中に響いた。




『願わくば、千年先の世界に、お前の祈りを汲む者が再び現れますように』




　クレアは静かに目を伏せる。

（あなたの言う通り、火の鳥はやさしい魔物だわ）

　自分がいると、他の多くが犠牲になる。より多くを生かせる道を選ぶやり方は、シュガーもこの魔物も、かつて妹を犠牲に人々を護ったアドルフも同じだ。

「ごめんね」

　いまのクレアにも、この魔物を眠らせてあげるしか方法がない。

　この国に、すぐ傍に、どうしても護りたい人がいる。

　誰を犠牲にし、誰を助けるのが正しいかなんて、そんなことが言い切れる日は永遠に来ないだろう。

　だからこそ、この魔物の一番の望みだけは叶えてあげたい。

「あなたには、もう誰も殺させない」

　クレアは光に手を翳かざす。

　その上に、繫いでいない方のアドルフの手が重なった。驚いたクレアが見上げても、彼は火の鳥を見据えたままだ。

　けれど、とてもアドルフらしくもある。

　彼は人に手を差し伸べてくるくせに、いつもこうして素そ知しらぬ顔だ。クレアは小さく微笑み、やさしい魔物に誓う。

「いつか、目覚めたあなたの望みを果たせる方法を、私も探すわ」

　人を愛した魔物が、人の敵にならないままで共にいられるように。

　敵同士であるはずの騎士と海賊にそれが叶ったのだ。だから、クレアは諦めない。




「そのときまで。──ここで、おやすみなさい」




　そして、光が滲み始める。
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　シェランド王おう都とシトンの都には、例年通りの寒かん波ぱが訪れ、今日も緩ゆるやかに雪が降る。

　リトア号の船室から見える街は白に染まり、当分の間溶とけることはないだろう。この船の船長クレアは窓のカーテンを開け放し、訪れた客を振り返った。

「あれからどう？　アドルフ」

　青の瞳ひとみがクレアを見て、すぐに逸そらされる。

「お使いに行ったディーンに聞いたわ。お城の方も、大分落ち着いてきたそうね」

　尋たずねると、椅い子すに腰を下ろしたアドルフは眉まゆ根ねを寄せつつも「ああ」と相あい槌づちを打った。

　不ふ機き嫌げんそうにしているが、単純に眠いだけなのだとすぐ分かる。アドルフが見せるいくつかの表情を、クレアはすっかり覚えてしまった。くすりと笑って彼の傍そばに立つと、どこか無む防ぼう備びな視線が向けられる。

「……なんだよ」

「ふふ。別に」




　火の鳥が再び封ふうじられた王都では、今日も人々が平和な日々を暮らしている。




　あれから、シュガーはイヴの指示によってリーンハルトと共に幽ゆう閉へいされた。城内の混乱は大きいが、誰ひとり命を落とさずに済んだのだ。ひとまずは、及きゆう第だい点てんだろう。

「シュガーはあれからどうしてるの？」

「どうしたもこうしたもねーよ」

　アドルフはクレアが差し出したティーカップを受け取り、くたびれたような声を漏もらす。

「相変わらず、さっさと自分を処しよ刑けいしろの一点張りだ。イヴが何かしようと動くのを受け入れもしねー。面めん倒ど臭くせェ」

「シュガーもあれで真ま面じ目めだものね。あなたと同じ」

　アドルフの向かいに腰を下ろしてクレアが言うと、今度は本当に仏ぶつ頂ちよう面づらを作る。

「……王は恐おそらく、いまも火の鳥の目覚めを諦あきらめちゃいない」

　湯気の向こうで、アドルフが目を伏ふせた。

「だが、城内の勢力も少しずつ変わってきた。不要な戦争を繰くり返す王への疑問も出始めている。対たい抗こう馬ばとしても、エルヴィスの馬ば鹿かは必要だ」

「ええ。そうね」

「……おい。お前さっきから何を笑ってんだ」

「いたたた、ちょっとほっぺた抓つねらないでよ！　零こぼれたら危ないでしょ！」

　アドルフは舌した打うちをし、渋しぶ々しぶクレアから手を離してティーカップに口を付けた。

　その様子に、クレアはやっぱり微笑ほほえんでしまう。

「……ただ、嬉うれしいの」

「何が」

「たくさん。例えば、あなたがこうやって私の船でお茶を飲んでることとか」

　クレアは膝ひざの上に両手を置き、丁てい寧ねいにひとつずつ言葉を紡つむぐ。

「色んな人を護まもるための話をしてくれることとか。シュガーを助けようとしてることとか、そういうのが」

「あのな」

　呆あきれきった声のあと、アドルフは溜ため息いきをついた。

「エルヴィスの馬鹿に関しては、俺が迷めい惑わくを被こうむらないためだ。やすやす死なせてみろ、いまでさえあいつの不在で気き負おってるイヴがどうなると思う」

「……それはちょっと、笑えないわね」

「笑いごとじゃねーからな。だから、何がなんでも」

　アドルフの綺き麗れいな手が、カップを静かにソーサーへ置いた。

「──英雄の名を使って、民衆を煽あおってみせてでも、エルヴィスを生かしきる」

「！」

　その言葉に、クレアは目を見開いた。

　そして、本当に変わったものだと思う。

　騎士であることばかりか英雄であることまで、アドルフが受け入れるようになったのだ。いまはまだ、目的のために利用する手しゆ段だんとしてであっても、それでも。

「少なくとも一年以内には、このゴタゴタに片かたをつける」

　アドルフはしれしれとそう言った。

「だからお前、来年も白を着ろよ」

「来年って？」

「花か魂こん祭さい」

「！」

　中ちゆう断だんしてしまった儀ぎ式しきのことを思い出し、クレアははっとした。

　結局今年は大おお騒そう動どうで流れてしまって、騎士と花嫁のお役も御ご免めんになったのだ。封印の真ま似ねごとではなく実際に行ったのだし構わないような気もするが、シェランド国にとって大切な祭さい事じが揺らいだのは申し訳なく思う。

「安心して、アドルフ」

　クレアはきりっと表情を引き締しめ、至いたって真面目に言った。

「儀式のキスも、来年は緊きん張ちようせずに出来ると思う。最近やっと慣れてきたし……」

　その言葉を遮さえぎるように、アドルフがクレアに手を伸ばした。

　親指がクレアのくちびるに触ふれ、弱く押される。その瞬間ぎくりと体が強こわ張ばって、一気に気き恥はずかしくなった。

「もう、人前ではしない」

「──」

　顔が熱い。

　ハイ、と妙みような敬けい語ごになってしまう。アドルフはふてぶてしく顔を逸らし、頰ほお杖づえをついた。無表情でありながらも実際はクレアの優ゆう位いに立って勝ち誇ほこっているのだから、心の底から憎にくたらしい。

「……クレア」

　頰ほおを両手で押さえ、眉根を寄せていたクレアに向け、アドルフは不意に口を開く。

「俺は、もう二度と誰も護らなくて済むように動く」

　それは、アドルフがかつてその主しゆ君くんと交かわした約束だった。

　クレア自身もはっきりと聞いた、彼の心からの望みだ。──切望なのだ。

「いまも昔も変わらない。国民だろうとエルヴィスだろうと、……お前だろうと」

「分かってる」

　そして、それが、二度と誰も護りたくないからという理由ではないことも知っている。

「……ちゃんと知ってるわ」

　先ほどの仕返しに彼の頰に触れ、クレアは青い双そう眸ぼうを見詰めた。

「私はもうじきこの港を出る。もっともっと色んな海を見て、国を知って、いつかあの火の鳥を目覚めさせても誰も死なないで済む方法を探すために旅をする。だからしばらくのあいだはあなたを手伝えなくなるけれど、それでも」

　それでも。

「あなたがいつか、望みを叶かなえるって、信じているから」

　言い切ると、アドルフは目を伏せた。

　口元を綻ほころばせる。ほんの少しだけ、それでも、確かに笑う。




「──そうか」

「……！」




　笑ったのだ。

　思わず言葉をなくすと不機嫌そうに見上げてきて、「なんだよ」と尋ねられる。クレアは言葉で答える代わり、彼の背中に手を伸ばした。

　ぎゅうっと抱き込むと、驚いたらしいアドルフがクレアの名前を呼ぶ。

　けれどややあって、その手でゆっくりと後ろ頭を撫なでられた。

　とても、やさしい手つきで。

　想像もしていなかったことが叶ってゆく景色を見たら探すものがなんであろうと、いつか青い海の果はてに見付かるような気がした。それを得えるために犠ぎ牲せいが生まれ、苦しむときが来たとしても、それでも必ず前を向けると信じられる。

　心のうちに灯ともったそんな火が、暖かい。

　暖かくて嬉しくて、なんだかとても泣きそうだった。








終
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　はじめまして、こんにちは。夏なつ野のちよりと申します。この度は、『悪あく誉ほまれの乙女おとめと英えい雄ゆう葬そうの騎き士し』をお手に取っていただきありがとうございました！

　今回の三巻で最終巻です。最後なので、あとがきでキャラクターについて触ふれてみたいと！　思います！




　この本は、英雄ヒーロー×悪いヒロインで男女のバディものを書きたい！　と思って書いたお話でした。

　様々なお話に出てくるダークヒロイン、つまりは悪役の女の子を主人公にしたかったものです。そのため、ヒロインであるクレアは海かい賊ぞくで悪者となりました。

　反対にヒーローのアドルフは騎士で、警けい察さつとなります。態度が最悪なヒーローを書けて本当に楽しかったです。気に入った人間しか名前で呼ぶ気がないので、自分がクレアを気に入っている自覚は（初めて呼んだ辺りから）ちゃんとあるのですが、作中では書かないことにしていたのでそっとここに書きます。




　シュガーはアドルフと真逆、カラーリングも正反対、登場人物の中で一番自由奔ほん放ぽうにやりたいことをやっているのでとても楽しく書きました。ディーンもあれでなかなか楽しく忠ちゆう犬けん人生を送ると思います。いつかアドルフに名前を覚えてもらえるといいです。

　イヴは十年後、色々あってディーンに恋をするというメモが出てきましたが、何がどうなってそうなるのかまったく思い出せませんでした。何が起きた。お父さんが書けなかったのは最終巻唯ゆい一いつの心残りですが、どこかで機会があればいいなあと思います！

　また、今回の完結にあたり、ビーズログ文庫ホームページに本作の短いお話を載せていただけることとなりました。発売日の後に掲けい載さいされるとのことですので、興味のある方はよかったら見ていただけると大喜びします！




　続きまして、皆さまにお礼を。涼すず河かわ先生、キャラを魅み力りよく的てきに描いて下さりありがとうございました！　表紙のアドルフの手の位置、本当にありがとうございます……！

　校正さま、今回もご迷惑をお掛けしました！　愛する担当さま。担当さまのいつも熱心なご指導、心から嬉しく思います。大変お世話になりました！　地球を大切にします。




　最後に、読者の方へ。

　本作は拙つたないものではありますが、心から楽しく書きました。そんなお話がこうして皆さまにお目にかかれていること、いまでも夢のようです。

　ここまで読んでいただき、ありがとうございました。彼女たちの冒険が、ほんの少しでもお楽しみいただけていることを願って止みません。

　関わって下さった全ての方に、ありったけの感謝を込めて！
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夏にベランダの硝子戸を外してみたら、力が貧弱なため自分で戻せなくなりました。
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